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はじめに

千葉大学環境リモートセンシング研究センター(CEReS)も，（土や設立８年目を迎え，これまでの

活動のまとめを行う時期となりました．CEReSでは，統一課題として「リモートセンシングによ

るアジアの環境変動地域のモニタリング」を掲げ，この目標に沿って部門単位で，あるいは個別研

究の推進を図って参りました．また，全国大学共同利用の研究機関として，共同利用研究をはじめ，

地球環境のリモートセンシングに関する国内・国際研究集会を積極的にDM催しております．これら

の活動は，逐次年報によって公表してきたところであります．

本報告は，引き続き平成１３年度の活動と成果をまとめたものです．ご一読頂き，今後のCEReS

における研究の方向性と更なる活性化のために，忌櫛のないご意見やご批判をお寄せ頂ければと存

じます．

大学を取り巻く研究環境は，ここ数年で急速に変わろうとしています．平成１３年度末に出され

ました「新しい『国立大学法人』像について」により，国立大学法人化の動きが現実のものとなり，

平成１６年４ﾉﾘからの実施が，殆ど確定的な状況になってきました．これにより，大学は自己責任

体制の明確化を求められると同時に，差別化，個性化を求められています．研究センターは，本来

明確な趣旨と目的を持った組織であり，これに沿った活動を展開する二とで，極めて個性的な組織

であることは議論の余地がありません．この観点で，研究センターは大学の個性化に役立つ存在で

あり，またそうあらねばなりません．

一方，国立大学法人化では目標・評価システムが導入され，個人評価に加えて，組織としての目

標の明確化，達成度が従来以上に重要な指標となります．大学に於ける研究は，個人的興味から出

発し，自由な発想と外的状況に左右されない活動を基礎にしていますが，研究センターに於ける研

究では，組織における研究の位置づけもまた，きわめて重要なファクターと言えます．それぞれの

個性的研究が，全体として大きな流れになることが必要であり，この点では，研究の発展が研究セ

ンターとして一定のベクトルを持つよう，それぞれの研究者の自覚が求められます．

これらのことは，研究センターにとってそれほど目新しいことではなく，これまでも求められて

きた事でもあります．しかし，研究という作業に適切か否かはともかく，評価の定量化が求められ，

これに耐えるものにする必要があります.研究成果の納税者への明確なフィードバックの観点から，

学術的貢献はもとより，社会への積極的な還元がこれまで以上に求められております．

CEReSでは，このような新しい流れを見据えながら，いたずらに右顧左胴することなく，足下

を見据えて着実に成果を得るよう今後とも努力する所存です．従来にもまして，一層のご支援とご

鞭燵をお願いする次第です．

千葉大学環境リモートセンシング研究センター

センター長高村民雄
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[１］研究活動

■１．１センサ／大気放射研究部門

1.1.1テクスチャ解析を用いた衛星データにおける高濃度排煙の検出

（竹内延夫、久世宏明、朝隈康司、谷萩隆嗣*）＊工学部情報画像工学科

衛星データからテクスチヤ解析を用いて森林火災排煙を分類抽出する手法について研究した。１９９７

年のインドネシア森林火災を例にとり、その可視画像と赤外画像の正規化差画像についてテクスチヤ

解析を行った。排煙領域は、テクスチャ特徴量と元画像・差画像のそれぞれに閾値を定めて抽出でき

る。ＯＭＳのVISSRについては、このようにして得られた結果は教師付きユークリッド分類を行った結

果と９４％のピクセルで一致する結果を与えた。同時に撮影されたVISSRとNOAA/ＡＶHRRの画像を

比較すると、９６％のピクセルで分類の一致が見られた。］997年９月の１２日間のデータについて積算

した排煙ピクセルを両センサ間で比較したところ、相関係数として０９１が得られた。さらに、テクス

チャ特徴量の閾値を増加させると、エアロゾル光学的厚さの変動量も増えることが確認された。本研

究により、全体としてテクスチヤ解析は分光情報と適切に組み合わせれば排煙検出において有効な手

法を提供することが明らかとなった。

1｣２地上サンプリングとライダー観測による大気エアロゾルの光学特性に関する研究

（竹内延夫、久世宏明、大堀正人、矢吹正教）

大気エアロゾルには、自然起源のものや人為起源のものがあり、その多くは対流圏、とくに高度約１kｍ

程度までの境界層内に存在している。大気エアロゾルの特性はその発生源により大きく異なり、粒子

濃度も時間的・空間的に変励が激しい。大気エアロゾルが地球の気候に与える影響を正しく評価する

ためには、その分布・光学特性を季節変動を踏まえて把握する必要がある。本研究では、大気エアロ

ゾルの光学特性の季節変動を求めるため、ローボリュウムサンプラーを用いて大気エアロゾルを直接

サンプリングした。これを解析して得られた大気エアロゾルの化学組成を用いて、光の散乱・吸収の

度合いを表すパラメータである単一散乱アルベド、散乱光の角度依存性を表す位相関数を導出した。

また、ライダー信号の解析で必要となる消散係数と後方散乱係数の比(S,パラメータ）を導出し、ライ

ダーデータ解析への拡張も試みた。観測は千葉、鹿児島(奄美大島)などで行った。さらに、奄美大島

ではAPEX2000（AsianParlicIeEnvironmentalChangeStudies）の集中観測の一環としてライダーによる

連続観ijlllも行ってデータを解析した。本研究は、地上サンプリングとライダー観#{'１を合わせて大気エ

アロゾルの地域的特性を解明する研究手法として意義がある。
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１１３多波長ライダーデータによる千葉地域のエアロゾル特性の研究

（久世玄Iﾘ1、竹内延夫、魁KlIIIll介、矢吹正教）

ミー散乱ライダーは、大気エアロゾルの消散係数を高度の関数として,}Iil1IIするのに有効な装置であ

る。消散係数の波長依存性はエアロゾルの粒径分布および複索屈折率によって決まり、多波長ライダ

ーによる消散係数の槻illlからこうしたエアロゾルパラメータについての知見を11}ることができる。一

方、粒径分布と複素屈折率を仮定すればミー散乱を用いて消散係数をi汁算することが可能である。各

高度での災i1lﾘ値を理論値と比較することにより、エアロゾル特性の澗度変化をillMくることができる。

CEReSでは、多波長ライダー(波長３５５，ｍ、５３２，ｍ、７５６ｎｍ、ＩＯ６４ｎｍ)を用いて対流圏のエアロゾル

の観iI1llを行っており、本研究では、この観測結果に基づいて千葉地域のエアロゾルの季節変動を調べ

た。ライダー偏号の解析には、大気分子によるレイリー散乱とエアロゾルのミー散乱の双方を考慮し

たＦｅｍａｌｄ法を用いた。実験と理論の比較から、各高度での粒径分布が仮定する複紫lIIl折率にあまり依

存せずに求まることが明らかとなった。なお、この方法ではＳＩ＝ａ!/βI（Ｃｌは消散係数、βIは後方散

乱係数）を一定と仮定するので、高度によりエアロゾルの種別が大きく異なる場合には結果の精度が

低下する。こうした場合を考え、多層モデルの導入についても考察した。

１１．４長光路伝搬による大気中NO2の計測

（竹内延夫、久世宏明、安藤勝太郎、由井四海）

分光学的遠隔iI1Il定法は、大気微量成分の検出において非接触のｉｌ１Ｉｌ定を可能とする有力な手段を提供

する。本研究では人Ｌ光と太陽光を光源とし、代表的大気汚染物質の一つであるZ酸化窒素（NO2）コ

ラム敬を梢度よくｉｌｌＩ定できる２つの分光測定システムを設計・Ｉｌｌｌ発した。第１の航空隙害灯を光源と

するものでは、ランプのストロボ発光を利用して地表面付近の長光路における平均的濃度の計測が可

能である。第２の太lLlli光を光源とするものでは、サンフオトメータと同じ太陽追尾装慨を利用してい

るため、エアロゾルの光学的厚さも同方向で同時に測定できる。２つのシステムに此imする解析法と

して、LambeﾊﾟｰBeerの法NIIを用いる手法を開発し、日中の大気中濃度変化をｉｌ１ﾘだした。二れは、物質特

有の局Di的なスペクトル強度の減衰を利用し、理論的な吸収断面馴とｲUljUi汁猟（スペクトル・マッチ

ング）してコラム趾を兇欄もるというものである。測定の結果、季節によってI]1'1の変化の仕方に傾

向があることがわかり、また、水平コラム量と鉛直コラム鉱の変化の'111に相関があることも明らかに

なった。さらに、コラムlitとサンフオトメータによる光学的厚さの|H1に相関性があることを見出した。

ストロボ光源を利１１付る装睡は、比較的安価で構造が簡単であるため、様々な場所に設悩でき、トン

ネル内でのＮＯ:壮のillﾘ定や大気中でのNO2の拡散状況の測定などへの応)Uも湾えられ、幅広い用途に

使える点に特徴がある。

1.1.5近赤外ファイバーリングレーザーを用いた微量気体センサの開発

（久世玄Iﾘ1、竹内延犬、側上健二、由井四海）

地球ilMl暖化・オゾン岡の破壊・酸性雨等、様々な地球環境問題の１１;〔囚となる人久(''１の微lIt気体の検

２



出について、筋単なセットアップで高感度なセンサを構築することを目的とし、微fit気体センサの基

礎研究を行った。実験で用いたファイバーリングレーザーは従来の空'１１１伝搬型のレーザー装置と異な

り、通信波長帯である1.511,帯のＥＤＦＡ（Erbium-dopedFiberAmpliner）を用い、光路すべてを光ファ

イバーで構成することができる。二のため、レーザーセンサの高感度特性を利用しながら、アライ

メント不要で軽ｉｉｉ・コンパクトであるという特徴をもっている。気体の吸収を観測するため、リン

グ内に長さ18.3ｍｍのセルを挿入する。発振波長はバンドパスフイルタにより制御され、発振線幅

は約100ＭＨｚである。センサとしての感度特性をiNll定するため、この波長緋で吸収をもつアセチレ

ン(C2H2)気体をセル内に導入し、発振波長は、狭帯域のフィルターによりｖ，＋ヤョバンドのｐ(１３）

線と一致させた。実験結果より、単光路吸収の場合と比較し、実効光路長で妓大８３倍程度の増大

率が得られた。ファイバーリングレーザーのレート方程式を用いた理i倫的解析を行い、実験データ

をよく説IﾘＩする結果を得た。ファイバーリングレーザーにより実際に光路長噌大を観測したこと、

および理論的解析によりその特性を十分に説明したことは、今後のこの方式の微殻気体センサに対

して有益な指針を与えるものである。

１１．６ＧMsによる地表面日射量及びPARの推定（継続）

（高村民雄，岡田格＊，佐伯貴之）

昨年に引き続き，ＯＭＳ－５による可視・赤外画像から，地表面下向き日射量の推定を行っている．

これは，衛星による全球の地表面放射収支推定研究の一環である．これまで，９６年から９８年ま

での推定を終え，本年度９９年分を行った．さらに，ＰＡＲ（光合成有効放射量）領域の推定につい

ても拡大した．これは，植生活動に必須な量であり，全球炭素循環の基礎パラメータとして利用さ

れている．

また，本年度末から，センター受信のＧＭＳ映像から準リアルタイム（iiiil]データの翌日処理）

で日射壮を求める全自動処理プログラムの開発を，平成１４年度完成を1=l指して開始した．

＊科学技術振興醜業団

1.1.7雲水量，雲量，日射量の同時計測による雲の放射特性の研究

（高村民雄，岡田格＊，古谷真海，牛草栄介，辻岡直也，鷹野敏明＊＊，武井健太郎，熊谷博＊

＊＊，中脇映至＊＊＊＊）

＊科学技術振興411F楽団，＊＊千葉大学大学院自然科学研究科

＊＊＊＊独立法人通信総合研究所，＊＊＊＊東京大学気候システム研究センター

本研究は，これまでのマイクロ波放射計による高精度雲水鉦・可降水仕の推定手法開発の延長上

にあり，これから得られた雲水量から予想される雲の光学的厚さと実際の測定値の比較から，雲粒

径の推定の可能性について検討した．その結果．雲の非均画性が大きなＮＩＩ題であることがより明確

になり，翌１１tの把握が重要であることから，雲カメラの開発を行った．これは半球が見える魚眼レ

ンズをＭiえたものであり，プログラムにより任意の時間間隔で，全天候で撮影可能である雲の色

による違いに祇目し，雲の分別を行うプログラムを開発し，雲とl]射litの関係について考察中であ

３



る．

一方，雲の内部構造は従来の光学手法では困難であるため，新たに雲レーダーの開発を試みてい

る．これは，コスト削減のためにパルス方式ではなく，連続波変調方式を利用した画期的なもので

ある．雲の透過特性と許可周波数帯の兼ね合いから，９４GＨｚを利用したものであり，本年度組み

立てをほぼ終了し，電気的な回路の調整を終了したところである．平成１４年度から，野外実験を

開始し，その有用性について検証を行う予定である．

１１８雲・エアロソルの放射影響評価

（高村民雄，岡田格＊，新井健一，田代泰規）

既に東アジアを中心に稼働中の，高精度エアロソル・放射観測ネットワーク（SKYNET)のデータ

解析を中心に，雲・エアロソルの放射強制評価を行っている．これは，SKYNETで計測した全天

日射堂から水蒸気効果をＥＣＭＷＦデータを用いて補正し，Rayleigh大気との比較によって求める

ものである．今回は，敦煙（中国)，銀川（中国)，及びMandalgobi(Mongolia)の３点の１９９９年

９－１２月に限定して解析を行った．その結果，放射強制の違いが明確に顕れ，同時に計測してい

るSkyradiometerによるエアロソルの光学的厚さとの対応で，この違いがエアロソルの光学的性質

の違いに依拠することが示唆される．

1.1.9SKYNET観測網の精度維持活動と分光型サンフオトメータの開発

（高村民雄，岡田格，田代泰規）

SKYNET観測網の精度維持のため，高安定度分光型sunphotometerによる検定システムの開発を

行っており，昨年度に引き続き今年度もハワイ州マウナロアにあるＮＯＡＡ(米国海洋大気庁)の観

測所での検定を試みた．その結果，１年間の検定値の変動が２－３％程度（波長依存あり）に収ま

っており，これまでのフィルタータイプのsunphotometerに比較して，高安定であることが実証さ

れた．これは，フィルタータイプが，フィルターの経年劣化によるところが大きいのに比較して，

回折格子を用いた分光型では，センサー（SiCCD）の劣化やミラーの反射率変化などの経年変化

が少なく，安定な素子構造からなっていることに由来するものと思われる

同時に多波長による太陽光減衰情報から，エアロソルのみならず，水蒸気，オゾン量の同時推定

を試みており，並列に計測しているマイクロ波放射計による水蒸気堂との比較では，テスト期間中

の平均では0.2ｃｍ程度の違いで推定可能なことが示された．

一方，SKYNETで展開している日射計・放射計については，毎年準器として当センターで維持

・管理しているものをＳＫＹＮＥＴサイトに持参して，比較検定を行っている

４



■１．２地球環境情報解析研究部門

1.2.1波浪の発達及び海表面境界過程の研究

（杉森康宏、ZbaoChao-fang，鈴木直弥、諏訪純、小林大輔）

地球温暖化に影響を及ぼす炭酸ガスの海洋への吸収等を解明するために、海洋の炭酸ガス収支に

直接関係すると考えられる海洋波浪、波浪の発達過程、特に砕波過程、海上風と海面粗度の関係な

ど海、境界過程の解析研究を行うことがとても重要な課題である。本研究では相模湾における海上

観測塔（防災科学技術研究所・平塚観測塔）とこれに係留したウエーブライダブイによる波浪、ア

ナログ風|(Ⅲ風速計による海上風の連続観測を実施し、現場計iMリデータの解析を通して波浪の発達過

程、海上風と海面粗度の関係などの問題の解明を試みた。

1.2.2衛星マイクロ波センサー（SSMl、SCAT）データの解析

（杉森康宏、LeonidMitnik，MaiaMitnik，ZhaoChao-fang，鈴木直弥、大澤高浩、諏訪

純）

海面での炭酸ガス収支の見積を行うためのデータとして海上風の推定は不可欠である。そこで人

]二衛星マイクロ波散乱計による観測データ（EERS-l/SCAT)および、衛星マイクロ波放射計データ(D

MSP/SSMI）から得られる海上風連場と気象庁ブイロボソトによる海上風速､風向値との比較を行い、

衛星観il1l1データの実用性、観測精度について検討を行った。

１．２３北太平洋における大気一海洋間炭酸ガス収支の研究

（杉森康宏、ZhaoChao-fang，ThadathilPankajakshan，大澤高浩、鈴木直弥、黒岩大悟）

グローバルな領域における炭酸ガス収支の見積のために、DMSP/SSMI、EERS/SCAT、NOAA/AVHRR、

等の衛星観測データから求めた風速、海表面水温の値を用い、既存の炭酸ガス収支モデル（Liss、

SlaLer：1974）から推定を行った。この結果を基に、海面のバブリング、白波の面積比を考慮した

炭酸ガス収支モデルについて検討を行った。特に砕波を考慮したモデルから推定した結果は、放射

cl4の結果と岐も一致している事が分かった。

１．２４内湾のエコーダイナミックスの研究

（杉森康宏、ZhaoChao-fang，PravinKunte，季星愛、ThadathilIJankajashan，諏訪純）

地球環境'111題に加えて沿岸海域では湿地帯や干潟の消滅と環境破壊の関係が注目されている。特

に東京湾や大阪湾などのような半閉鎖的性内湾での富栄養化に伴う水質汚染は現在緊急に解決しな

ければならない課題の一つである。そこで、本研究は、大きく２課題に分かれ、（１）人工衛星NOAA／

AVHRRの水温分布とSEASTAR/SeaWifsの海色リモートセンシングによる海洋表層の植物プランクトン
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分布を内湾について解析する。（２）流体一生態系モデルを用いて博多湾に於ける夏期の水質予測計

算を行い、上記人工衛星資料と10年間の現場調査データをもとにモデルの評価及びモデル結果から

推測される問題点について比較考察を行う、の2課題になる。今年は、東京湾のNOAA/AVHRRの水温

分布の各月平均の1年間分とSeaWifsの同時期の一部のデータの解析を行なった。

1.2.5海色リモートセンシングによる植物プランクトン分布の解析

（杉森康宏、浅沼市男、ZhaoChao-fang，諏訪純、大澤高浩，塙敬子）

海色リモートセンシングは、海洋表層のクロロフィル量（植物プランクトン量）を測定する。現

在、解析可能な海色リモートセンシング資料は、ADEOS-l/OCTS、SEASTAR/SeaWifsの２種類の資料

である。この資料は、基本的に海洋の水産資源の基となる基礎生産鐘の把握のみならず、地球規模

の海洋におけるCO2ガスの消費の要因となり、且つ内湾・内海の富栄養化による沿岸汚染の指標に

なる。今年度は、SeaWifsのレヴエルー3の資料を解析し、日本近海の基礎生産愚の抽出（30シーン）

を行なった。

１．２６次の4項目について学外共同研究を実施した。

（センター担当者：杉森康宏、田中佐、千賀康弘、浅沼市男）

1)研究題目：北太平洋亜寒帯循環と気象変動に関する国際共同研究

（亜寒帯域における大気・海洋炭酸ガス収支の観測）

学外機関：秋山正寿・東海大学海洋学部（科学技術庁委託）

2)研究題目：３吹元的水産資源堂推定手法の開発

学外機関：水産庁委託

3)研究題目：ＡＶHRRデータによるアジア域における地表面被覆分布図の作成

学外機関：高木幹夫・東京理科大（科学技術振興事業団委託）

4)研究題目：人工衛星MODISのアルゴリズム開発研究

学外機関：田中佐・宇宙開発事業団

１．２７光エネルギー積算量の違いが，耕作放棄後の草本群落の種類，組成，種別の量的構成と繁殖

能力に及ぼす影響

（三輪卓司，大賀宣彦零）

耕作放棄農地を耕し，４段I階の透過率の異なるネットを懸けたトンネル中の土壌を丹念に植物の根

等を除去後，調査区画を縄張りした．トンネルの中央部に光強度検出用のセンサを取り付け，太陽

電池を電源とするデータロガーで，連続的に３０分に１度光強度を記録した．また，並行して温度

も記録した．これらのデータは約１月に１度回収した．更に，約１月に１度成長している植物の観

察，記録を実施した．以上の調査は，昨年度に開始し，今年度はネットの補修を除き全く同じ状況

で引き続き調査を継続した．昨年度は植物の観察，記録を担当した大賀の体調不良から，夏期に発
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芽する植物の調査だけになってしまったが，２００１年度は年当初から観察・記録を行い，

を環境リモートセンシング研究センターシンポジウム（2001.12.）で大賀より報告した．

年度はこれまでの成果を纏める予定で居る．

鯵千葉大学理学部生物学科

途中結果

また、今

１．２８土壌の反射スペクトルの照射角，観測角による変化の測定装置の試作

（三輪卓司，池田卓）

昨年度まで樹木葉の反射・透過スペクトルの照射角，観測角による変化を試作装置で実施してき

たが，作製の都合上試料面は，市販されている分光光度計と同様に地表面に対して垂直方向であっ

た．従って，土壌の様な粉体試料では表面にガラス板を掛けなくてはならない．しかし，表面に掛

けるガラスの影響はかなり大きく，その影響を定量的に除去する事は難しい．以上の理由から試料

面が水平になる様に樹木葉測定用の装置を改良した．試料面が水平になる以外は従来の装置と同じ

仕様である．つまり，基本的には従来の装置を９０．回転させた物である．試作装置では，試料面

にガラス板等を掛ける必要が無いために，土壌等粉体試料の反射スペクトルが正確に測定可能とな

った．しかし，問題点が全くないわけでは無い．試料面にガラス板を掛けると試料面の形状を一定

にする事が容易であるが，試作装置ではガラス板を掛けない為に試料面の形状が問題となる．この

問題は，同じ土壌の試料を多数作り，一定の反射スペクトルが得られる試料調整法で実施した．

1.2.9土壌反射スペクトルの照射角または観測角による変化

（三輪卓司，池田卓）

前記の試作装置で赤王土（Ｒ)，黒土（Ｂ)，堆肥（Ｃ)，ピートモス（P）の４種につき重壁含水

率0,ｑ20,0.398,0.794,Ｌ575,3」01,6｣05,9.091,16.667,28.571％の１０種の試料を調製し，内法３５

ｘ３５ｍｍ，深さ５ｍｍのホルダーに詰め，試料固定部にセットした．測定は先ず標準白板をセット，

測定する照射角に移動後，装置の適正化，標準化を実施後，土壌試料をセットして行った．つまり，

設定状態の標準白板の反射率に対する土壌試料の反射率を測定した．光照射方向は，幾何学的制約

から0,10,20,30,40,50,60.の７方向で行った．以上の測定から，水の特徴吸収（中心波長：1450,

1950,ｍ）でも低含水率域の１％付近で反射率極大が認められた．これは，土壌粒子の表面の非常に

薄い水膜により光が土壌粒子に入り易くなるためと推察された．

1.2.10混合土壌の反射スペクトルの特徴

（三輪卓司，池田卓）

先ず，赤玉土85,70,40％とピートモス，堆肥15,30,60％の６種の混合土壌を調製した．各混

合土壌の重童含水率１０段|砦：約0,3.6,70,11」，’5.8,200,27.2,333,38.5,46.7％の試料を調製し

た.測定は,夏期で気温が高い為,試料表面の乾燥を極力少なくする為に光照射方向は0,20,40,60

４方向とした．測定した反射率は，従来と同様に，各測定条件における標準白板の反射率に対する
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試料の反射率である．次に，測定された反射スペクトルが，単体，つまり，赤王土，ピートモス，

堆肥の同一重壁含水率の反射スペクトルからどの程度再現されるか検討したが，再現度は非常に低

かった．これは，透明試料で認められるLambert‐Ｂｅｅｒの法則は全く当てはまらず，成分土壌の分

散状態等が全く考慮されていない事が最大の原因と推察された．

１．２．１１グローバル土地被覆分類のための標準分類Iegendと土地被覆グランドトルースデータペー

ス構築に関する研究(継続）

（建石隆太郎、佐藤浩、朱林）

昨年度に引き続き、ＦＡＯのLandCoverCIassificationSystem（LCCS）の分類システムを調査し、さ

らに今年度はLandUseCIassificationSystem（LUCS)の分類システムも調査した。ＬCCSに基づいた

標準Iegendを考案した。さらにグローバル土地被覆グランドトルース(GLCGT)データベースの基

本設計を行った。EuropeanCommissionのJointResearcbCenterによるSPOT-4/VEGETATIONデータ

を用いたGlobaILandCover2000（GLC2000)プロジェクトに参加することにより、ＯＬCGTデータベ

ースのVersionLOを作成した。GLC2000プロジェクトを通じてGLCGTデータベースを国際的に提

案した。

1.2.12ＡＶHRRデータによるグローバルな植生フエノロジー解析

（建石隆太郎、江幡光彦）

１９８２から２０００年のＡＶHRRデータを用いて、植生フェノロジー(onseLpeak，ofYSet，dulntion)を定

義し、気象データ（気温、降水堂）との関係を解析した。降雨が植生活動の主要な要因になる地域、

中央アフリカでは降雨後１０から５０日後にｏｎsetの時期が来ることを明らかにした。気温が植生活

動の主要な要因になる地域、ユーラシア大陸北部において、緯度、標高によるｏｎsetの違いを調査

した。さらに、’982-2000年におけるＮDVI季節変化パターンの変動を分析し、シベリア、アラス

カにおいてNDVl年間積算値が増大していることを確認した。

■■■■■、□■[￣1Ｆ！■Ｆｉ
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ロシアにおける生育期の始まる時期
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1.2.１３アジアの土地被覆モニタリングに関する研究（継続）

（建石l嘘太郎、島崎康信、朱林、江幡光彦）

バイカル湖の南のシリンガ川流域を対象地域として、ＬＡＮＤＳＡＴＴＭデータからのＮＤＶｌデータ

に対して、に新しい考え方の時系列リニアミクスチヤモデルを適用する土地被覆分類手法の研究を

行った。また、ロシアにおける森林のphenology変化に関する研究、バイカル湖の南のシリンガ１１１

流域における土地被覆モニタリング、中央アジア全域における植生phenology解析などの研究を行

った。

1.214SARデータによる森林モニタリングに関する研究(継続）

（建石陸太郎、ヨサファット、レンチン・ツオルモン）

ＳＡＲデータを用いて、森林パラメータを推定する研究を行った。熱帯林地域を対象として、木

材のサンプルにマイクロ波を照射し、散乱強度を測定することによりＳＡＲデータと樹幹直径との

関係を求めた。また、森林火災跡の蓄積炭素層の厚さを推定する手法を開発した。モンゴルにおけ

る森林を対象として、リニアミクスチヤ法により森林分類を行い、同種類の森林を対象として樹幹

直径などのパラメータを推定する研究を行った。

１２１５ＲＣヘリを用いた森林におけるグランドトウルースデータ取得に関する研究

（本多嘉明、梶原康司）

地球観測衛星によって得られたリモートセンシングデータの解析において明らかにする必要のあ

る問題のひとつに、地表面の二方向性反射特性の効果がある。この二方向性反射特性を記述するた

めに、これまでいくつもの反射モデルが提案されてきた。また、実測データを得るために、現地観

測の手法や観測システムの開発も行われてきた。しかし、森林においては、植物の種類の多さや構

造の複鮒iさのために、反射モデル、観測システムともに有効なものがこれまで確立されていなかっ

た。本研究では、機動性の高いＲＣヘリコプターが新しい現地観測プラットフォームとして有用で

あると考え、これを用いた計測システムの開発と現地観測手法の確立を行った。これにより従来の

機材では観測を行うことが困難であった森林地域において二方向性反射の実測データを取得するこ

とが可能となった。さらに、本観iMIIシステムによって取得できる地表面画像から抽出されるパラメ

ータと視野内の植生・影・土壌等の分光データのみから記述可能なモデルを提案している。これま

で提案されてきたモデルは曳地実iIIllでは取得困難なパラメータを用いて記述されていたのに対し、

本研究で提案されたモデルは実測可能なパラメータのみを用いたものであり、これによって衛星デ

ータ解析に適用可能な森林の二方向性反射モデルを構築した。

また、木研究では，二方向性反射特性を決定する大きな要因である森林のDigitalSurfaceModel

を作成するための現地実測手法とデータ処理アルゴリズムの|)H発を行い，ＢRDFモデル柵築や，ＬＡｌ

(LeafArealndex)，バイオマス推定に対して重要なファクターである森林植生の立体櫛造を計測

する手法を開発した。DigitalSu】rfaceI1odel構築においては一般的なステレオ画像処理による商
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度計算手法ではエラーを発生させるマッチングポイントの誤認識を自動除去するアルゴリズムを導

入して完全自動の処理手法を提案している。さらに、構築したDigitalSurfaceModelを用いて森

林の最小代表面概と樹幹率推定を行った。

１．２．１６カラマツ林におけるLAl間接推定手法に関する研究

（本多嘉明・梶原康司）

ＬＡＩは森林における植物生産lil〔と密接な関係があるとともに、人工衛星から推定可能なパラメー

タであることから、人工衛星による森林の生産量推定への利用が試みられてきた。しかしながら、

針葉樹におけるＬＡＩの実ijlﾘは多大な労力を必要とする。本研究では、樹冠への入射光と林床にお

ける透過光を同時計illllすることによって、太陽光の透過光量からＬＡＩを'１１１接推定する手法を確立

した。従来、LAI2000などのＬＡＩ計測機器で観測したＬＡＩは計i1lII位置によって大きく変化し、安

定した計測結果が得られなかったが、本研究で開発された手法ではリタートラップを用いた実測値

と比較して極めて高い精度で計測が可能なことが示された。

１２１７二方向反射特性を用いた新たな植生指標に関する研究

（本多嘉明・梶原康司）

衛星によって取得される地表面スペクトルから、正規化植生指標などの植生指標が数多く提案さ

れてきた。これらは、土地被覆分類やＬＡＩ推定、あるいはバイオマスなどの植生物理戯の推定に

利用されてきた。しかしながら、従来の植生指標では、観測領域内の見かけの被覆率の変化を、植

物の３次元構造に起因するものと、そうでないものに分離することができなかった。本研究では、

複数方向からの観il1l1データを用いて、植物の３次元構造に起因する見かけの被覆率の変化に反応

する指標を提案した。その結果従来の植生指標では分離不能であった、柵造の異なる植生を分離す

ることに成功した。

■１．３データペース研究部門

1.3.1自動ビデオモザイク画像による雪氷コア研究

（西尾文彦、直木和弘）

自動imi像モザイク法による画像処理によって、雪氷コア断面のビデオ画像をモザイク（画像接合）す

る手法の確立を行った。オホーツク海の海氷を航空機で撮影したビデオ画像でI:I1li1l的にモザイクし、マ

イクロ波放射計のデータと比較する手法の開発に始まり、モザイク画像の雪氷研究への応用を考えてき

た。熱赤外、マイクロ波センサーのデータを重ねあわせることによってさまざまな悩報を得ることがで

き、リモートセンシング分野への基礎データとして役立つ。雪氷コアにおいては長い１本のコアを1枚

の画像として見ることができ、ＥＣＭデータや化学成分濃度、気泡分布、氷の紬,(A櫛造との対応などを
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検討するうえで有効である。ＤＮｌ直と物理量との対応、層位の記述など多くの応用が考えられる。

1.3.2多入射角ＳＡＲデータによる釧路湿原のバイオマス推定への適用研究

（西尾文彦、中村和樹、若林裕之）

湿原生態系は，気候変動および周辺環境の変化に大変敏感であり損傷を受けやすく，その環境の保全，

管理，修復が必要とされている。一方，環境指標としても注目されており，継続的な湿原のモニタリン

グが重要であると考えられる。とくにバイオマスの観illllは，湿原生態系の変動とエネルギー収支の正確

な把握に大変重要である。そこで本研究では，入射角を可変できるRADARSATデータを湿原観ｉ１ﾘに適用し，

釧路湿原においてSARと同)ﾘIして実施したトルースデータ取11｝結果と比較した結果を示し，入俳l角の変

化によるバイオマスとSARの後方散乱係数の対応を調べるとともに，バイオマスと後方散乱係数の関係

について単純な後方散乱モデルにより説明した。研究成果はリモートセンシング学会誌に掲較された。

1.3.3多入射角ＳＡＲデータによるサロマ湖氷のラフネス氷厚の推定

（西尾文彦、中村和樹、若林裕之）

オホーツク海は海氷が発生する北半球の最南端に位慨し，一年氷のみが存在する海域で、海氷発生の

変1m】は地球温暖化の影響を顕著に受ける。海氷面積や海氷厚の変化を継続的に親ｉ１ｌｌすることは，年々生

成される海氷の生成量および海氷の質避収支と大気との熱収支を知る上で大変重要である。そのためSA

Rを利用した観測手法の研究およびモニタリングのためのアルゴリズム開発を行っている。北海道周辺

の比較的薄い一年氷の海氷である北海道サロマ湖およびその周辺海域において，1993年から継続して衛

星観iMIIに同期するトルースデータを取得してきた。

－．年氷からのSARのセンサ方向への散乱波（後方散乱）は，海氷の表面の塩分濃度が闘いと海氷表面

からの散乱が支配的と考えられている。その後方散乱は海氷表面の粗度（ラフネス）およびその誘電率

に支配されることになる。海氷表面付近の誘電率は塩分搬度の影響を受けて変化する。一般的には海氷

の成長に伴い塩分濃度が低下する傾向があるので，誘岻率の変化を計測できれば，Illl接的に海氷厚を計

il111できる。RADARSATは入射角可変でデータ取得が可能であり，観iHll対象物の後方散乱の入射角特性を取

得できることが特徴である。1998年では入射角30度，３２度，４４度の観測で氷原の噌力Uに伴う後方散乱の

減少が確認された。しかし，氷からの後方散乱に寄与するものとして，誘電率以外に氷のラフネスがあ

り，SARデータから氷厚を高精度推定する際にラフネスの大きさを同時に推定することが不可欠である。

現在，ラフネスによって後方散乱の入射角特性が変化することを利用して，後方散乱の入射角特性から

ラフネスを推定し，さらに氷厚を推定するという手法をＩＭＩ発中である。この成果はリモートセンシング

学会誌に投稿中である。

1.3.4衛星搭載マイクロ波放射計による結氷期の薄氷域の検出手法の開発

（西尾文彦、中山雅茂、長幸平）

薄氷域における既存の海氷密接度推定アルゴリズムの推定誤差要因に関する検討はこれまで十分に行
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われてこなかった。大きな理由は、実際の梅氷面積比率の影響と海氷の成長過程の影響を区別すること

が難しいことにあった。この問題を解決するには、衛星搭載マイクロ波放射計の観測瞬時視野全域があ

る成長過程の薄氷で均一に覆われている海氷域の抽出を行い、まず薄氷の成長段階が海氷密接度推定精

度に与える影響を明らかにする必要がある。衛星搭載マイクロ波放射計より地表面分解能の高い光学セ

ンサ画像を利用することで、均一な薄氷で覆われた海氷密接度１００％域の抽出を行った。次に、その

抽出領域で、各既存アルゴリズムの推定精度の評価を行い、既存アルゴリズムの問題点および薄氷の輝

度温度特性を明らかにした。本論文ではこれらの結果を利用することで、薄氷域の自動検出手法、なら

びに気候モデルの高精度化に必要な薄氷の氷厚推定手法を開発した。これは東海大学情報技術センター

との共同研究（研究代表者：長幸平）の－部として実施された。

1.3.5海氷の直流電気伝導特性

（西尾文彦、戸山陽子）

海氷の直流電気伝導機構は、ブラインが海氷の結晶粒界に存在しているため、プロトン伝導よりもブ

ライン伝導が大きく寄与する。そのため、ECMを用いた海氷の塩分量測定を試みた。北海道東部のサロ

マ湖の海氷で測定したECMの結果は、海氷の温度が-5.0℃を境にして、－５．０℃以上の場合、ECM電流は海

氷の塩分量の関数となり、海氷の塩分量を測定できる。ECM電流と海氷の塩分量Sの関係はS=Aibとなる

経験式を得た。一方、－５０℃以下の場合、ECM電流は海氷の結晶構造に依存した伝導度特性を表わすこ

とが明らかとなった。この現象を解明するため、lii結晶の人工海氷を作成し、結晶構造別に直流電気伝

導度の温度特性曲線を作成し、海氷の温度降下による交流電気伝導度の値や海氷の組成の変化でみられ

る-23℃、-44℃、-54℃の固体塩の析出点で直流電気伝導度の変曲点が確認された。

ECMは高分解能なデータを連続的に測定できる手法であるため、海氷の塩分量を詳細に測定することが

でき、海氷の直流電気伝導特性を解明することは、ブラインの塩分塾測定や、温度によるプラインの相

変化を検知することに役立つ。成果は雪氷学会誌に掲載された。

1.3.6南極多点浅層コア解析一目的および最近の成果一

（西尾文彦、戸山陽子、亀田貴雄、本山秀明）

１９９７年から２００２年にかけて、日本南極地域観測隊は東ドウローニングモードランドの４地点

（H７２.MD364・ＤＦＳ・YM85）において、浅層雪氷コア（５０～１００m深）を採取した。本稿では、これ

らのコアの採取目的、掘削地点の特徴、最近の浅厨コア解析の成果を紹介する。紹介した成果は、１）

H72コアの年代決定法およびその誤差、２）過去164年間におけるH72地点における表面質量収支の経年

変動、３）化学主成分分析から明らかになったⅡ72における堆積環境の変遷、などである。さらに、今

後の浅層コア解析の展望について述べた。研究代表者として南極観測隊長として現地に出かけると同時

に、成果をまとめ国際学会、論文として継続して発表を行っている。
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1.3.7衛星による雪崩の研究（中間赤外波長帯による雪崩跡の検知の可能性）

（西尾文彦、中山雅茂、小野延雄）

平成１２年３月２７日、飛騨山脈、笠が岳の東面の山腹で大規模な雪崩が発生した。雪崩は六毛谷を

下り、発生源とデブリ先端の距離は約４ｋm、標高差約１．５kmという過去最大級の規模であった。今ま

で、衛星を利用した雪崩の研究は例がなく、今回は雪崩は規模が大きく雪崩の発生前後のLANDSAT衛星

画像を解析した。各BAND画像を比較したところ、デプリがBAND５（中間赤外)、BAND７（中ＩＭＩ赤外）が雪

崩の発生前後で著しく変化することが発見された。中間赤外の、BAND5とBAND7は、積雪粒子の粒径の変

化に対して著しく影響を受ける粒径の波長領域である。例えば、粒径が10から100側、と10倍変化したと

すると、アルベが0.5から0.2程度、10から1000皿、と100倍変化したとすると、アルベドが０．５からほ

ぼＯとなってしまう。雪崩のデプリの禰雪表面のアルベドが中Illl赤外で著しく低下しているのは、雪崩

の発生によるデブリがその周辺の自然欄雪に比べて積雪粒子の粒径が大きくなった効果が彫熱して、ア

ルベドの低下として現れたと解釈できる。中間赤外で雪崩の発生領域およびデブリ部分を検知できるIUI

能性として、雪崩による積雪表面付近の積雪粒子の粒径が大きくなった効果と推定できる。

１３．８アジアフラックスネットワークの確立による東アジアモンスーン生態系の炭素固宗彊柤握一湿原

の温室効果ガスフラックス、エネルギー収支の観測一

（西尾文彦、宮田明）

東アジアモンスーン生態系におけるフラックス観測をネットワーク化し、長期にわたってデータを確

保するとともに、安定同位体比illII定、モデル研究などと組みあわせて東アジアモンスーン生態系の炭素

固定fitを把握するために、釧路湿原におけるサイトで観測を開始し、以下の基礎的な検証研究を行った。

１．釧路湿原西部、赤沼の約100ｍ南西において観測している微気象データを用いて、地表面における

熱収支の特徴とその要因の研究。２．釧路湿原における水収支の季節変化とその特徴。３．釧路湿原の

メタンガスフラックスの観測を継続している。

1.3.9ＧＰＳ水蒸気情報データベースの高度化に関する研究

（近藤昭彦、山本浩正）

ＧＰＳ気象学プロジェクトによって作成されたGEONETによる３時間ごとの可降水fitデータセッ

トをデータベース化し、インターネット上のホームページで公開するシステムを作成した。このホ

ームページでは関連する複数の環境情報を同時に掲載し、ＯＰＳ可降水趣を核とした複合的研究の

可能性を探った。

そのような研究の一例として、気象衛星ＧＭＳとＧＰＳ可降水111データを組み合わせて、陸城だけ

でなく海域も含めた広域の水蒸気の分布とその変動の可視化を試みた。島喚部のＧＰＳ可降水獄デ

ータとＯＭＳの熱赤外バンドの卸度温度差の間の回帰分析により海域の可降水量分布を求め、ＯＰＳ

による陸域の可降水量分布と組み合わせた。その結果、海域から陸に向かって移動する水蒸気の動

態を連続的に捉えることができた。
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なお、作成したデータベースは下記のＵＲＬで公開している。

http://aquacr､chiba-u・acjp/Ops-Met/GpsHome｣.hｔｍｌ

1.3.１０中国河北平原の小麦・トウモロコシ畑作地域におけるフラックスの動態

（近藤昭彦・沈彦俊・唐常源・佐倉保夫・陳建搬）

中国華北平原の北緯３８度練に沿って配置された三ヶ所のフラックスステーションにおける観測

成果から築城農業生態系統試験姑における成果を紹介する。観測は冬小麦と夏のコーンの広大な圃

場で行われている。１９９８年から継続的に行われている槻illlの中から蒸発散量のlE1変化と季節変化、

樅概の影響、蒸発散量と群辮コンダクタンスの関係、気孔抵抗の日変化と季節変化、気孔抵抗と土

壌水分の関係、分光反射率と植生指標の関係、について報告する。ここで行っているフラックス観

#1'１の成果は、同時に千葉大学・筑波大学・熊本大学で実施している地下水循環研究と合わせて、華

北平原の総合的な水循環研究としてまとめる予定である。

1.3.11環境同位体データペースに関する研究

（近藤昭彦・町田功）

降水、河川水、湖沼水、地下水等の環境に存在する水の同位体濃度に関するデータベースを作成

した。同位体組成にはその水が経てきた履歴に関する傭報が含まれており、リモートセンシングを

始めとする環境解析の結果を検証することができる数少ない情報源の一つである。世界各地の実測

データ及び文献情報に基づきデータベースを作成し、その成果は下記のＵＲＬで公開している。

httpWaqua､cr・chiba-u・acjp/gdes/eidhtmI

今年度の研究では日本におけるデータが蓄積されてきたので、日本の天然水における酸素．水素

同位対比の空間分布に関する検討を行った。その結果から、本邦の天然水の天水線の式を決定する

ことができた。また、緯度効果に関して定量的な数値を求めることができた。日本では緯度が１度

iWiまると１℃で0.3996.濃度が減少する。また、データベースとしたことによって地理梢報システム

｣二での運用が可能になったため、標高や位置による区lll]解析、気候要素等との重ね合わせ処理が可

能になった。成果は学会誌に投稿中である。

■１．４データベース開発運用部

1.4.1衛星データによる乾燥地の植生のモニタリング（継続）

（石山陸）

植生と電磁波との相互作用は複雑で，衛星データから植生のバイオマスを定趾的かつ効果的に評

価することは簡単ではない。植物の特徴的な反射特性を利)ｉＩして，植生モニタリングのためのアル

ゴリズム（植生指数）が提案されている。代表的な植生指数としてＮＤＶＩ（正規化植生指数）があ
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り，この手法を用いて地域や地球規模の植生分布図が作られている。しかしＮＤＶｌでは乾燥地など

の植生の疎らな領域では背飛の土壌からの放射量の影響が強いため，見かけの植生指数が大きくな

る。本研究では過去に提案されたいくつかの植生指数を検討し，それらの杣生指数の欠点を補間す

るアルゴリズムをＩｌＨ発した。提案されたアルゴリズムや他の植生指数を検証するために，中国新耀

ウイグル南部付近において実iIlllした植生被覆率やバイオマスと衛星データ（TERRA/ASTER）から

得られた植生指数との関係を検証した。

1.4.2植生被覆率による分光反射率の変動（縦続）

（石山陸）

植物の特徴的な反射特性を利用して植生モニタリングのためのアルゴリズム（植生指数）が提案

されている。代表的な植生指数としてＮDVI（正規化械生指数）がある。これは可視部の赤バンド

と近赤外バンド，例えばＭＳＳのバンド５と７，ＴＭではバンド〕と４，ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲではバン

ドｌとZなどをⅡ|い，両者のIE規化された差によって定獲される。この手法を１１}いて地球規模や地

域の植生指数図が作られている。しかしそれらの植生指数と植物の植生変数（例えばバイオマス、

植生被覆率）との関係はIﾘ1砿にされていないのが現状である。本研究では腱林水産打草地試験場に

おいて，分光放射計によって実ｉＲ１ｌされた草地の反射スペクトルとその被覆率，バイオマス（ＬＡＬ

クロロフィルfit）との相Illlを解析した。

1.4.3新魑ウイグル南部の地表状態の調査（新規）

（石山陸）

近年，中国新弧ウイグル南部のオアシス周辺では砂漠化が深刻である。この原因は完全には解明

されていないが，降水lUtの域少，気温の上昇などの気象の変化による地域の乾燥化が大きな原因で

あろう。加えて人為的な要因，例えば潅慨用水の無計画な取水，樹木の過剰な伐採などを背景とし

た，土壌の塩類集械や飛砂が地表の環境の悪化を加速する。砂漠化のような乾燥地特有の環境変動

を研究するためには，その植生分布を精度よく評価することが重要である。本研究では中国タリム

盆地南部のオアシス周辺を対象域として，砂漠化の指数となりうる植生環境を評価するために，衛

星データから求めた械生指数と植生の物理量との相関を解析する。また踵いスパンでの地表状態を

調査するため古い衛星写真と玻新の高解像度衛星データ（TERRA/ASTER）を比較検討した。

1.4.4リモートセンシングによる植物栄養診断に関する研究（継続）

（本郷千赤）

生態系が環境の彫響を受けると、その変化は代謝や養分吸収のようなキャノビーの生化学的性質

の中にあらわれる。キャノヒ._の生化学的変化をリモートセンシングによって検|Ⅱできれば、炭素

や養分のソースとシンクの空Ｉｌｌ１的な広がりと変動を知ることができる。

本研究では、リモートセンシングを利用して植生のケミカルコンポーネントを把握し、各成分のス

－１５－



ベクトルと生理・生態学的特性との結びつきをもとにした構成成分の簡易検出を目的としている。

また、栽培品種の植物に対しては、ケミカルコンポーネントの検出結果をもとにした生育の矯正手

法についても検討を行う。

1.4.5植物生理・生化学の非破壊計測に関する研究（継続）

（本郷千春）

本研究では、リモートセンシングによる植物のストレスの早期検出およびモニタリングを目指し

て、ストレスを付与した植物の分光反射特性の測定を行った。さらに、ストレスに対する植物の反

応を生理生態学的な側面から比較・検討するために光合成速度および気孔コンダクタンスの測定を

行い、分光反射特性との関係を調べた。

1.4.6高解像度衛星データを利用した|T農業-精密農法による環境保全型農業システムの開発一

（継続）

(本郷千春）

高品質作物の栽培や環境への負荷低減化実現のために、精密農法が注目されている。特に、圃場

面積が小さく複数の作物がランダムに作付けられて栽培されているような、我が国の農業分野への

利用に期待が高まっている。ここでは、圃場単位での可変管理を行うための新しい技術の開発を目

指している。本年度は４ｍ解像度のIKONOSデータを利用した場合の精密農業の可能性について検

討を行った。本研究は、千葉大学、農林水産省、三菱商事、ズコーシャとの共同研究の一環として

行われている。

1.4.7リモートセンシング・ＧＩＳを取り入れた農産物トレーサビリテイシステムの検討（新規）

（本郷千春）

農産物の虚偽表示問題などによって失われた食への信頼感を回復するために、農林水産省におい

てトレーサビリティシステムの導入準備がすすめられている。また、食と農に関する様々な情報が

氾濫しており、生活者が自分自身で判断するための「知農」が必要になってきている。そこで、本

研究では、衛星画像やＧＩＳを取り入れた広域トレーサピリティシステムの可能性について検討を

行っている。

1.4.8地理情報をはじめとしたＸＭＬデータに対する問合せ手法に関する研究

（品川徳秀）

情報公開・データ提供の場としてＷＷＷの重要性は高まっている。特にＸＭＬはその記述能力

の高さ故に、ネットワークにおける標準的データ交換フォーマットとして注目を浴びており、文書

に限らず、地理情報・位置情報や、データベースのメタデータ、業務データなど、様々なデータ記
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述への応用が進んでいる。しかし、これらＸＭＬデータは大量化・大規模化・複雑化が進む一方で、

効率の高い利用手法は確立されていない。本研究では、ＸＭＬデータベースに対する柔軟な問合せ

言語の開発を行なった。地理情報記述のためのＸＭＬ応用であるＧ－ＸＭＬをはじめとした幾つかの

全く異なる種類のＸＭＬデータに対して問合せ記述を行なう事で、従来のＸＭＬ問合せ言語にはな

い高い拡張性を持つ事を示した。

1.4.9ＸＭＬベースのＷＷＷデータ統合利用の高度自動化に関する研究

（品川徳秀）

様々なＷＷＷサイトで提供されるデータを収集・加工・統合を行なう事は、時として膨大な労

力を必要とするが、この過程はネットワークを通じたデータ交換を行なう上で避ける事のできない

課題である。本研究では、この自動化を容易に実現するための処理記述手法及びその処理機構を、

上記のＸＭＬ問合せ言語をベースとして実現した。また、複数のサイトのデータベースにＷＷＷ

を通じてアクセスして統合利用を行なうという一連の処理が、本機構を用いて実際に自動化可能で

ある事を示した。
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[２］共同利用研究

■２．１プロジェクト研究

本センターが推進する中心的研究課題「リモートセンシングによるアジアの環境変動地域のモニ

タリング」に関わる共同研究であり、平成１３年度は次の５件を採択した。

研究課題低分解能衛星画像データに対する大気補正の研究

課題番号P2001-I

研究者川田剛之（金沢工大・教授）

対応教員竹内延夫

概要：

［はじめに］低分解能衛星画像データとして、ここではADEOS衛星搭載のPOLDER海域画像デー

タを取り上げ、これに対する大気補正を考える。具体的には、POLDER海域画像データから海表面

におけるコラム反射率を推定する手法の開発を研究目的とする。

１．近赤外バンドデータを用いた大気エアロゾルパラメータの推定

我々はPOLDERの近赤外バンドの観測核依存の宇宙反射率と偏光度データを用いて、大気エ

アロゾルの光学的パラメータを推定する新しい手法(ＲＰアルゴリズム)の開発に成功しているｌ)，

2)。この手法を用いて、１，９７年４月２６日に取得された日本付近のPOLDER画像データ(670,ｍ）

から推定した大気エアロゾルの３つの重要な光学パラメータ、エアロゾル屈折率の実部Ｍ、波長

500nｍにおけるエアロゾルの光学的厚さで（500)、オングストローム指数αの推定分布図を作成し

た。

２．可視バンド画像の大気補正手法

POLDER画像データからクロロフィル量を推定するには短波長可視バンドの海中から海表面に

射出されるコラム反射率Ｒｗが必要である。ここでは、(1)式で示す、Froun3)による正規化差分海

洋プランクトン指数NDPlを利用する。

仏轤(…聰…(緬樂)蒜(5`,)）（,！
従って、クロロフィル量Chl[ｍg/､3]を求めるために443,,,490,,,565,ｍバンドにおける海表面

コラム反射率Ｒｗを計算する必要があり、そのために670,ｍバンドでＲＰアルゴリズムにより推定

した大気エアロゾルの３つの重要な光学パラメータ、屈折率の実部Ｎｒ、波長500,ｍにおける光学

的厚さて（500)、オングストローム指数αの値を利用して大気補正を実施する。この大気補正法は

理論的な大気上面の反射率と観測反射率を用いて、表参照(LookUpTabIe)方式で海表面コラム反射

率Ｒｗを求めるものである。

以下に、具体的に手法を説明する。ＲＰアルゴリズムにより推定した大気エアロゾルの３つの

光学パラメータを仮定して、まず、大気の反射関数Ｒａｔと伝達関数Ｔａｔを443,ｍ、490,ｍ、565,ｍ

において計算する。海表面の反射関数ＲｓｆはCox-Munkモデル４)を仮定すると(2)式で与えること

ができる５)。
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R‘＝(１－s)ＪＲ』＋(１－場串)凡＋聯鴎 （２）

ここで、Ｒｓ、Ｔｆｍ、ＳｆｍはそれぞれCox-Munkの反射

関数、白波の反射率、白波の被覆率である。ここで

は白波の反射は海上にも海中にも同等にあると仮定

している。Ｒｓ、とＳｆｍは海上風速の関数として与え

られる。また、ｒfin=10と仮定する。

海上風速ｖ[、/s]が与えられるものとすれば、海上コ

ラム反射率Ｒｗをパラメータとして大気上面におけ

る反射率Ｒat十s｢はDoublingandAdding法６)により計

算可能である。図２は１９９７年４月２６日の

POLDER画像(490nｍ)のある画索における観測条件

と海上風速ｖ=5[ｍ/s]を仮定した時の、海上コラム反

射率Ｒｗをパラメータとする理論的Ｒat+ｓｆである。

この図Ｉより大気上面のPOLDER観測反射率値

Rat+sｆ（POLDER:490,ｍ）＝0.0906を用いて、490nｍ

における海上コラム反射率Ｒｗ（490)は簡単に推定で

きる。この場合、図Ｉより、Ｒｗ（490）＝0.01である。

可視波長バンドの大気補正はこの手法を各画像の各

画素に対して適用することにより実施できる。また、

図２は散乱角１３５度に固定した時の推定クロロフィ

ル量ＣｈＩの分布図である。POLDERの場合は複数の

散乱角で推定図を作成でき、これらを統合する必要

０８３

０１６

０Ｍ

；・唄
刃ＯＵＯ

;;:：
！…
２０００

0０２

０００

０ ＯＯ２ｂＯ３ＤＯＯＯＤ５００６０６７Ｏ１ＣｎＯＯ９０ＩＯ

Ｒ乱…orceD･皀宍Ｐｗ▽OCU…Ce）

００００

ＥｌＬＲｗをパラメータとする大気上面におけ

る490,mの理論的反射率

図2．推定クロロフィル分布

があるが、まだ、完成していない。

４．結論

本研究においてPOLDERの海域画像データに対する新しい大気補正手法の提案をおこない、

結果を得ることができた。しかし、クロロフィル量の推定図の妥当性に関する詳しい検討は今後の

課題として残されている。最後に、本研究は渡辺浩也君(金沢工大大学院生)による計算に基づい

たものであり、ここに謝意を表します。
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研究課題東アジアにおける植物生育期間の年々変動が熱・水・炭素収支に及ぼす影響の解析

課題番号Ｐ2001-2

研究者１１１本晋、三枝信子、蒲生稔（産業技術総合研究所・環境管理研究部門）

対応教員近藤昭彦

概要：

１．はじめに

日本列島には中部山岳地から東北、北海道にかけて落葉樹林が広がっている。そしてそれは朝鮮

半島、中国北東部、沿海地方に連なるユーラシア大陸東部の温帯落葉樹林帯の一部を成している。

産総研（旧資環研）では、岐阜県高山市の落葉広葉樹林（二次林）で熱・水・ＣＯ２フラックス

の長期観測を行い、気象条件の季節変動。年々変動と森林の熱収支．炭素収支の関係を調査してい

る。今回は、落葉樹林の生育期間の年々変動に注目し、生育期間が実際どれだけ変動しているか、

その変動はどのような気象条件に強く影響を受けているかについて地上観illIlから調べた。また、衛

星による正規化された植生指数（ＮDVI）は数種類、一般に公開されており、容易に利用できる。

そこで、ＮＤＶＩが増減する時期はフェノ

ロジーが変化するところであり、ＮDVI

Year-to-yearchangeinthe印bwingperiod ぷInhOnﾆｨ嵜ヨーズ１１土ＩＨＩ士少ｌ瘤ﾄｰl」引一Ｚし１．，呂曽二・Ｍ＝

ロジーが変化するところであり、ＮＤＶＩ

が増減する時期を摘出するという定性

的な使い方から、生育期間などのフェ

ノロジーの水平および年々変化を調べ

てみた。

２．観測データと結果
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葉面積指数（LAI）の地上測定の結果、

展葉開始日が年によって２０日以上も変

動していることがわかった。図－１に

示すように、各年の展葉開始日（ＬＡＩ

が０．８を越えた[]）、消雪日（岐阜大学

データ・林外）、賦算温度（日平均気温

５℃以上）がZ50degreedayを越えた

日、観測サイトを含む領域約８×８ｋｍ

ｌＷ５１０９０１”フ１粥９Ｕ９９９２ＤＯＤ
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図－１生長期の年々変動：ＬＡIと融雪期、積算気温、

NDVIの関係(高山）
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におけるpathfinderのＮＤＶＩが０５を越えた日を調べる

と高山サイトでは、積算温度＞２５０となる日、および

ＮＤＶＩ＞0.5となる日が展葉開始日とよく似た年々変動

を示すことがわかった。

高山の地上観測と図－２に示すＮDVIの季節変化の

比較から、ＮDVIが０．５を超えた時期と展葉の開始が対

応することが分かった。そこで、日本周辺のＮＤＶＩデ

ータを用いて、展葉開始日のめやすとしてＮDVIが閾

値（0.5）を越えた日を求めた。その結果を図－３に示

す。日本列島の落葉樹林帯にほぼ重なる領域において、

１，９８年には１２０～１４０日目、１９９９年には］４０～１６０日

目に展葉が起こったことが予想された。１９９８年展葉が

]Ｏ～２０日早い傾向は、地上測定の結果と一致する。

さらに、この１９９８年の早期の展葉が東アジアの落葉樹

林で一斉に生じたことが示された。ＮＤＶｌが急激に立

ち上がる時期を水平分布でみれば、さくら前線や紅葉

前線のように、展葉（開葉）前線なるものを作成する

ことができる。
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高山における展葉時期は、春の気温（積算温度）に

強く影響を受け、年により２０日以上も変動している事

がわかった。さらに落葉林の展葉時期は、日本の中国

地方から北海道まで、さらには東アジアの広い領域で

一緒に変動している事が予想された。今後は衛星、ア

メダスやフラックスのデータを使い、東アジアの広域

釦
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図－３ＮDVIから推定した日本の展葉開での森林の生育期間と気温の関係、生育期間と年間

始時期マップ、下図は日本の植生マップＣＯ２吸収量の関係等を明らかにしたい。

［謝辞］画像処理で前田高尚さん、ＮＯＡＡデータ処理

について、今須亮一さんにお世話になりました。高山データの提供と助言を、村山昌平さん、近藤

裕昭さんから戴きました。消雪データは岐阜大学流域環境研究センターに提供して戴きました。こ

こに感謝します。

研究課題湿原の蒸発散量とエネルギー収支、炭素フラックスのリージヨナル規模での推定手法の

開発

課題番号Ｐ2001-3

研究者宮田明（農業環境技術研究所・主任研究官）

対応教員近藤昭彦

概要：
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東アジアモンスーン生態系におけるフラックス観測をネットワーク化し、長期にわたってデータを

確保するとともに、安定同位体比測定、モデル研究などと組みあわせて東アジアモンスーン生態系の

炭素間定量を把握するために、釧路湿原におけるサイトで観測を開始し、以下の基礎的な検証研究を

行った。１．釧路湿原西部、赤沼の約100ｍ南西において槻iI11している微気象データを用いて、地表面

における熱収支の特徴とその要因の研究。２．釧路湿原における水収支の季節変化とその特徴。３．

釧路湿原のメタンガスフラックスの親ilUlを継続している。今回は、衛星データとのリンクを試みるた

め、光量子計を設置して、可視と近赤外の反射輝度を独立に槻ilIIlした。

研究課題NOAA/GACデータを利用した雪氷域の経年変動と植生環境の相互作用の解明

課題番号Ｐ2001-5

研究者青木輝夫（気象研究所)、堀雅裕（宇宙開発事業団）、馬渕和雄（気象研究所)、八久

保晶弘（北見工業大学)、改井洋樹（リモートセンシング技術センター）

対応教員西尾文彦

概要：

１゜はじめに

本研究は、東アジア地域（シベリアも含む）における雪氷圏と生物圏の長期変動を、千葉大学環

境リモートセンシング研究センター（CEReS）によってコンパイルされた、過去２０年間の

NOAA/OAC処理済データセットをもとに解析し、その関係を調べることを最終目標とする。雪氷

幽の変動は主として季節禰雪域の変励および雪氷面の分光放射特性に関して解析し、生物圏の変1K|）

はCEReSによって開発された地上被綴分類手法により、アジア（シベリアも含む）モンスーン地

域での植生生態系の変動特性を求める。これら両圏の長期変11M]が相互に、あるいは他のどのような

気候システムと関連しているかを統計的手法及び気候モデルによって明らかにする。

本年度は、衛星データを用いた雲域／I1fi天積雪域の識別処理、さらに、季節穣雪域の太陽放射吸

収fitと密接な関係にある預雪粒径および不純物濃度を可視域および近赤外域の２バンドデータを用

いて抽出するためのアルゴリズムを構築し、北半球領域のTERRA/MODISデータに適用し、その有

効性を検討した。

２．解析方法

(1)雲/晴天域識別および地表面分類処理

衛星画像中の雲域/llili天城の識別は、３．７ｕ、、１］且、の熱赤外域バンドのjhl【度温度差を算出し、

それを閾値処理することにより画素毎に行う。また､晴天域内の地表面分類は、可視域(0.678脚、)、

近赤外域（0.865匹、）の大気上端反射率の比および’１側、の輝度温度を閾値処理することによ

り、海洋域と陸域を分けてそれぞれについて績雪の有無を判別した。

(2)欄雪粒径・不純物濃度抽出処理

不純物濃度の増加が雪面の可視域反射率を下げ、一方概雪粒径の増加が近赤外域反射率を減少さ

せることを利用する。晴天域内の積雪域について、衛星が槻illlIした可視域、近赤外域バンドの反射

率データと、あらかじめ積雪粒径・不純物濃度の様々な組み合わせを想定して放射伝達コードを用

いて計算しておいた反射率データとを比較することにより、不純物濃度、積雪粒径、積雪粒径の抽

出を行う。
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（３）入力データ

以上の手法に基づく衛星データ解析用ソフトウェアを開発し、ＮＯＡＡと同じ光学センサーであ

るTERRA/ＭＯＤＩＳセンサーの北半球域１ヶ月分（2000年９－]0月）のデータに適用して、２つの積

雪物理砥の抽出能力を検証する。

３．解析結果

(1)雲/暗天城識別および地表面分類処理

２０００年9-10月の－ヶ月分のデータを解析した結

果、およそ２週'111分のデータを用いることにより、

北極周辺域（およそ繊度５０・以北の地域）の９割

以上の領域において、雲を除去した後の晴天域画

像を合成することができた｡図Ｉに､2000年９月２７

日～１０月１１日の２週間分のデータを用いて合成

した北極周辺のＲＯＢ合成画像（Ia）および雲識別
、宗ＨＰ阜乱守焉＝P?＝言丘窄?!:･･=`･鯰窯宇澪ヨー冨需一一一,~'一～－－．－－￣.￣￣…、…'一~－－－…

図12000年９月２７日～10月１１日の2週間分のデ・地表面分類フラグ画像（lb）を示す｡北極点付
一タを用いて合成した北極域（北緯50°以上）近のデータが示されてない理由は、後に示す積雪
の附天域画像のRGB合成（1ａ：左図）および雲粒径．不純物濃度の抽出処理のためには晴天積雪

域の日照域のデータが必要であることから、地表識別・地表面分類フラグ画像（化：右図）

面分類処理時において、太陽天頂角８５°以上のデ

ータを処理の対象外としたためである。図より、ほぼ２週間のデータを用いれば、晴天下の雪氷域

画像を得られることが分かる。また、データが北半球の秋期に取得されたものであることから、ア

ラスカやシベリアなど季節積雪域にも積雪が分布していることが分かる。

(2)穣雪粒径・不純物濃度抽出処理

図Ｚは、得られた晴天画像の積雪域に対して、積雪粒径（2a）および１Ｍｍの輝度温度（2b）を

抽出した結果を示している。積雪粒径の日間変動や雲域画素の混入などによる画素毎のばらつきが

大きいものの、総じて積雪粒径はⅡﾛｍの輝度温度から推察される雪而温度と密接な関係が見ら

れ、商温域では粒径が大きく、低温域では逆に粒径が小さく維持されていることが見て取れる。図３

に輝度温度と祇雪粒径の間の散布図を示す。0℃以下においては粒径が小さく保たれ、また温度が

下がるほどわずかながら徐々に粒径が小さくなる傾向が見られる一方で、‐５～０℃の融点付近に

なると急激に粒径が増加している様子が認められる。本解析結果は、周囲の熱環境に大きく依存し

ながら変化する祇雪粒径の特徴を捉えており、人工衛星による積雪粒径の抽出が、広域の空間分布

をとらえる上で有効な手段となることを示している。図２ｂ上で、Hill度温度が273Ｋ以上になって

いる海氷上械雪域がスカンジナビア半島北部海域付近にみられるが、この海域はこの時期海氷密接

度が小さいため、画素内に積雪のない海水面が混在し、暖かい海水mli温度が抽出されているものと

考えられる。したがって、このような領域での積雪粒径や不純物濃度の解釈には注意が必要である。

図４は、l1Af天賦雪域について抽出された積雪層中不純物濃度（4a)、そして植生密度の指標とし

て使われる植生指数を算出したもの（4b）をそれぞれ示している。抽出された不純物濃度に関して

は、山岳域の中でも標高の高い地域、グリーンランド氷床域、高密接度の流氷域、そして森林密度

が疎な北極海沿岸のツンドラ地域などにおいては、北極圏のバックグランドレベルとして妥当な濃

－２３－



度であるＯ５ｐｐｍｗ以下の低濃度の値が抽出されている。しかし、内陸部の森林が密な地域におい

ては、北極圏のバックグランドレベルとして考えられるよりも高濃度の不純物が抽出されている。

さらに不純物が高濃度になっている地域は、植生密度が大きい地域に対応していることが分かる。

このことは、図５に示した、抽出された積雪層中不純物濃度と植生指数の間の散布図からも明瞭に
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図２回1ｂのり貿旨感I＝ついてI白出された桜曽I立橿（2ａ：左図）

および１１ｕｍの氾店彊匿（1ｂ：右図）の北極四辺の空閲分布
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回４回１ｂの桜舌駐'二ついて抽出された穣舌不ltun遁度（2ｓｇ

左図）および植生１６数（2b二右團）の北擾囲辺の空間分布
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図３回２の彼首拉fEおよび１１ｕ、の氾喧逼底のHiIの散布図

示されている。これは、一つには、森林域の雪面上には樹木の花粉や落ち葉、微小生物（昆虫や微

生物）などが散在し、実際に積雪表面が汚れ、アルベドが減少している地域が存在していることが

考えられる。しかし、多く場合は、森林の林冠が林床の雪面を遮り、同一画素内に混在してしまう

ために、可視域の反射率を減少させ、見かけ上の不純物濃度を増加させていると考えられる。この

点に関しては、積雪域分類の際に、森林密度に応じた積雪分類をあらかじめ行い、森林密度の大小

に応じて不純物濃度の抽出方法を、また抽出誤差の見積もりを分けて行う必要がある。今後、アル

ゴリズムを改良し、積雪物理量の抽出精度を向上させていくとともに、実際にNOAA/GACデータ

を用いて同様の解析を行い、植生環境との長期的相互作用を調査していく予定である。

研究課題衛星データによる土地被覆および植生環境の経年変動の解明

課題番号P200I-6

研究者佐藤一紘（琉球大学農学部）

対応教員建石隆太郎

概要：

１．はじめに

干満の影響を受け、泥檸でマングローブの特異根が錯綜する等で、マングローブ林の林分要素に

関する現地調査の作業性は大きく阻害される。この事が本研究の大きな動機である。伐倒できない

条件下では、測定対象木の材積も立木状態で測る事が必要になる。そのためには、幹を登りながら
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数ｍ間隔で太さを測り、区分求積法による事が多い。この作業は困難で、不安定で、危険をも伴な

う。この従来方式に替わるものとしてリモートセンシングの視点を導入し、困難性や危険性を回避

し、効率的現地調査法を開発する事が本研究の目的である。昨年度の検討、試作、適用試験により

基本的な形はできたが、作業性については改良の余地を残した。ここでは、本年度実施した改良と

適用試験の結果を報告する。
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ポール方式剃高、ポⅢルカヨE幹判膿、

図－１伸縮作業の改良及び胸高直径(DBH)と本システムで求めた樹高(Ⅱ)、幹材積(V)と

の関係さらに本システムで求めた結果と従来方式によるそれとの関係

２．改良点

ａ伸縮作業用パイプと手動ウインチの装備

伸縮パイプの両側に約４ｍのパイプを立て、基部を伸縮パイプと同じ安定板に固定する。その一

方の先端に作業索を固定し、伸縮パイプの各段の上端に取り付けた環に掛ける鉤を付けた動滑車と

もう一方のパイプの先端の固定滑車を介して手動ウインチで巻き上げる形である。ウインチは固定

滑車を付けたパイプの地上から約１ｍの高さに取り付けた。

伸ばす場合は、動滑車の鉤を伸縮パイプの上端の環に掛け、ウインチを巻き上げる。各段のパイ

プが伸び切る前に、所定の位置の穴を対向させボルトで次の段のパイプと連結する。１本分伸びた

位置に巻き上げられている動滑車の鉤を環から外し、ウインチを逆転して巻き下し、次の段の環に

掛け、また巻き上げる。これを繰り返す。縮める場合は､この逆の手順になる。上の環から鉤を外

す、または上の環に鉤を掛ける操作は、鉤に結び付けている操作索で行う。

試作したシステムは１５ｍまでを測定範囲としているが、この方法によれば、なお高い林分での

測定も可能になるが、伸縮パイプが太くなる問題が残る。

ｂカメラ部の水平の保証

伸縮パイプのわずかの傾きも問題になる。まず本システムの基本をなす条件で、カメラの光軸が

水平でないと、所要の高さの幹の撮像ができない。もう１つの問題は、システムが倒れる危険が生

じる事である。

この問題への対策としては、カメラ部のレーザーポインタ収納箱の上に直交する位置で水平セン

サを取り付け、その傾きは地上の操作部の指示計で確認する事とした。

Ｃ・レーザー光の平行性の維持
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長さの基準として幹へ照射する６本のレーザー光を全て、カメラの光軸との平行性を維

持し続ける事は難しい。機材の運搬、現場での組み立て等に生じる衝撃で、平行が崩れ易い。この

問題への対策としては、６本のレーザーポインタを一体として固定する形をとった。間隔は、全て

３０ｍｍとした。

３．適用試験と考察

石垣島吹通川のマングローブ林での林分要素の調査へ、改良したシステムを適用した。１本当た

りの作業時間は４分２６秒で、従来方式より１２秒短縮できた。測定結果からは従来方式による幹材

積は７０％過大であったと推測された。

よって、落下の危険を回避し、作業性もillll定精度も向上できたと評価できる。

■２．２一般研究

リモートセンシング・地理情報システムを主たる解析手段とする環境に関する研究、リモートセ

ンシングの応用を推進するための野外観illllやセンサーの１１１１発弊に関する研究、あるいはCEReSが

受信．アーカイブするデータや提供するデータベースを利用する研究であり、平成１３年度は下記

の研究課題を採択した。

研究課題黄砂と火山性エアロゾルの衛星データ解析

搬題番号A200l-I

研究者木下紀正（鹿児島大学教育学部・教授)、菊川橋行（鹿児島大学水産学部・教授)、飯

野直子（鹿児島大学工学部・教務職員）

対応教員竹内延夫

概要：

２００１年春季の黄砂現象についてＮＯＡＡおよびＧＭＳデータの熱赤外差画像(ＡＶｌ：AerosolVapor

Index画像)を用いた検出を行なった。黄砂の集中観測が行なわれた３月から５月の期間、準リアル

タイムでＮＯＡＡの解析結果をＷｅｂ上に公開した。特に、４月上旬に発生し、中旬にアメリカにま

で影響を及ぼしたとみられる大規模な黄砂現象は３時間おきのＧＭＳデータ解析によって、移流拡

散の時系列変化を詳しく捉えることができた。しかし、これらのＡＶＩ画像には水蒸気と土壌性エ

アロゾルの相反する性質が含まれているので、ＡＶI画像による黄砂検出の定鹸化のために、黄砂飛

来時のＡＶ１値と高層気象データから求めた可降水鼓との関係を検討し、黄砂飛来時の可降水ftと

ＡＶ1値との関係の特徴を明らかにした。また、火山性エアロゾルとして、三宅島噴煙の検出を行な

った。三宅島噴煙は水蒸気を多く含み、火山灰をあまり含まない噴煙であるため、ＡＶｌによる検出

は困難である。そ二で、可視・近赤外差iHii像を用いた噴煙の繊別手法を開発し、さらに中間赤外画

像を組み合わせたカラー画像を作成することにより、火山性エアロゾルを多く含む三宅島噴煙の検

出手法を確立した。

解析した衛星画像は以下のＨＰで公開している。

2001年黄砂：http:"arist､edukagoshima-u・acjp/kosa200I／
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2001年三宅島：http://www-sci､edu・kagoshima-uacjp/Sing/public/miyake/miyake200Lhtm

研究課題リモートセンシング技術の大気動態解析への応用

課題番号Ａ2001-2

研究者鎗田功（千葉県環境科学研究センター・センター長)、岡崎禅、内藤季和(千葉県環

境研究センター・主席研究員）

対応教員竹内延夫

概要：

可搬型全自動ライダー（PAL）が千葉県環境科学研究センター（CIES）に浜松ホトニクス(株)の

協力で設置され,大気混合層高度の連続観測に用いられた。混合層高度の２０００年５月の数日の観測

例に関して解析した結果を地上および東京タワー225ｍ高度の浮遊粒子状物質(SPM)濃度と比較し

た。一般に、ＳＰＭ濃度と混合層高度の間には良い反比例の関係があると言われているが,CIESにお

ける地上Ｍ濃度と混合層高度との間には必ずしも良い反比例関係は見られなかった。高度225ｍ

のＳＰＭ濃度との間には比較的良い反比例関係が見られた。このことは混合層高度以外にもＳＰＭ濃

度に影響を与える因子があることを示唆している。

研究課題西部赤道太平洋海域におけるエアロゾルと海色の衛星及び現場観測：エアロゾルと海色

の時空間変動

課題番号A200l-3

研究者香西克俊（神戸商船大学・助教授)、石田廣史（神戸商船大学・教授）

対応教員竹内延夫・高村民雄

概要：

研究船みらいによるNAURU99国際共同観測プロジェクト期間中、西部赤道太平洋域におけるエ

アロゾル光学的厚さ及び海面からの上向き分光放射輝度が計測された。現場観illllデータは船上での

SeaWiFS衛星受信と同期して取得され、SeaWiFS衛星データから得られたエアロゾル光学的厚さと

海面からの上向き分光放射輝度を現場データにより検証した。さらにこれら２つのパラメータの時

間空間変動を解析した。SeaWiFSから得られるプロダクトをもとに以下のことが明らかになった。

443と555,ｍにおけるエアロゾル光学的厚さの大きさと分布は時間空間的にほぼ同じであり、443,ｍ

における低い放射河【度の分布域は赤道を挟む南緯３度と北緯２度の間の高クロロフィル分布域に対

応している。

研究課題スプリットウインドウデータを用いた大陸規模での可降水量の推定

課題番号Ａ2001-4

研究者久慈誠(奈良女子大学理学部・助手)、岡田格(科学技術振興Ill:業団．研究員）

対応教員高村民雄

概要：

スプリットウィンドウデータを用いて大陸規模での可降水晶の導出アルゴリズムの開発を行っ

た。その推定アルゴリズムをＯＭＳ－５／VISSRデータに適用してみた。日本付近における解析結果
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を、ラジオゾンデから見祇もられた可降水量と比較してみたところ、あまり良い一致はみられなか

った。この不整合は、現在のところ、大気温度の影響というよりは、推定アルゴリズムにおける回

帰直線の精度が良くないことにその原因があると考えられる。そのため、雲搬別の段階について、

詳しく調べてみたところ､統計的手法による雲識別が必ずしも上手くいっていないことがわかった。

ＡＶＨＲＲを用いた研究では、この雲識別は充分に機能していた(IwasakiI994)にも関わらず、VISSR

においては必ずしもそうではないことがわかった。また、BartonandPra(ａ（1999)によると、オース

トラリア域において、我々と同様の解析を行ったところ、ＡＶHRRを用いた場合でも、VlSSRを用

いた我々の解析と同様の結果が得られていることがわかった。すなわち現状では、繩度温度の比を

用いる推定手法が上手く機能する場合と、我々と同様に上手く機能しない場合の、両方の解析結果

が得られていることになる。この状況をはっきりさせるために、本研究では今後、アルゴリズムの

適用条件について重点的に検討することが必要であると考えられる

研究課題ＧＭＳ－５の１１〃ｍと6.7口ｍを用いた巻雲の温度推定法の検証

課題番号Ａ２001-5

研究者井上魁志郎（気象研究所・主任研究官）

対応教員荷村民雄

概要：

巻雲は温室効果をもちうる唯一の雲型として知られている。巻雲の光学的特性を算定することは

巻雲の放射強制力を理解する上で重要である。われわれはSpIitWindowを用いて巻雲の温度が既知

の場合、平均粒径および光学的厚さを算定する手法を開発した。そこで、ＧＭＳの赤外２チャンネ

ル（ｌＩｕｍと６.フノ』、）を用いて巻雲の温度算定法を開発し、ライダーによる巻雲の観測と比較

した。算定された巻雲の温度をラジオゾンデの観測から高度に変換し、ライダーによる巻雲の高度

と比較をした。

両者は良好な一致を示している。

今年度は、巻雲の温度算定を５×５画素（～３０×３０ｋｍ）を使って算定した。また、ラジオゾ

ンデ観測時にライダー観in'１で巻雲のシグナルが見られる事例６０について比較を行った。衛星で算

定された巻雲の高度は、ほぼライダーによる巻雲のシグナルに対応した高度（事例ごとに厚さが異

なる）に対応しているが、幾何学的に薄い巻雲では対応が悪い傾向が見られた。

研究課題FY-Ⅱを用いた南アジア域における対流活動の曰変化及び水蒸気変動の解析

課題番号A200I-6

研究者山崎信雄（気象研究所気候研究部・室長）

対応教員高村民雄

研究課題農林水産リモートセンシングデータペース作成及び大容量データ転送技術に関する研究

課題番号B200I-7

代表者：斎藤元也腱業環境技術研究所生態システム研究グループ長
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分担者：鳥谷均艇業環境技術研究所気象研究グループ研究リーダー

沢田治雄森林総合研究所海外研究領域長

粟屋善雄〃東北支所森林資源管理研究グループ長

渡邊朋也ＩＭＬ業技術研究機榊中央農業総合研究センター虫害防除部主研

大塚彰〃腱業情報研究部研究員

松田幸雄農林水産技術会議事務局筑波事務所麺子計算課課長

江口尚〃システム専門官

児玉正文〃電子計算課データ管理係長

名越誠〃電子計算課データ管理係

対応教員高村民雄

概要：

ネットワークの設定：千葉大からＧＭＳデータを、受信後自励的に農林水産研究計算センターに送

り込まれるシステムを完成させ、農林水産衛星画像データベースシステム（SIDaB）に登録して

いる。農林水産研究計算センターから千葉大へのデータは、NOAA1AVHRRおよびＤＭＳＰ/OLS・

SSMＩを随時に転送した。双方向とも特段の問題は無く転送できた。

高次プロダクトー作成の検討：千葉大からネットワーク経由で送られてくるＧＭＳデータから日射

fitを算出し、日射髄データを利用者に提供するシステムの検討を開始した。

研究課題スカイラディオメータの観測船「みらい」への設置と運用における諸問題の解決に関す

る研究

課題番号AZOOI-8

研究者遠藤辰雄（北海道大学低温科学研究所・助教授)、中島映至（東京大学・教授）

対応教員高村民雄

概要：

「みらい」は地球観測の目的で各種の減遥・防振対策がなされた研究船であり、スカイラディオ

メターのような太陽を自動追跡するという光学的に精密な観測を行う上でまたとない好条件を備え

た船舶である。本研究では、スカイラディオメーターを本船の固定観測機として、確定するために

必要な条件をクリアする為に行うものである。

これまでにあった問題は本装置が動作中にマリンバンドVHFI6chに干渉する雑音電波を発生す

ることである。電波的遮蔽や距離を取るための場所の選択等の試行錯誤も試みたが、発生個所を特

定することに成功し、信号転送のキャリアのＩＣクロックの周波数を少しズラすことで、今のとこ

ろ干渉電波の発生は止めることが出来た。しかし、その後遺症が危倶されるので今しばらく様子を

診ることにしている。

今後の問題は（１）本装置が他の影にならない様に高さを15ｍほど高めるlMI題である。（２）さ

らに完全なる無人観測機とする為にはデータ記録部が足元に一体化してあり、室内へ延長する必要

がないものにすることである。（３）また、この記録部と操作コントロール部は停電があっても自

動復帰する物である必要がある。
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研究課題ヤマセ雲の衛星リモートセンシングのための検証観測研究

課題番号A200I-9

研究者浅野正二（東北大学大学院理学研究科大気海洋変勤観測研究センター・教授)、岡本

創（東北大学大学院理学研究科大気海洋変動観測研究センター・助教授）

対応教員高村民雄

概要：

夏季の三陸沖海上に頻発し、東北地方や北海道東部の天候に大きな影響を与えるヤマセ雲の雲物

理学的構造と放射特性を、ＮＯＡＡ衛星データ等を用いたリモートセンシング手法および数値モデ

ルによるシミュレーションにより解析する。本研究の目的は、地表面（海面）からの検証観測を実

施することにより、雲水量や有効半径などの雲パラメータの衛星リモートセンシングに含まれる不

確実性を減らし、解析の信頼度を高めることにある。

可視および近赤外チャンネルの衛星データを利用したリモートセンシング解析により、水雲の光学

的厚さや、雲粒子の有効半径、積算雲水趾等の雲物理特性、および地表面日射通等の広域分布を推

定する観測技術の開発が盛んに行われているが、実際の雲の多様性や不均質構造の影響、更には、

検証観測の不足等のために、抽出される情報の信頼性に問題が残る。本研究では、CEReSの大気

状態lit測定装置等を用いた地表面(地上および船上）からのヤマセ雲の観測を行い、同時期のＮＯＡＡ

衛星データによるリモートセンシング解析を検証して、雲のリモートセンシングの改良をはかる。

今年度の観測は、仙台管区気象台および函館海洋気象台とのヤマセ共同観測の一環として、函館海

洋気象台の観測船高風丸にマイクロ波放射計や分光日射計などを搭載して､三陸沖海上にて行った。

高風丸は、200］年６月１２日に函館を出航し、６月２１日に大船渡に入港のスケジュールで集中

観ilⅢの体制をとったが、残念ながら天気条件に恵まれずヤマセ雲観測は空振りに終わり、また、船

上観測と同期した雲の衛星観測も得られなかった。ただし、高風丸に今回初めて搭載したマイクロ

波放射計を含めて全ての機器が観i'''１)(１１間を通して正常に1K1j作し、さらに、雨天時を除いてiil'１定デー

タも良好であることが確認された。次年度も、観測を継続して観測データの蓄欄をはかる。

研究課題リモートセンシングデータによる船舶海上風観測値の評価

課題番号A200I-lO

研究者岩坂直人(東京商船大学海洋工学講座・助教授）

対応教員杉森康宏

概要：

昨年度に引き続き、船舶気象観測で得られる海上風観測値の精度評価をNSCＡＴ観測値によって

行った。用いたデータは気象庁と東北大学江淵博士から提供していただいた。今年度の研究では、

データの質をより吟味した。また、全体としての比較の他に、船遠別、船首方位基準の風向別につ

いての比較など、より詳細に比較した。また、ＬｉｕｅｔａＩ．（1979)の手法による風速計高度の補正につ

いては、昨年度の適用法に－部不適切であることに気付いたため改めて正しい方法での適用を行い

その効果を調べた。まず、全体としての比較によると、船舶での風速観測値は１ｍ/ｓ程度過大評価

であった。また、船速別の比較では、停船時または低船速時を除き同様の過大評価であった。風向
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別に見た場合でも、真風向が船横または船尾からの場合は、同様であった。それに対して停船時ま

たは低船速時、あるいは風向が船首よりの場合は、船舶観測風速の過大評価の程度が小さい。

風速計高度の補正を行うと、全体としては両者はほぼ一致するが、補正後の風速値の方がばらつき

が大きくなる。

これらをまとめると、船舶観測の風速は全体として過大評価の傾向があり、その原因として風速

計高度が標準観測高度より高いことが大きな理由である。しかし船速や風向別の比較で違いが出た

ことから、船体上部構造に起因する船体まわりの風速の分布の影響など他の要因も考噸する必要が

あると考えられる。

研究課題鹿児島湾への外洋水の流入についての研究

課題番･号A200l-I1

研究者櫻井仁人（鹿児島大学・助教授）

対応教員杉森康宏

概要：

広義の意味のリモートセンシングとして、鹿児島湾を横断する南北２線のフェリーに水温計を取

り付け、１９９７年１０月より観測をおこなっている。欠W111も多いが約４問の水温データから明ら

かになったことは以下の通りである。（１）４年間の中では１９９８年と２００１年が満水iliiで、特

に、夏季に顕著であった。（２）東西差では北の側線では夏季に変動が大きく、湾口の南の側線で

は各年とも冬季に東西差が大きい傾向が見られた。（３）南北差で南が高温なのは１月～５月であ

った。４）２℃以上南測線が高温だと暖水流入が確実であるが４年間で、はっきり認められたのは

１２回程であった。また、このときＮＯＡＡ画像でも実証できたのが何日かあった。今後はＮＯＡ

Ａの画像との適合生及び塩分のデータを加え研究を進める予定である。

研究課題大気中に含まれる水蒸気量分布の移動速度と海上風の相関について

課題番号A200l-I2

研究者鈴木敏夫(大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・教授)、竹見哲也(大阪大学大学

院工学研究科地球総合工学専攻・助手)、柴山健一(大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・

大学院前期課程２年)、森脇嘉一(大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・大学院前期課程２

年)、平山修(大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻・大学院前期課程１年）

対応教員杉森康宏

概要：

雲の被覆率と海面水温の相関については多くの研究がなされているが,まだ明確な説明はつけら

れていない．Weare(]994)は人工衛星による月ごとの海面水温(SST)と雲の被殺率(CC)データを用

いて解析を行ない,熱帯海域において両者は正の相関を持つことを示した.しかし、他の研究者は相

関がない(Khalsa(1983)）、負の相関がある(Ｓｕｎｅｔａｌ.(2000)）ことを示しているここでは1時間ごと

のＧＭＳデータとTORITONBOUYデータセットを用い、ＳＳＴとｃｃの相関およびラグ解析を行な

った．

得られた結果を以下に示す．
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1．長周期成分で調べると海面水温が高い領域(SST>29.5℃)ではＳＳＴとｃｃは負の相関を示すが,海

面水温の低い領域(SST<２８℃)では正の相関を示す．

雲の被覆率の増加は海面水温上昇と約５時間の時間遅れで正の相関を持つ

研究課題光エネルギー積算量の違いが耕作放棄後の草本群落の種類組成、種別の量的概成とその

繁殖能力に及ぼす影響２

課題番号A2001-l2

研究者大賀宣彦（千葉大学理学部・講師)、水柿貴史・増山賢俊（千葉大学理学部・研究生)、

高橘宏典（千葉大学理学部・４年次学生）

対応教員三輪卓司

概要：

ｍＶ－センサーを非遮光区(pIo（１）、遮光区(plotⅡ、Ⅲ、１V、Ｖ－遮光率の異なるネットで被覆）

の中央部の1.5ｍ高とコントロールとして一日中遮蔽されない地点に設置し、光の強さをillll定した。

2000年９月２３日から３０分間隔で1瞬時値を連続的に測定記録した。一日の測定値のうちプラスＶ

値を欄算して－日あたりの光エネルギーiiiを求めた。この光の強さは実験地から直線距離で約８．７

ｋｍ離れた大気汚染川原井観測点の－日あたりのＭＪ値との相関

(Ｍｊ=0.391+0.356V+OOOlV2,R2=0947)からＭ｣値を換算した。－日あたりの光の強さの月平均値は１２

月に最小値、８月に最大値を記録し、４月に小さな極大値があった。200］年８月に記録した最大値

は非常に高く、直前の７月値の約２２倍、１２月の最小値の約９．４倍であった。８月値のplotu、Ⅲ、

Ⅳ、Ｖ内の光の強さは､非遮光区(plotl）の７７９％､57.0,39」、３Ｌ８，１２月値の６６．５％､56.6,487,26.7

であった。非遮光区(plotl）の週平均値は２月第1週から１１月の第１週の間は大きな変動を繰り

返し、１１月第２週から１月最終週の間は緩やかに変動した。また遮光区内の変動は光の強さが弱

い区ほど小さかった。観測開始から１７ヶ月間のコントロールの光エネルギーの積算値は、266.51ＭJ／

ｍ２で、各実験区での光の強さはその68.6,42.2,298,24.3,15.2％であった。

各実験区内の温度が－時間に一回測定された。－日２４測定値から日平均温度が、さらに週平均、

月平均MiL度が計算された。各区内の温度の違いは光の強さの違いに比べると非常に小さかった。温

度の記録１%}始から５３９日間のｐｌｏｔｌにおける日平均温度は，小さな変動を繰り返しながら７月中旬

に最大値、］月中旬に最小値を持つ大きな波形を形成した。非遮光区の日平均温度と各遮光区のそ

の温度には直線関係が成り立ち、各区の温度は同調的に変動したが、高温域で遮光区の温度が非遮

光区に比べてやや高いことが分かった。これは非遮光区と遮光区の低温域での示度に非常に高い相

関があるのに対して遮光区の高温域の示度が大きく変動し、またその示度が明らかに低い方への偏

りがあることが原因であろう。

２０００年１０月から原則として毎月、各区内に設けた８小区（50ｃｍ×５０ｃｍ）に生育する植物の種

別の平均高さと被度を測定した。その測定値から各区毎に空'1M占有度（＝高さ×被度）を求めた。

各区内の生育種数は一般に秋に増加し、中冬から晩春にかけて減少するが、区によって明らかに違

いがある。ｐｌｏｔｌの種数は４月に最少、５月には夏型一年草の発芽によって、１１月には冬型一年草

の発芽と生育開始によって増加した。ｐｌｏｔｌとpIom、Ⅲ、Ⅳ、Ｖとの間の構成種と空間占有度に

関する類似性を求めた。ｐｌｏｔｌと他区との間の種の類似性は小さな差異はあったが、常に高い類似
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性を維持した。その類似性は冬に高く、夏に低くなる傾向があった。低温期は生育可能な種が限定

され、しかも区内の光や温度環境にほとんど差がないこと、また高温期は区内の光の強さや温度に

おける大きな差だけでなく、繁茂する植物個体の被陰による光環境の悪化が原因になっている。一

方、空間占有度に関する類似性は、実験開始直後から翌３月までは光の強さの減少に従って類似性

が低くなったが、その差は徐々に小さくなった。４月以降は夏に高く、冬に低い傾ｌｈ１がはっきりと

現れた。これは全ての区での同一単一種の絶対的な優占がもたらした結果である。各区の空間占有

度合計の時間変化をみると、股も暗いｐｌｏｔＩＶは早春、他区は冬に最少になり、」h〔は全ての区で最

大になった。それを区'１１１で比較すると、冬における最小値はつねにｐｌｏｔｌで、岐大値は一年目はｐｌｏｌ

Ｖ、二年目はplotIVであった。その他の区の占有度はほぼ同じであった。夏の空１１１１占有度合計はpIot

m、Ⅱ、Ⅳ、１，Ｖの１１１，に小さくなり、秋はその順序が逆転した。これは絶対的優占敵であるメマ

ツヨイグサの枯死がpIotIII、ＬＩＶ、１，Ｖの順に起きたことによった。全ての草本植物極は個体

の寿命と生育時期から４つの休眠型、夏型一年草、冬型一年草、二年草、多年繭に分けられる。各

種の空間占有度は季節的に、また遮光ネットや植被戯による光の強さの影響を受けて変化する。夏

型一年草のメヒシバとコゴメガヤツリは２０００年秋には遮光の強さに応じて、２００１年の生育期間に

他植物の植被圧によって空'１１１占有度を減少させた。メヒシバは両時期ともあまり差がなかったが、

コゴメガヤツリやメマツヨイグサの植被圧の影響を強く受けた結果、ｐｌｏｔＩＩ、ＩＩＬⅣで大きく減少

した。冬型一年草のスズメノテッポウは、遮光の強さによって１年目の青)vlllllの空１１１１占有度をやや

減少させたが、逆にオニタビラコは大きく増大した。スズメノテッポウの２年目の生育jU1IMIの空間

占有度は１年目に比べて大きく減少したが、遮光の強さに応じてやや増大し、オニタビラコは１年

目と同様大きく墹大した。二年生草のメマツヨイグサは栄養成長期はロゼットで過ごし、４月以降

に柚賛し、生殖成長期は大きな地上部を形成する。１年目の栄養および生殖成長IvlともＰlotⅡのメ

マツヨイグサが最も優勢に成長し、ｐＩｏｔＶのそれが最も劣勢であった。これはＰＩＯ（【Iの光がメマツ

ヨイグサの成長により適した強さであって、ｐＩｏｔＶのそれは弱すぎることを示した。２年目のメマ

ツヨイグサの栄養成長jU1の空'111占有度は、最前の夏の植被の発達の影響を強く受け、その発達が大

きい区ほど新たな栄養成長は抑制される。しかし増大の様子が読み取れる。多年草本のセイタカア

ワダチソウはゆっくり、しかし着実に成長している。現在、その空間占有度はｐｌｏｌＶで肢大、ｐｌｏｔ

ｎで最小であるが、このplo【Ｕにおける生育抑制は２００１年春からメマツヨイグサの絶対的優占の

影響を強く受けた結果である。３年目の全実験区で優占極の二年草から多年革への慨き換わりを期

待した。しかし、その可能性はplotⅣのみである。ＰＩｏｔｌとmとでは移行過程として両休眠型が共

存し、ｐｌｏｌＵではもう一年'１Mは二年草の優占が予想され、さらにｐｌｏｔＶでは異なる二年草種と多年

草種の交代が考えられる。

研究課題干渉合成開ロレーダ(InSAR)による氷河・氷床マッピングのアルゴリズム開発

課題番号A200I-I3

研究者木村宏（岐';'大学・工学部・助教授)、大村誠（高知女子大学生活科学部．助教授）

対応教員西尾文彦

概要：

雪氷圏の研究に合成Ⅱ１１口レーダ(SAR)が非常に有用であること多くの研究からIﾘＩらかになりつつ
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ある．特に干渉ＳＡＲ(lnSAR)による氷床の変動モニタリングは，雪氷lMilのモデルと変動予iNllに結び

つく．本研究では，ＩｎＳＡＲによる氷床流動と氷床高度の検出アルゴリズムについて検討した．１９９２

年から１９９８年にかけて日本の」ERS-I衛星に搭載されたＳＡＲの観測データを利用するには，干渉

基線の高精度推定が必要となる．等速流動の仮定の下，これを解決する方法として，２組の干渉図

を組み合わせて氷床変1ＫＩＩの成分を除去し，さらに粗いが自由に利用できるＤＢＭを参照することに

より，等価基線を推定できる見通しを得た．今後の課題は，等価基線を用いて，具体的に氷床流動

と精密な氷床高度の検出である．

研究課題RADARSATデータによるアジア地域の湿地域におけるバイオマス推定アルゴリズムの開発

課題番号A2001-I4

研究者若林裕之

対応教員西尾文彦

概要：

自然生態系が大きく変容し、湿原には希少な植物および動物が多く生息しており，多様性科学的観

点から，重要な自然生態系の1つである。湿原生態系は，その環境の保全，管理，修復が必要とされる

一方，湿原の調査は，泥炭，冠水と言った環境下での調査となり，調査が困難なことも少なくないこ

とから，リモートセンシングによる湿原生態系のモニタリングが，継続的かつ広域にわたり観測が可

能であるため，大変有効であると考えられる。とくにバイオマスの槻iiMは自然生態系の変動およびエ

ネルギー収支の正確な把握に大変重要である。衛星搭栽合成開口レーダ（SAR）を使用して，入射角を

可変できるSARであるRAI〕ARSATデータを湿原観測に適用し，釧路湿原でSARと同lU1して実施した地上検

証と比較した。

研究課題衛星マイクロ波・可視複合センサによる海氷パラメータ抽出のアルゴリズム開発

課題番号A200I-l5

研究者長幸平（東海大学情報技術センター・助教授)、榎本浩之（北見工業大学土木開発工学

科・教授)、中山雅茂（東海大学大学院光工学科博士課程）

対応教員西尾文彦

概要：

筆者らはマイクロ波放射計ＳＳＭ／Ｉの観測データを用い、薄氷域の分布および氷厚を推定する

アルゴリズムの開発を行っている。薄氷域の熱放出は厚い海氷域に比べて大きく、薄氷域の分布と

氷厚推定を可能とするこれらのアルゴリズムは、気候変動の研究に大きく貢献するものと考える。

これらの手法の有効性は今後打ち上げられるＡＭＳＲ等のデータを用いて検証する計画である。
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研究課題ユーラシア大陸域の積雪変動と衛星マイクロ波のアルゴリズム開発

課題番号A2001-l6

研究者大畑哲夫（北海道大学低温科学研究所・教授)、

大野宏之（農業環境技術研究所・主任研究官）

対応教員西尾文彦

概要：

シベリアとモンゴルの積雪データ（S、）とＳＳＭ/Iデータ（｡T:I9GHz37GHzの輝度温度差）を比

較したところ、両者の間に正の勾配で曲率を持つ直線で近似できる関係があることが分かった。エ

ニセイ川では大きく，また北シベリア（ツンドラ）とモンゴルでは小さいことが分かった。この勾

配と曲率を４つの因子、冬期の植生インデックス、冬期降水量、１月と９月の。Ｔの差、当該領域

の高度の標準偏差で関係づけることができた。またこの結果を北米大陸に適用したところ、。Ｔ

でＳ、をかなりよく近似することができ、この方法の有効性が示された。

研究課題人エ衛星データによる地球地図更新手法の開発

課題番号A2001-l7

研究者高沢信司（国土交通省国土地理院地理調査部地理第三課長)、宇根寛（国士交通省国土

地理院地理調査部環境地理情報企画官)、梶川昌三（国士交通省国土地理院地理調査部地理第三課

長補佐)、根本光一（国土交通省国土地理院地理調査部地理第三課)、安藤暁史（国土交通省国土

地理院地理調査部地理第三課）

対応教員建石隆太郎、本多嘉明

概要：

地球地図第１版では、植生・土地被覆・土地利用に関するデータは、米国地質調査所により１９９２

年当時のＮＯＡＡ衛星データを使用して作成されたＧＬＣＣを主要な原データとして整備されている。

砂漠化や森林破壊の監視などのためには植生・土地被覆・土地利用に関する時系列データが必要不

可欠である。このため、地球地図第２版ではこれらの最新の全地球データを人工衛星データからリ

モートセンシング技術により作成する必要がある。

そこで、地球地図第２期のデータ整備のうち、最新の植生・土地被覆・土地利用に関するデータ

作成に関しては、地球地図参加国のネットワークを活用して、グランドトウルースデータを取得し、

これを参照して高精度で信頼性の高いデータとして整備することとした。このため、国土地理院で

は千葉大学との間で実施される共同研究において、地球地図参加国の国家地図作成機関が実施する

地上踏査と、高解像度人工衛星画像の判読により、グランドトウルースデータを取得し、これを全

地球にわたってデータベース化して、グランドトウルースデータベースを構築する手法の開発を行

った。
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研究課題衛星データによる森林樹冠密度推定研究

課題番号A200l-l7

研究者力丸厚（長岡技術科学大学）

対応教員建石隆太郎

概要：

森林樹冠密度は、衛星データから推定可能な森林パラメータであり、他の情報を付加することに

よりバイオマス、二酸化炭素吸収能力などの推定が可能となる。衛星データから森林樹冠密度を推

定する手法は、いくつか提案されているが、重要で困難な点は推定結果の評価(vaIidation)方法であ

る。本共同研究では、validationのための森林樹冠密度が容易に得られる検証地域を日本国内に選

定する計画を立てた。現在、Landsatデータを利用して、その地域を選定中である。本研究は次年

度も引き続き行う予定である。

研究課題厚岸水系における森と海の相互作用についての研究

課題番号A200ト１８

研究者向井宏（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター厚岸臨海実験所・所長）

対応教員近藤昭彦

概要：

（目的）海の中でもっとも生産性の高い沿岸生態系のバランスが崩れて来つつあることの最も重要

な要因は，陸上生態系が人為的に大きく改変されたことである。しかし、陸上生態系と沿岸生態系

の結びつきを定量的なデータで示した研究はほとんどない。われわれは、両者の関係を決める大き

い要因は、陸上に降った雨が海へ流入する過程の変動パターンであると考え、陸上の利１１１形態によ

る流入パターンの変化が沿岸植物プランクトンや藻場の現存fit変化，アサリの生産力の変化などに

与える影響を定壁的に明らかにすることを目的とする。

（内容・計画）ＯＩＳによる航空写真画像の処理により沿岸藻場のマッピングや現存量推定の試みを

行い、過去５０年間の変動を明らかにすることを試みた。現在３回分の解析を終了した。また、同

時に陸上生態系の改変をＧＩＳ解析により明らかにしようと試みている。現在ようやく地図データ

からＯＩＳによる解析が行えるようになってきた。その結果から、陸上生態系の変化が沿岸生態系

の海草藻場の分布やバイオマスにどのような影響を与えるかについて考察を加える。

研究課題衛星土壌水分測定のための地上検証

課題番号A2001-I9

研究者開發一郎（広島大学総合科学部・教授）

対応教員近藤昭彦

概要：

ＡＱＵＡ,Landsat7,ＮＯＡＡ等のマイクロ波・光学センサーによる土壌水分測定データを衛星同期地

上観測や長期モニタリングによって検証するための手法の開発やその適用および解析を目的とし

た。機器の開発を行ないながら、モンゴル高原他において長期モニタリングのための自動気象観測

ステーション（ＡＷＳ）や自動土壌水文観測ステーション（ASSＨ）の開発およびモニタリングを実
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施した。さらに衛星の飛来時に同期集中観測を行ない、得られた検証データの解析を行なった.ＡＷＳ

とＡＳＳＨは地上検証に有効であることがわかった。

研究課題ArcView3を用いた食料需給マップの作成

課題番号A2001-l9

研究者尾藤章雄（山梨大学教育人間科学部・助教授）

対応教員近藤昭彦

概要：

西暦２０２５年頃の中国の食料生産fitの過不足状況を、２０kｍグリッドをlii位とした要因分析に

基づき、ATcView3を用いた地図化作業によって提示した。

第１段階として、抽出された要因の過去１５年間の変化傾向から今後の変化を推定し、第２段階

として、第１段階で検討された要因の変化に伴って、グリッド内での食料需給状況がどのように変

化するかを推定した。第３段階として、第２段階までに推定された食料生産鼓を人口から推定した

消費量と比較して過不足状況を明らかにし、第４段階として、グリッド内での食料の過不足状況を

地図に表現して地域差の検討を行った。

その結果、将来の食料需給は、華北と華南の間、および華北と東北部との'111の差が顕著になり、

これら地域間の食料生産物の移動が必要になることが明らかになった。

研究課題分散配置されたGlSデータペースの統合利用に関する研究

課題番号A200I-I9

研究者小口高（東京大学空間情報科学研究センター・助教授）

対応教員近藤昭彦

概要：

近年のＯＩＳの普及にともない，地理情報データベースの需要が急速に高まっている．しかし，

データベースの構築は時間と労力を要するため，個々の機関が多様な需要に対応することは困難で

ある．このため，データベースを作成している様々な機関が連携し，利用者の便宜を図ることが必

要である．そこで，日本の大学で地理情報データベースを整備している代表的２機関である千葉大

学CEReSと東京大学ＣＳＩＳの研究者が連携し，分散配置された自然地理学に関するデータベースを

統合的に公開するためのシステム構築に関する実験を行った．具体的には，ホームページの作成，

データの相互利用，共通設計データベースの分散配置などを試みた．

研究謀題熱帯泥炭地からの温室効果ガス放出に及ぼす土地利用変化の影響

課題番号A2001-I9

研究者犬伏和之（千葉大学園芸学部・教授）

対応教員近藤昭彦

概要：

自然湿地からの微fit温室効果ガス、メタン発生量は地球全体からのメタン発生還の約２０％を占

めると推定されているがその推定精度は低い。また亜酸化窒素については同様な推定がない。熱帯
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アジアのインドネシアやマレーシアには大規模な湿地が存在しているにもかかわらず、その地域か

らのメタンや亜酸化窒素の放出に関する研究はほとんどなく、発生ｶﾋの不確実性を大きくしている

原因となっている。また、この地域は潜在的可耕地として急速な大規模膿業ＩｊＨ発が進められている

が、こうした人間活動がメタンなどの温室効果ガス発生量に及ぼす影響についてはまったく解明さ

れていない。そこで、本研究ではこれら熱帯地域で緊急に現地調査をするとともに、これまで日本

で実施してきた発生要因に関する研究をさらに発展させて、総合的に温室効果ガス発生鑓を評価す

ることを目的として、熱帯アジアのインドネシアの自然湿地からのメタンおよび亜酸化窒素発生量

を総合的に評価するために、現地でメタンおよび亜酸化窒素ガスフラックスを測定した。さらに湿

地土壌中のこれらのガス生成および吸収を支配する要因を明らかにすることを試みた。スマトラ島

ジヤンビ州で６箇所、南カリマンタン州で９箇所、調査を実施した。これらには２次林、水田また

は畑利用されている地点を含む。二酸化炭素には大きな変動があり、土地利用変化の影響は水田で

低く、２次林では高かった。２次林では排水の影響を受け乾燥化が進み、リター分解による放出増

加が起こった可能性がある。メタンガスフラックスは概して低く、既報の温帯・冷温帯のメタンガ

スフラックスより低い傾向にあった。ただし水田化によって増大する場合および降水且変化にとも

なう季節変化が認められた。一方、亜酸化窒素は畑耕作によって増加する傾向が見られた。特に非

湛水田で高い放出趾が認められた。一方、湛水田ではほぼゼロないし微避の吸収が認められた。今

後、面的放出fitの把握にリモートセンシング情報を活用する。

研究課題ＧｌＳを利用した環境微量汚染毒性物質の流域内分布と挙動解析に関する研究

-野洲111流域を対象にして－

課題番号Ａ2001-20

研究者清水芳久（京都大学工学研究科・助教授)、松井三郎（京都大学工学研究科・教授)、

松田知成（京都大学工学研究・助教授)、佐藤圭輔（京都大学工学研究科・博士課程）

対応教員近藤昭彦

概要：

微量有機汚染毒性物質による環境汚染は、近年最も深刻な環境問題の一つとなってきている。微

量汚染物質の中でも高い毒性をもつダイオキシン類は、生物濃縮/蓄積性が高い、分解性が非常に

低いなどの特徴を併せもった疎水性化学物質であり、一般環境中に広く分布している。現在の主な

ダイオキシン類の起源は、そのほとんどが焼却灰と過去に農地で使用された有機塩素系農薬に含ま

れる非意図的副生成物であり、大気や土地に放出されたダイオキシン類は表厨土壌の有機成分に収

着されて、表流水などと共に環境中を移動していると考えられる。従って、環境中におけるダイオ

キシン類の毒性を評価するためには、河川底質とその流域内表層土壌に含まれているダイオキシン

類濃度及び土壌特性（有機炭素含有率、粒径など）を調査し、流域内における挙動を推定しなけれ

ばならない。流域空ｌ１Ｉ１の画像情報やこれらの解析を得意とするＧＩＳは、本研究に有効なツールと

なる。

琵琶湖は日本一の大きさを持つとともに関西1400万人の水瓶でもあり、水硬の改善に向けて様

々な政策研究が試行されているものの、例えば有機系汚濁の指標であるＣＯＤ（化学的酸素要求量）

の値は近年も悪化し続けている。野洲川は琵琶湖流入河川の中で２番目の流域面積(387kｍ2)を占
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めているとともに、その流域の２割は水田地帯である。これらを背景に、本研究ではその最初のス

テップとして①野洲川流域を対象に表層土壌と河川底質に含まれるダイオキシン類の測定調査を実

施し、②ダイオキシン類濃度と土壌特性との関係を明らかにすることによって、③流域内挙動の推

定を行うことを目的とした。

表層土壌は５つの土地利用（森林、水田、畑、市街地、ゴルフ場)、また、河川底質は特徴のあ

る野洲川の支川（田村川、杣川、荒川、恩｣11）を選定し、それぞれ複数地点サンプリングされた。

また、ダイオキシン類の分析方法には、日本の公定法（HR-GC/HR-MS法）と良い相関が得られて

いるCALUXバイオアッセイ法を用いた。本手法では、前処理も含めて低コストかつ短時間でｐｇ

オーダーの高い精度の分析結果を得ることが出来ることから、一般環境中における分布の調査に極

めて有効である。

分析の結果、有機塩素系農薬が直接散布された水田土壌では、森林や市街地といった他の表層土

壌に比べて極めて高い濃度(数百～千pgTEQ/ｇ程度)のダイオキシン類が検出された。また、大気

由来のダイオキシン類が卓越する森林や市街地では、ダイオキシン類濃度_有機炭素含有率間の強

い相関が確認された。さらに、河川底質は表層土壌に比べて有機炭素含有率、ダイオキシン類ＴＥＱ

濃度のいずれも低く（I/10以下)、また表層土壌に比べて粒径が粗いことが確認された。これらの分

析結果と流域内環境情報から、有機成分を多く含むことによってダイオキシン類を多く収着してい

る表層土壌中の細かい粒子は、降雨とともに容易に流出して河川水中の懸濁物質となり、河川底質

とやりとりを繰り返しながら最終的には流れの影響の受けにくい琵琶湖底質に蓄積すると推定され

た。

研究課題TRMM/PRを利用した土壌水分と植生の相互関係の定量的解析

課題番号Ａ2001-22

研究者沖大幹（東京大学生産技術研究所・助教授)、鼎信次郎（同.助手)、瀬戸心太（東京

大学大学院工学系研究科・博士課程）

対応教員近藤昭彦

概要：

可視近赤外のセンサから植生の分布・季節変動については多くのことが明らかになりつつある

が、植生と密接な関係があると考えられる土壌水分堂については依然十分なデータがそろっていな

い。ＴＲＭＭ/ＰＲで観測される地表面後方散乱係数から、日単位での表層土壌水分を推定するための

アルゴリズムを開発した。入射角と土壌水分に対する感度について検討し、土壌水分に対する感度

は一般に入射角が小さいほうが良いが、植生の被覆率の変動によるノイズを最小化する目的で、１

２度での観測が最適であるとの結果を得た。土壌水分の逆推定にあたっては、まず一定期間植生の

被覆率が変化しないと仮定してその値を求め、次に各日ごとに１２度で観測された後方散乱係数を

土壌水分に変換する。実際には、１２度での観測は数日に１回程度しか得られないが、植生の被覆

率が年間を通して大きく変化しない場合には、３－１８度の範囲で得られた後方散乱係数を１２度

に線形変換することが可能である。こうした地域の代表例であるオクラホマに適用して、現地での

観測との比較を行った。今後の課題として、サヘルのように植生の変動が激しく、異なる入射角で

の後方散乱係数の間に有意な相関が見られない地点に適用するための、手法の改良があげられる。
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研究課題多波長ライダーによるエアロゾルの類型化に関する研究

課題番号A200I-23

研究者村山利幸（東京商船大学・助教授）

対応教員久世宏Iｿ１

概要：

現在、東京商船大学ではライダーをＮｄ:YAOレーザーに基づく、現在の２波長(532,1064,ｍ)か

ら３波長(３５５，５３２，１０６nｍ)への拡張を図っている。そこで、現在、定常的に迎転している２波長ラ

イダーの他に新たに紫外ラマンライダーを開発している。その目的は、エアロゾルの粒径分布や後

方散乱消散係数比のような光学的性質のより詳細な情報を得るためである。また、同時に窒素及び

水蒸気分子からのラマン散乱効率の増強が図れる゜エアロゾルモデルによる計算と比較することで、

エアロゾルタイプの推定が可能になるだろう。また、同時にエアロゾルヘの湿度彫響も効率良く観

測できる。２００１年の楓１１(ﾘにおいては、春季に行われたACE-Asiaの集中観測に参加した。波長532,ｍ

でのラマンライダー観測によって、浮いた黄砂の後方散乱消散係数比の平均的な値が約４２s「であ

ることがわかった。また、そのエアロゾル自身の偏光解消度は約３０％であった。532,ｍとlO64nm

での後方散乱係数の波長依存性が氷晶雲や黄砂に対して、他のエアロゾルに比して小さくなること

を確認した。

研究課題分光反射係数測定による水稲の生育・収量の推定

課題番号Ａ２001-24

研究者谷本俊明（広励ﾘｽ立腱業技術センター・主任専'１１技術員）

対応教員本郷千春

概要：

水稲の高品質・安定生産のために、水稲の可視～近赤外域の分光反射係数を測定して、水稲の収

量を推定する方法について検討を行った。

広脇県立農業技術センター内の水、において、水稲(品種：ヒノヒカリ）を窒素の施用量（ｏ～

0.9kg/a）を変えて枚培し、７月２５日（幼穂形成期)、９月１９日750.850.950,ｍの反射係数を標準白

色板を基準（100％）として、視野角10・高さＬ７ｍ、附角３０°で、分光放射計を条方向に向けて

測定した。田植え(稚苗、機械植え)は５月２３日、収梗は１０月３日に行った。

水稲生育期間の気温は、平年に比べて高温で、日照時間が長かった。このため、本年は全般的に

収駄が高かった。幼徳形成期と収梗期の分光反射係数と収賦との単相関は、可視光線のうち、緑色

域の反射係数と舷も商い相関が認められた（功徳形成期：Ｒ525,「＝-603＊＊、収極期：Ｒ550,ｒ

－８８５＊＊)。さらに、反射係数間の演算値を用いることにより相関係数が荷くなり、幼穂形成期

の７月２５日（収極７０Ⅱ前）では、近赤外域と可視光線のうち、赤色域の反ﾙｵ係数との演算値

「(R850-R675)/(R850+R675)」との|柵に最も高い相関（ｒ＝0.714＊＊）が絶められ、収逓は穂肥窒

素施用獄が多いほど簡収となる傾向がみられた。収梗ｊＵｌ（９月１９日）では、分光反射係数間演算

値「Ｒ625+R550」との'111に股も高い相関（「＝-0.899＊＊）が認められた。

以上のことから、幼穂形成期、収穫期において、水稲の可視～近赤外域の分光反射係数を測定す

ることにより収fitの推定が可能である。
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１６．NaoyaSuzuki，NaotoEbuchi，ChaofangZhaqIsaoWatabe，andYasulliroSugimori，Studyofthe

reIationshipbetweennon-dimensionalroughness］engthandwaveage，eflbctedbywavedirectionality，

Proceedings（EarthandPlanetarySciencesLIndianAcademyofSciences:PORSEC2000speciaIissue，

（lnpreSS）

17.ＣＯ、ＷｅｎａｎｄＲ・Tateishi，30-secondgridlandcoverclassiflcationofAsia,ｍｉｅ脈口"o"α/Ｊｂ”"α/ｑ／

Ｒｅ"loに“"3ｍｇ,22,18,3845-3854(2001）

18．ヨサファット・テトオコＳＳ、建石隆太郎、熱帯森林の樹幹による電磁波散乱のシミュレーシ

ョンとその応用、写真測量とリモートセンシング、Vol40,Ｎ0.6,pp4-l4（2001）

19．近藤昭彦・建石隆太郎・ルンツヌウエレオノラ・朴鐘蒸，植生活動と気候変動、大気ＣＯ２

濃度との関係．水文・水資源学会誌、１５(2)、128-138（2002）
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20.09i,Ｍ､，Ｙ,Tachibana,Ｆ・Nishio，Ｍ・Danchenkov,DoesthefireshwatersupplyITomtｈｅＡｍｕｒＲｉｖｅｒｎｏｗｉｎｇ

ｉｎｔｏｔｈｅＳｅａｏｆＯkhotska舵ctseaicefbrmation？Ｊｌｑ/ﾉﾄ化'eorC/S。ＣＱ/JbpQ",ＶＯＬ79,ＮCl，123-129

（2001）

ZLTateyama,Ｋ,，Ｈ・Enomoto,Ｆ､Nishi，薄氷厚氷を判別する海氷分類アルゴリズムを使用したオホーツ

ク海海氷観測，日本雪氷学会誌、６２巻、６号、21-34（2001）

22.Nishio,P.,Ｔ・Kameda,eLaL,南極銭層コア（Ｈ72,ドーム南）の基本解析.日本雪氷学会誌、６２巻、

６号、49-63（2001）

23.Ｙ・TOyama,FNishio,｣｣lasegawa,海氷の直流電気伝導特性、日本雪氷学会誌、６２巻、６号､253-264

（2001）

Z4Nakayama,Ｍ､,Ｋ､Cho,Ｈ､Shimoda,Ｔ､Sakata,Tranikawa,Ｆ・Nishio,衛星搭救マイクロ波放射計を用い

た薄氷域の海氷密接度推定に氷厚が及ぼす影響に関する研究、写真測批とリモートセンシング、

Vol､40,Ｎ0.5,39-51（2001）

25.TMatsuoka,Ｋ・Nakamura,Ｆ・Nishio,ｅｔ・ａＬ,CRL/NASDAairbomeSAR(Pi-SAR）observationsofseaice

intheSeaofOkllotsk.』"".ｑ/Gbcioﾉ.,ＶＯＬ33,115-]1９（2001）

26．Wakabayashi,Ｈ､，Ｔ・Matsuoka，KNakamura，Ｆ､Nishio，EstimationofseaicephysicaIparametersusing

polarimetricSAR:ResultsfiFomOkhotskandLakeSaromacampaign,』"".ｑ/Ｇ/ZJcio/,,ＶＯＬ33,120-124

（2001）

２７.FUjii,Y､,KKamiyama,HSbqji,Ｈ､Narita,FNishio,Ｔ・Kameda,OWatanabe.,ZIO-yearicecorerecordsof

duststor､,volcaniceruptionsandacidificationatSite-J,Ｇ｢eenland,Ｍｅｍ・NatlInsLPoAJrR“Spec

KssHe,54,209-220（2001）

28．Shilaiwa,Ｔ､，Ｙ・Mumvyov,Ｔ・Kameda，Ｆ・Nishioandothers，ChamcteristicsofacraterglacieratUshkovsky

volcano,KamchatkaRussia,asrevealedbylhephysicalpropertiesoficecoreandboreholelhennometry，

Ｊ:GkJcjo/､,Vol､47,Ｎ0.158,423-432（2002）

29.FUiii,Y､,FNishio,TKameda,OutolineofJapan-RussiajointGIaciologicaIRescarcbonSonyskiyO1acier

RussianA1taiMountainsin2000＆2001,821ﾙﾉﾉ〃ｑ/℃/ＱｃｉｏＬＲ“.,VoL11o53-58（2002）

3ｑ町田功・唐常源・新藤静夫・近藤昭彦・佐倉保夫，アラブ首長国連邦の地下水における塩

化物イオンの起源について．地下水学会誌、４４(1)、３－１９（2002）
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31．Tan９，Ｃ，Machida，Ｌ，Shind０，s.，Kondoh，Ａ､，ａｎｄSakura，Ｙ､，Chemicalandisotopicmethodsfbr

confirmingtherolesofwadisinregionalgroundwaterrechargeinaregionalaridenvironment：Ａｃａｓｅ

ｓｔｕｄｙｉｎＡＬＡｉｎ,ＵＡＥ句′ujWog花｡/Ｐ”cess“,15,2195-2202（2001）

32．Kondoh，Ａ･andHiguchi，Ａ､，Relationshipbetweensateuite-derivedspectralbrightnessand

evapotmnspi画tionhomagrassIandhO′UjWQgicα/Processes,15,1761-1770（2001）

33．Turk，、，Ｍ、Lewis，０．Harrison，Ｔ・Kawano，LAsanumaGeographicaldistributionofnewproductionin

thewestem/centralequatorialPacificduringElNinoandnon-EINinoconditions,Ｊｂ”"αﾉｑ'GeqpﾒﾘﾊFjcaノ

ResecJrc力,Ｖ106,Ｃ3,4501-4515（2001）

34．McClain,Ｃ､，Ｊ、Christian,Ｓ・Signorini，Ｍ・Lewis，１．Asanuma，、、Turk，CDupouySateIliteOceanColor
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36.近田朝子、山本浩万、梶原康司、本多嘉明、衛星データを対象としたＢＲＦモデルを用いた草地
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(その他の論文）
と

LSyamsirDewang,WahyuWidada,HamadaniZain,MasanoriYabuki,HiroakiKuze,andNobuoTakeuchi、

OpticalpropertiesoftropicaIc]Cudmonitoredbymicro-pulselidar,千葉大環境科学研究報告第２７巻、

29-33（2002）

２．大堀正人、矢吹正教、久世宏明、竹内延夫、清水厚、松井一郎、杉本伸夫、鶴田治雄、エア
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ル光学特性導出方法の検討、千葉大環境科学研究報告第２７巻、45-51（2002）

4．由井四海、安藤勝太郎、久世宏明、竹内延夫、新しい、OAS法の提案一点滅灯を利用した大
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（Ｗｑｍａｅｒヒノ"９０７０""dWqjer〃０Ｗ,Seiler＆Wohnlich(eds)，’143-1147（2001）

7．Nishida，Ｋ､，Higuchi，Ａ､，lida，Ｓ､，Niimura，Ｎ，andKondoh，Ａ､，ＰＯＬＩＥＲＣ：ａｔｅｓｔｏ「remotesensingof
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ｃｈａｎｇｅｓａｎｄｉｔｓｉｍｐａｃｔｏｎｐo(entialevapotranspi｢ationoverAsianregion、Abstractsof29Ihlntemalional

OeographicaIConggress,ＬＵＣＣ/ICCScouLKoreappI70-I7I（2000）

１２．Runtunuwu，Ｅ､，Kondoh，Ａ，Ｈart０，Ａ．Ｂ､，Prayogo，Ｔ･andWikantika，Ｋ,，Relationbelweenevaporation

coemcientsandspectralrenectance・Proceedingsofthe9THScientilicMeetingorIndonesianStudents，

Shizuokajapan,ｐｐ､'17-120（2000）

13．開發一郎・山中動.、、ウユンバータル・平田昌弘・大石風人・村松加奈子・宮崎真・近藤

昭彦・小池俊雄、ＡＤＥＯＳＩＩ－ＡＭＳＲ/AMSR-Eの予備的地上検証実験、第３回水文過程のリモー

トセンシングとその応用に関するワークシヨップ、１－６（2002）

14．近藤昭彦・唐常源・沈彦俊・張氷強、中国華北平)ji(の小麦・コーンのiWi慨腱地における

フラックス観測、第３回水文過程のリモートセンシングとその応用に関するワークショソプ、
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するワークショップ、59-67（2002）

１６.Higuchi,Ａ・Nishida,Ｋ,，Kondoh,Ａ,TanakaK.，ＥｂｉｓｕＮ.，Iida,Ｓ､，andNakakitaE，Seasonalvariationin

VegetationlndicesderivedfiPominsituTypeVegetationMonitoringSystematTypica］Landcoversin

Japan‐FromtheObservationResultsinPGLIERCandLakeBiwaPrqject‐、第３回水文過程のリモー

トセンシングとその応用に関するワークシヨツプ、69-75（2002）

１７．Runtunuwu，EandKondoh，Ａ､，GlobalAnalysisoftherelationshipbetweenprecipitationandvegetation

dynamicsderived⑪omNOAA/AVHRRNDVI、第３回水文過程のリモートセンシングとその応用に

関するワークシヨップ、93-100（2002）

１８．Ｍ.Ａ･MohammedAslam，ABalasubramanian，andKondoh，Ａ,，HydrologicalStudiesofChannel

ModificationsatCauve｢yRiver,India、第３回水文過程のリモートセンシングとその応用に関する

ワークショップ、131-133（2002）

19．近藤昭彦、水循環情報収集へのリモートセンシング技術の応、第３回水文過程のリモートセン

シングとその応用に関するワークショップ、135-143（2002）

20．北川博之，毛利隆軌，品川徳秀，ＸＭＬを用いた異種情報源統合環境の研究一英単語辞書情報源

統合への適用－，筑波大学「東西言語文化の類型論」特別プロジェクト研究成果報告書ｖ平成１３

年度,pplOO5-IO25（2002）

(著書）

1．Okayama,Ｈ，I1CoastalandMarineGeo-InfbrmationSystemsApplyingtheTechnologytotheEnvironment11

Volume4,KIuweracademicpubIishers,ISBNO-7923-5686-l，（19991

(解説・その他）

Ｌ近藤昭彦・田中正・唐常源・佐倉保夫・嶋田純・芝野博文・劉昌明・張万軍・胡

春勝・劉小京・陳建耀・沈彦俊，中国華北平原の水問題．水文・水資源学会誌、14,

376-387（2001）

2.近藤昭彦、書架「里山の環境学｣、地理、４７(4)、１１７（2002）

3.近藤昭彦、書架「岩相解析および堆積構造｣、地理、４７(2)、１２２（2002）
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4.近藤昭彦、書架「空間情報科学の挑戦｣、地理、４７(1),122（2002）

5．岡山浩，その他，「平成１３年度石illl資源遠隔探知技術研究開発（資源探査用観測システム

の研究開発）研究報告響，Vol､1,Ｖ01.2,資源探査用観測システム研究開発機柵（2002）

6.池田卓，フイルムテスト「プジカラープロ８００」，雑誌「写真工業」，６－８（2001）

7．池田卓，塩川安彦（千葉大学工学部)，那和秀峻（日本大学芸術学部画像計測センター)，テ

ストレポートニコンＤ１Ｘ，Ｄ１Ｈの実力，雑誌日本カメラ臨時増刊号，60-67（2001）

8．池田卓，塩川安彦（千葉大学工学部)，那和秀峻（日本大学芸術学部画像計illIセンター)，検

証ホクトレンダーＬマウントレンズ，雑誌日本カメラ臨時増刊号，58-89（2001）

,、池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkカラーインクジェットプリンターの色再現．，

キヤノンＢＪＦ８７０，雑誌「写真工業Ｌ16-17,96-98（2001）

10．池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkカラーインクジェットプリンターの色再現・

キヤノンＢＪＦ８７０，雑誌「写真工業」，18-],,IOI-IO3（2001）

11．池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkカラーインクジェットプリンターの色再現・

キャノンＢＪＦ８７０・雑誌「写真工業」，18-19,,7-91（2001）

12.池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkデジタルカメラの色再現.，キヤノンＥＯＳＤ

３０．雑誌「写真工業」，’6-17,101-104（2001）

13.池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkデジタルカメラの色再現・リニーンＤ１ｘ、雑

誌「写真工業」，18-1,,113-115（2002）

１４.池田卓，大沼一彦，写真を科学する．Checkデジタルカメラの色再現．，ミノルタデイマー

ジユ７．雑誌「写真工業」，’8-19,108-110（2002）

15.池田卓，フイルムテストコニカカラー「ＣＥＮＴＵＲＩＡＳＵＰＥＲシリーズル

雑誌「写真工業」，16-21（2002）
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■3.2学会・研究会での発表

(国際学会・国際会議）

LYotsumiYoshii,HiroakiKuze,andNobuoTakeuchi,Wavelengthmodulationdetectionoftracegasusinga

FabIy-Perotcavity,TechnicaIDigestofCLEO/PacincRim2001,Voll,pl50-l51（2001）

ZWahyuWidada，MitsuoMinomum，HiroakiKuze，andNobuoTakeuchi，Iterativecorrectionof

multiple-scatteringefYbctsinMie-scatteringIidarsignals,TechnicalDigestofCLEO／PacificRim200L

VoLI,ｐ166-167（2001）

3.Ｔ℃tsuoFuckuchi,NianwenCao,TaqkuyaNayuki,TakashiFUiii,KoshichiNemoto,andNobuoTakeuchi，

MuItiwavelenglhIidarsystemfbrmeasurementoftraceSO２，０３，andNO2intheIowertrosphere，Technica］

DigestofCLEO/PaciHcRim200LVoLI,ｐ､]62-163（2001）

4.NianwenCao,TetsuoFukuchi,TakuyaNayuki,TakashiFUjii，KoshichiNemotqandNobuoTakeuchi，

DlALmeasurementofdaytimevariationofvelticaltmposphericOjConcentrationprofilesTechnicalDigest

ofCLEO/PacificRim200LVoLI,ｐ164-165（2001）

5．NobuoTakeuchi，Continuousmonitoringofatmospherebycompactautomatedlidar,TechnicalDigestof

CLEO/PaciHcRim200LVoll,ｐ,158-159（2001）

６．Ｍ．Yabuki，Ｍ、Shiobara，TYamanouchi，HKuze，ａｎｄＮ、Takeuchi，Behavioroftbetropospheric

aeroｓｏＩｓｉｎｔｈｅＡにticregionmeasuredfiomMic｢oPulseLidarandSky-radiaometeratNy-Alesund，

Svalbard,duringtheASTAR2000campaign,８thScientificAssemblyoflAMAS（Innsbruck,Austria）

（2001.7）

7．ItaruOkada，TamioTakamura，KazuakiKawamoto,Toshirolnoue，YukariN・Takayabu，TokioKikuchi，

２００１：Cloudcoverandopticalthicknessfi｢ｏｍＯＭＳ－５ｉｍａｇｅｄａｔａ，Theintemationa］workshopon

GAME-AAN/RadiationMar､7-9,2001,Phuket,Thailand（2001）

8.ItaruOkada,TamioTakamura,YukariNTakayabu,TeruyukiNakajima,2001：Estimateofdownward

solarnuxfiDmGMS-5cIouds，TheintemationalworkshoponGAME-ＡＡＮ/Radiation，Mar、７－９，２００１，

Phuket,Thailand（2001）

9．TamioTakamulaandgmundobservationteams，Surfaceobservationgroupactivites：RadiativeefYbctof

cIoudandaeroｓｏｌｏｂｓｅｒｖｅｄｉｎｔｈｅＡＰＥＸＥ－１ａｎｄＥ２ａtAmami-Ohshima，FoulThWorkshopon
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AtmosphericEnvironmentaIchanges（TheAPEXandRIHNWorkshop)，Sept､26-28,200LKyotoTokyu

HoteLKyoto（2001）

10.Ｔ､Takano，Ｙ・Suga，Ｋ・Takei，Ｙ･Kawamura，SHoshi，Ｙ､Kankaku，SShimakura，Ｔ,Takamura，Ｈ・Kumagai，

Ｙ・Nakanishi，ａｎｄＴＮａｋａｊｉｍａ：DevelopmentofacloudpronlingFM-CW「adarat940Hz，Founh

WorkshoponAtmosphericEnvironmentalChanges,（TheAPEXandRIHNWorkshopLSept､26-28,2001,

KyotoTokyuHoteLKyoto（２００１）

ＩＬＴ､Takamum,LOkada,Ｎ､Takeuchi,G-Y・Shi,TNakajima,EstimationofsurIacesolarradiationfi｢om

sateⅡitedataanditsvaIidationusingSKYNETdata,P2-37,p536-54LProceedingsoftheFifih

IntemalionalStudyConlbrenceonOＥＷＥＸｉｎＡｓｉａａｎｄＧＡＭＥ，ＯＣＬ3-5,2001,AichiTradeCenter，

Nagoya,Japan（2001）

1２．Ｎ、Takeuchi，Ｔ・Nakama,Ｔ､Takamura，WWidada,CloudbehaviorinrainyseasoninThaiIandobserved

byalidar，Ｐ３-08,p65I-654，ProceedingsoftheFifthlntemationalStudyConIとＴｅｎｃｅｏｎＧＥＷＥＸｉｎＡｓｉａ

ａｎｄＧＡＭＥ,０ct､3-5,200LAichiTradeCen1er,Nagoya,Japan（2001）

13.,.Kim,ＢＪ､Sohn,Ｔ､Nakajima,IOkada,Ｔ､Takamura,Simulationofsurfncesolarmdiatiｖｅｎｕｘｗｉｔｈ

ＯＭＳ－５ａｎｄＳＫＹＮＥＴｄａｔａ，Ｐ３-33,ｐ768-771,,ProceedingsoftheFifthlntemationalSludyConfbrenceon

GEWEXinAsiａａｎｄＯＡＭＥ,０ct､3-5,2001,AichiTradeCenler,Nagoya,Japan（2001）

１４．NTakeuchi，Ｈ・Kuze,Ｔ､Takamura,Ｍ，Yabuki，Ｍ、Ohori,Ｎ･LagrosasandSFukagawa，DerivationofS1

pammeteratAsiaｎｄｕｓｔ（2001April)，36-41,ProceedingSofNagasakiWorkshoponAerosol-Cloud

RadiationlnteractionandAsianLidarNetwork,27-29ＮＯＭ2001,Nagasaki（200]）

15.Ｔ､Endoh,Ｔ・Nakajima,Ｍ・Yamano,Ｔ・Takamum,Ｓ､Ohta,ShipbomeMeasurcmcnlswithskyradiometer，

46-54,,PToceedingsofNagasakiWorkshoponAerosoI-C1oudRadiationInteractionandAsianLidar

Network,Z7-Z9NoM2001,Nagasaki（2001）

Ｉ６Ｔ,Takamura,LOkada,Ｔ・Nakajima,Ｇ－ＹＳｈｉ,J・Zhou,SKYNETaerosol/radialionobseTvationnetworkin

theEastAsia，５５－６１，，ProceedingsofNagasakiWorkshoponAerosol-CloudRadiationInにractionand

AsianLidarNetwork,Z7-29Nov､Z00LNagasaki（2001）

17.TTakamura,Ｔ､Nakajima,１.Okada,Ａ､Uchiyama,Ｎ・Sugimoto,Ｇ－ＹＳｈｉ,ｊ､Zhou，（Invited)，Aerosol

‐cIoud-radiationstudyusingthｅＳＫＹＮＥＴｄａｔａ、ThelstADECIntemationalWorkshop，17-18」anuary，

2002,GlobalEnvironmentCoIIegeHall,Tokyo（2002）

１８．YasuhiroSugimori，NaoyaSuzuki，ChaofangZhao,Ｊｕｎｓｕｗａ,StudyofReIationbetweenNon-dimensional
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roughnessandwaveageandFrictionVelocity(u*）ｔｏＷｉｎｄＳｐｅｅｄ（Ｕ10)，ＷＯＣＥWorkshop，ＵＫ，

(2001.6）

１９．YasuhiroSugimori，NaoyaSuzuki，ChaoIangZhao，ＪｕｎＳｕｗａ，GIobalMappingofAi｢-ＳｅａＣＯ２Ｇａｓ

Ｔｒａｎｓ化rVelocitybyBreakingModelUsingSateⅡiteData,ＷＯＣＥWorkshop,ＵＫ，（200]､6）

20．NaoyaSuzuki，ChaofangZhao，ＪｕｎＳｕｗａ，YasuhiroSugimoTi，EstimationofEstimationofAir-SeａＣＯ２

ＧａｓＴｒａｎｓ化rVeIocityonbasisofWaveBreakingModel，OpenScienceConfbrence／ChaIlengesa

ChangingEaI1h,Netherlands,（2001.6）

２１．」ongGeolParkandRyutaroTateishi，Landcoverchangedetectionusingl8yearsPALdataby

BhattacharyadislancemetI1od，ProceedingsofthelntemationalSymposiumonRemoteSensing，ｐｐ・'４－１８，

Cheju,Korea，（2001.10-Ⅱ）

ユユRyutaroTateishiandHirosbiP、Sato，Proposalofstandardclassificalionsystemfbr1andcoveHIanduse

mappingfb「global/nationalapplications，ProceedingsofthelntemationaISymposiumonRemoteSensing，

pp252-257,Cheju,Korea,(2001.10-11）

23.ＭｉｔSuhikoEbataandRyutaroTateishi，PI1enologicalstagemonitoringｉｎＳｉｂｅｒｉａｂｙｕｓｉｎｇＮＯＡＡ/ＡＶＨＲＲ

ｄａｔａ,Proceedingsofthe22MAsianConIbrenceonRemoteSensing，ｐｐ､４１２－４１７，Singapore,November5-9，

（200】）

２４．JosaphatTetukoSS・andRyutaroTateishi，AmethodtoanalysescatteredwavesfiPompinetrunkandits

applicationtoestimatetrunkdiameterusiｎｇｊＥＲＳ－ｌＳＡＲｄａｔａ・Proceedingsofthe22ndAsianConference

onRemoteSensing,pp633-638,Singapore,November5-9，（2001）

25．YasunobuShimazakiandRyutaroTateishi，LandcovermappingusingspectralandtemporalIinearmixing

modelatLakeBaikaIRegion，Proceedingsoftbe22ndAsianConfbrenceonRemoteSensing，pp843-847，

Singapo｢aNovember5-9,（2001）

26．JosaphatTetukoS.S、andRyutaroTateishiandN、Takeuchi，AmethodtoanaIyzescatteredwavesｆｍｍ

ｂｕｍｔｃｏａｌｓｅａｍａｎｄｉｔｓａｐｐｌｉｃａtiontoestimateburntcoaIseamthiｃｋｎｅｓｓｉｎＣｅｎｔｍＩＢｏｍｅｏｕｓｉｎｇＪＥＲＳ－ｌ

ＳＡＲｄａ(a，Proceedingsofthe22ndAsianConfbrenceonRemoteSensing，pp988-993，Singapore，

November5-9，（2001）

27．ZhuLinandRyutaToTaleishi，Applicationo「linearmixturemodeItotimeseriesＡＶＨＲＲＮＤＶＩｄａｔａ，

Proceedingsoflhe22ndAsianConfbrenceonRemoteSensing，ｐｐ」446-1450,Singapore，November5-9，

（200]）
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28．RyutaroTateishi，TrendandChallengesofGlobalLandUse/LandCoverMapping6omSpace，

IntemationalSymposiumonLUCCcontributiontoAsianEnvironmemaIProbIems，Tokyo。」apa､，

Dec」3-14,（2001）

29．Salo.Ｈ・ａｎｄＲ・Tateishi，２００１，ProposaIfbrgIobaIstandardclassinca(ionsystemoflandcove〃Ianduse，

lntemationa］SymposiumonLUCCContributiontoAsianEnvironmenta］ProbIems，TokyoJapan，

Decembe「13-14。（2001）

30．Nishio，Ｆ・ｅＬａＩ.，AnnualIayerdeterminationsandI67-yearｒｅｃｏｒｄｓｏｆｐａｓｔｃｌｉｍａｔｅｏｆＨ７２ｉｃecoreinEast

DrollningMaudLan｡,AntarcticalntemationalSymposiumomGlobalChangeandlceCore,Greenland(200Ｌ８)．

31．Senga,Ｙ、ａｎｄＴ､Horiuchi，SeasonalVariationofphytoplanktonpigmentsinSurugaBay，TheSecond

lntemalionalWorkshoponRemoteSensingoftheMarineEnvironmentintheNorthwestPacificRegion，

（ToyamaLMarch（2002）

32.Nieke,』.,1.Asanuma,Y,TangeGIoballmagerGLIoson-boardcalibration,EarthObservingSystemVL

SPIEAnnualMeeting,ＳａｎＤｉｅｇｏ（ZOOL7）

33．Asanuma，１．，Ｋ．MatsumotoTimeanddeplh「esoIvedprimaIyproductivitymodelIbrglobaImonitoring，

lstIn(ern､ConfonCurrentProblemsinOpticsofNaturaIWate｢s,ＳｔＰｅに『sburug（20019）

34.Asanuma，Ｌ，Ｋ・Matsumoto,Ｔ・Kawano,Ｈ、KawahataSateⅡiteEsIimatedPrima｢yProduc【ivityandCarbon

F1ux,６(hlntemalionalCarbonDioxideConference,Sendai（2001」O）

35．lnoue，Ｈ、Ｍ、Isbii，Ｈ，Matsueda，Ｓ、Saito，LAsanumaLong-termlrendofthepartialpressu｢ＣＯｆＣＯ２ｉｎ

ｓｕｒＩｈｃｅｗａｔｅｒｓｉｎｔｈｅｃｅｎｔｒａ］andwesternequatoria］Pacific，６IhInternationa］CarbonDioxideConference，

Sendai（200110）

36.Ishii，Ｍ､，Ｈ･Matsueda,Ｔ・Tokieda,Ｈ・Inoue,１.Asanumalnterannua］Variabilityof・TolalInorganicCarbon

intheSu｢fhceLayeroftheCcntra］andWestemEquatorialPacihc，６thIntemationalCarbonDioxide

Conference,Sendai（200110）

３７．Asanuma，１．ＲｏＩｅｏｆ「emotesensinginmonitoringfbodpToduction，IntemationaISymposiumonThe

Ocea､,sRoIeinCIimateandFoodSecurityfbrAsia,Tokyo（ZOOLIl）

38．Asanuma，１．，Ｋ．Matsumoto，TKawanoPrimalyProductivityModellbrCarbonF1uxStudy，Thesecond

intemationaIworksl]oponremotesensingofoceanenvironmentinNorthWestemPacihc，Ｔｏｙａｍａ
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(20023）

30.NorihideShinagawa,TakaakiNagai，HiroyukiKitagawa,ihndYosbillaruIshikawa,OueryingOeographic

DatainXMLviaeXlensibIeXMLQueryLanguageX'ＯＬ，Proc、lntemalionalSymposiumonAsiaCIS

2001(CD-ROMLTokyo,japan,｣une,(2001)

40．NorihideShinagawa，KouichiKumagaki，andHiroyukiKitagawa，lntegrntiono「WWWAppIicationsBased

onExtensibleXMLOueIyandProcessingLanguages,ProcIZlhlntemationalCon化renceonDatabaseand

ExpertSystemApplications（ＤＥＸＡ２００Ｉ)，pp632-645,MunichCermany,September，（2001）

41．NorihideShinagawaandHiroyukiKitagawa，ExtensionMechnnisminExtensibIeXMLOuelyLanguage

X2QL,Proc､ZndlntemationaICon化renceonWebInlbmmlionSysにmsEngineering（WISE200I)，ＶｏＬＩ，

ppI83-I92,Kyoto,Japan,Dece，（2001）

42．ＹｏｓｈｉａｋｉＨＯＮＤＡ,TheSludyonaVegetationStruclurelndexusingBRFProperly，１０１ｈＡnnuaIWorkshop

oIEnvironmentalMonitoringfiPomSpaceofEastAsia（EMSEA)、HyattRegencyCheju(済州島・韓国)、

（2,November,2001）

４３．ＤａｉｓｕｋｅＨＯＮＯＯ，DeveloPingGroundTruthMeasurementSyslemusingRCHelicopterAndＢＲＤＦｍｏｄｅｌ

ｉｎＦｏｒｅｓｔＡｒｅａ：ZZndAsianConfbrenceonRemoteSensing(ＡＣＲＳ２００Ｉ),Singapore，５－９，November

（2001）

44．ＡｓａｋｏＫＯＮＤＡ,TheStudyonVegetationS1ructureIndexusingBRFPropertywithSalelliにSensoms：22,．

AsianConfbrenceonRemoteSensing(ACRS200I),Singapore，（5-9November,2001）

(国内学会）

1．矢吹正教、塩原匡徴、山内恭、平沢尚彦、原圭一郎、竹内延夫、久世宏明、地上測定から導

出された北極対流圏におけるエアロゾル光学特性と放#１効果への影響一ASTAR2000ニーオル

スン地上観測一、日本気象学会２００１年春季大会、ｐ､228（東京大）（20015）

２．大堀正人、久世宏明、竹内延夫、杉本伸夫、清水lUiI、松井一郎、奄美大Kbにおける小型ライダ

ーによる対流圏内のエアロゾル観測、日本気象学会２００１年券季大会､ｐ３Ｚ６（束〕i(大)，（2001.5）

]・矢吹正教、塩原匡貨、山内恭、竹内延夫、久世宏Iﾘ1、北極対流圏のエアロゾル観１１１'|(2)放射効

果、第１８回エアロゾル科学・技術研究討論会（東工大）（2001.7）

4．安藤勝太郎、WahyuWidada、久世宏明、竹内延夫、長光路伝播による大気NO2の計測、第６２
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回応用物理学会学術講演会I2aZN6（愛知工大）（2001.9）

5．関上健二、水野一%'１｢、由井四海、久世宏明、竹内延夫、Ｌ５Ｌｌｍ帯ファイバーリングレーザー

を用いた微filK気体センサの開発、第６２回応用物理学会学術識演会I2aZNl2（愛知工大）

（20019）

6．松谷滋、大堀正人、久世宏明、竹内延夫、重なり関数の精密評価によるライダー信号の近距

離補正､第２７回ＳICEリモートセンシングシンポジウム講演論文集､ｐ｣3－１６（EORC）（200Ｌ10）

7.DodiSudiana、HiroakiKuze,andNobuoTakeuchi、FirepotentialplUdictionusingsateⅡitedataandsurfnce

observationsinKalimantanisland、第２７回ＳICEリモートセンシングシンポジウム講演論文集、

ｐ｣3-16（EORC）（2001.10）

8.HiroakiKuzc,NewSchemesoftracegasdetectioｎａｔ1.5〃musingaFably-Perotcavity／Er-dopedfiber

ringlaseT,第３回光波シンセシス研究会（千葉大）（2001」O）

，久世宏明、環境気体計測のための高感度光センシング技術、電子情報技術産業協会資源循環社

会におけるネットワークセンシング専門委員会講演会（東京）（200LII）

10大堀正人、矢吹正教、久世宏明、竹内延夫、清水厚、松井一郎、杉本伸夫、鶴田治雄、エアロ

ゾル光学特性を考慮した小型ライダーデータの解析一奄美大島におけるAPEX2000地上観測一、

第２］回レーザセンシングシンポジウム（松山）（2001.11）

IＬ豊島仲介、矢吹正教、久世宏明、竹内延夫、エアロゾル地域特性の解明を目的とした他波長ラ

イダー・サンフォトメータ観測、第２１回レーザセンシングシンポジウム（松山）（200111）

12．竹内延夫、矢吹正教、久世宏明、内藤季和、曽根明弘、菅博文、ミー散乱ライダー観測によ

るエアロゾル重flK濃度導出の試み、第２１回レーザセンシングシンポジウム（松山）（Z00Lll）

13．根間伸幸、朝隈康司、久世宏明、竹内延夫、ＡＶHRR画像を用いた千葉上空におけるエアロゾ

ルモデル導出方法の検討、リモートセンシング学会（長野）（2001.12）

14．久世宏明、大気環境成分計測のための高感度光センシング技術、レーザー学会レーザー技術研

究会（東京）（2002.3）

15．深Ill俊介、Nolb］Lagrosas、久世宏明、竹内延夫、積分球を用いた多波長ライダーデータの地上

較正法の研究、第９回ＳＩＣＥリモートセンシングフオーラム、ｐ｣-２（東海大代々木）（2002.3）
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]6．朝隈康司、根間仲幸、古澤祐介、久世宏明、竹内延夫、NOAA/AVHRRデータを用いた千葉上

空のエアロゾル光学特性の導出、第９回ＳＩＣＥリモートセンシングフオーラム、ｐ､11-12(東海大

代々木）（20023）

１７．由井四海、安藤勝太郎、久世宏明、竹内延夫、航空障害灯を利用した大気ＮＯ２の計測、第９

回ＳＩＣＥリモートセンシングフオーラム、ｐ｣9-20（東海大代々木）（2002.3）

18．深川俊介、NofdLagrosas、久世宏明、竹内延夫、績分球とパルスレーザーを用いたエアロゾル

地上散乱係数の測定、第４９回応用物理学関係連合講演会（東海大湘南）（20023）

19・高村民雄，岡田格，中村和樹，金田真一，牛草栄介，太田幸雄，中島映至，APEX-El(Amami）

における地上エアロゾル観測，Ａ３５Ｌｐｐ72,2001春季大会予稿集，日本気象学会春季大会，東京，

（20015）

20.岡田格，高村民雄，鈴木健太郎，金田真一，古谷真海，牛草栄介，田代泰規，中島映至，APEX-EI

（Amami)における地上放射観測と日射童推定について，Ａ352,ｐp73,2001春季大会予稿集，日本

気象学会春季大会，東京(20015）

21．山崎明宏，内山明博，戸川裕樹，高村民雄，2001：APEX-E2/ACE-Asia期間中の宮古島での地上

放射観測，Ｃｌ60,ppl72,2001年秋季大会予稿集，日本気象学会秋季大会，岐阜（Z00LlO）

22．中島孝，ＹｉＬｉｕ，日暮明子，増永浩彦，中島映至，高村民雄，内山明博，2001：ACE-Asia期間

中の衛星による雲・エアロゾル観測，Ｃｌ62,ppl74,,2001年秋季大会予稿集，日本気象学会秋季

大会，岐阜（Z00L10）

23．高村民雄，牛草栄介，辻岡直也，岡田格，杉本伸夫，中島映至，2001：雲水量と日射量から推

定される有効雲粒径について，C164ppl76，2001年秋季大会予稿集，日本気象学会秋季大会，

岐阜（2001.10）

24．鷹野敏明，須賀弓郎，勧角幸弘，川村洋平，島倉信，武井健太郎，高村民雄，熊谷博，中西裕

拾，中島映至，2001：雲粒子観測用，4ＧＨｚＦＭ－ＣＷレーダーの設計開発，Pl37,pp3IL200］年秋

季大会予稿集，日本気象学会秋季大会，岐阜（200110）

25．古谷真海，高村民雄，佐伯貴之，岡田格，笹本和敏，2001：雲カメラ(Skyview)から予想される

雲量統計，Ｐ334,ｐP373,2001年秋季大会予稿集，日本気象学会秋季大会，岐阜（2001.10）

26．趙朝方、諏訪純、大澤高浩、黒岩大悟、杉森康宏、ＴＩＭモデル開発のための海洋基礎生産の観

測一千葉県小湊湾において、海洋理工学会春季大会（東京）（200Ｌ５）
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27．鈴木直弥、趙朝方、江淵直人、渡部勲、諏訪純、杉森康宏、風浪の発達過程における２次元方

向スペクトルの時間変動、海洋理工学会春季大会、（東京）（2001.5）

28.鈴木直弥、小林大輔、江淵直人、渡部勲、趙朝方、杉森康宏、DeepShikhaShingh、無次元粗

度と波齢の関係における多方向成分波混在データの検証、日本海洋学会秋季大会（静岡）（200

１．９）

21.PednekarShaileshM.,MomokiKoga,andYasuhiroSugimori,Trajectoryofmesoscaleeddies

eastofOkinawalslandobservedusingsatellitealtimetry、日本海洋学会秋季大会(静岡)(20OＬ

９）

30．DeepShikhaSingh，Ｒ・MGairola，Ｖ､Ｋ・Agarwal，ＪｕｎＳｕｗａ，andYasuhiroSugimori，

TeleconnectionsbetweenseasurfaceheightandSSTinTropicalPacificandlndianOceans、

日本海洋学会秋季大会（静岡）（2001.9）

31．大澤高浩、黒岩大悟、趙朝方、諏訪純、杉森康宏、ニューラルネットワークを用いた基礎生産

壁の推定、海洋理工学会秋季大会（東京）（2001.10）

32．鈴木直弥、江淵直人、趙朝方、杉森康宏、多方向成分波混在データを考慮した無次元粗度と波

齢の関係の検証、日本海洋学会春季大会（東京）（2002.3）

33．PednekarShaileshM，ＪｕｎＳｕｗａ，andYasuhiroSugimorj，Rossbywavepropagationinthe

lndiａｎＯｃｅａｎｂａｓｅｄｏｎｔｉｍｅ･spacecorrelationmethodfromsatellitealtimetry、日本海洋学会

春季大会（東京）（2002.3）

34.大沢高浩、黒岩大悟、趙朝方、浅沼市男、杉森康宏、クロロフィルーａ鉛直構造推定モデルの

研究、日本海洋学会春季大会（東京）（2002.3）

35．浅沼市男、松本和彦、河野健ケース２海域における基礎生産力モデルについて、日本海洋学

会春季大会（20023）

36．大澤高浩、黒岩大悟、趙朝方、浅沼市男、杉森康宏クロロフイルーａ鉛直構造推定モデル

の研究、日本海洋学会春季大会（2002.3）

37．三輪卓司，池田卓，土壌反射スペクトルの照射角または観測角による変化，日本リモートセン

シング学会第３０回学術講演会論文集，ｐ２７‐ｐ2８（20014.）
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38．三輪卓鄙池田卓，混合土壌の反射スペクトルの特徴，日本リモートセンシング学会第３１回

学術講演会論文集，ｐ４９‐ｐ5０（2001」2.）

39．小林径宏，池田卓，大沼一彦，ハルトマンプレートを用いた累進眼鏡レンズの度数分布測定，

日本写真学会秋期大会講演要旨集，l39-l40，（2001.11）

40．中村和樹、若林裕之、西尾文彦、多入射角ＳＡＲデータによる釧路湿原のバイオマス推定への適用

研究、日本リモートセンシング学会第３０回（平成１３年度春期）学術講演会（東京），（2001.5）

41．西尾文彦、中山雅茂、小野延雄、衛星による雪崩の研究（中間赤外波長帯による雪崩跡の検知の

可能性)、日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（ZOOL10）

42.戸山陽子、西尾文彦、本山秀明、亀田貴雄、南極・東DronningMaudLandにおける浅層コアECMの比

較、日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（2001.10）

43.戸山陽子、西尾文彦、若浜五郎、アラスカ・ジユノー氷原における積雪断面観測から求める質量収

支変動、日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（2001.1.

44．藤井理行、西尾文彦他、ロシア・アルタイ山脈ソフイスキー氷河における雪氷観測、日本雪氷学

会秋期大会（帯広)、（2001.10）

45.戸山陽子、西尾文彦、木山秀明、亀田貴雄、南極H72,ドーム南コアのCTスキャン測定による季節変

動、日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（Z00LlO）

46.藤井理行、西尾文彦他、グリーンランドとスバールバール雪氷コアに記録された北大西洋振動(NAO)、

日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（200110）

47．谷川朋範、青木輝夫、安仁屋政武、西尾文彦、ＡMSSによるサロマ湖海氷上の積雪不純物、積雪粒径

の遠隔抽出、日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（2001」0）

48.五十嵐誠、戸山陽子、西尾文彦、本山秀明、亀田貴雄、南極H72浅層コアの化学成分フラツクス、日

本雪氷学会秋期大会（帯広)、（2001.10）

49．中山雅茂、長幸平、西尾文彦他、衛星搭救マイクロ波放射計による結氷期の薄氷域の検出手法、日

本雪氷学会秋期大会（帯広)、（2001.10）

50．中村和樹、若林裕之、西尾文彦、RADARSATデータによる海氷量分布推定アルゴリズム開発の研究、

日本雪氷学会秋期大会（帯広)、（200Ｌ10）
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5Ｌ西尾文彦、藤井理行、渡辺興亜、東南極DronningMaudLandのＧ２地点コアの過去６００年間におけ

る密度・酸素同位体・温度プロファイルの特性、気水圏シンポジウム、国立極地研究所（東京)、（２

001.11）

52.千賀康弘、植松光夫、末森勝、紀本岳夫、小梨昭一郎、「無人海洋大気観測艇かんちゃんの

開発」，海洋理工学会平成１３年度春季大会(東京)、要旨集pp33-34（Z00L5）

53．築地由貴、岩堀聡、堀内智啓、千賀康弘、「清水港折戸湾での基礎生産の時系列観測｣、２００１

年度日本海洋学会秋季大会（静岡)、要旨集Ｐ､171（2001.9）

54.堀内智啓、BCMitchelI,千賀康弘、「1999年夏季日本海における光合成一光曲線と光合成パラメ

ータの空間変動｣、2001年度日本海洋学会秋季大会（静岡)、要旨集ｐ」8３（20019）

55．堀内智啓、千賀康弘、「光合成色素から推定される駿河湾の植物プランクトン種時系列変動｣、

２００２年度日本海洋学会春季大会（東京）要旨集ｐ209（2002.3）

56．石山隆、藤川真治、田中壮一郎「衛星データによる植生のバイオマス分布の推定、新彊ウイ

グル南部のオアシス周辺におけるその予察的研究」日本リモートセンシング学会第３０回（平成

１３年度春季）学術講演会（東京）（2001.5）

５３．本郷千春・田村栄作・池内國夫,高解像度衛星データによる精密土壌図の作成,日本土壌肥料学

会講演要旨,47,133（2001）

54．本郷千春・明石憲宗・田村栄作、高解像度衛星データによる微細な土壌環境の抽出、第３回水

文過程のリモート・センシングとその応用に関するワークショップ(2002）

55.品川徳秀,永井孝明,北川博之,石川佳治,拡張可能XML問合せ言語X℃LによるG-XMLﾃﾞｰ

ﾀ問合せの実現,第１回空間ＩＴワークショップ（2001.7)．

56.高山誠一・古橋智洋・梶原康司・橋本俊昭・本多嘉明、３Ｄスキャナを用いた非接触型バイオマ

ス推定に関する研究：日本写真測量学会、富山国際会議場大手町フォーラム（200111）

57．久保田隆司・梶原康司・橋本俊昭・本多嘉明、ＧＣＰライブラリの自動生成に関する研究、日本

写真測量学会、富山国際会議場大手町フォーラム（2000111）

58．近田朝子・市川博徳・本郷大輔・梶原康司・本多嘉明、二方向性反射特性を利用して衛星観測

より植生の構造の違いを表す指数の研究：日本写真測量学会、富山国際会議場大手町フォーラ
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ム（20001.11）

59．近田朝子・久保田隆司・本多嘉明、植生表面のラフネスを表す新しい植生指標のBSIの提案

衛星データ解析に関する研究会、岩手大学工学部情報工学科(2002.2）

(その他）

Ｌ建石陸太郎、リモートセンシングによるアジア／グローバル土地被覆・植生モニタリング、千

葉大学オープンリサーチ2001,2001年９月２６日

ユ近藤昭彦、千葉県環境情報データベースー河川水の硝酸態窒素濃度に関する報告一

千葉大学オープンリサーチ2001,2001年９月２６日

3.本郷千春、産経新聞、２００２．４．１発刊

4.本郷千春、日本経済新聞、２００２．５．２発刊
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[４］受賞

地球環境情報解析研究部門（建石隆太郎）

千菜大学,オープンリサーチ２００１、学長賞、平成１３年１２月

「リモートセンシングによるアジア／グローバル土地被覆・植生モニタリング」

蕊凝
議鍵ｌｉｉｉ
豊………鷺

西尾文彦

平成１２年度（社）日本雷氷学会学術賞

平成１２年１０月「中谷字吉郎生誕１００周年記念学会」

「衛星リモートセンシングによる雪氷圏変動の研究」

石山隆

日本リモートセンシング学会創立２０周年記念特別優秀論文発表賞

「衛星データによる植生のバイオマス分布の推定、新瀝ウイグルｉ

におけるその予察的研究」

平成旧年５月

新瀝ウイグル南部のオアシス周辺
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[５］国際交流

■５．１学術交流協定

5.1.1チリ共和国コンセプション大学自然科学・海洋学部と千葉大学環境リモートセンシング研

究センターとの間の学術研究の協力に関する協定

チリ共和国コンセプション大学自然科学・海洋学部と千葉大学環境リモートセンシング研究セン

ター（以下「両機関」という。）は、海洋学のリモートセンシングヘの応用、自然資源、環境研究

及び環境保護等の関連分野の重要性に注目し、両機関の学術交流を促進する目的をもって、ここに

この協定を締結する。

第1条両機関はチリとラテンアメリカでの継続的な研究活動を行い、リモートセンシングを利用

した環境モニタリングと環境保護への応用を基盤として協力するものとする。

第２条両機関は、前条で述べたガイドラインに従い、以下の活動を進めるために努力を尽くす。

これらの履行については、個別に協議する。

（１）研究者の交流

（２）学術的、技術的な情報の交流及び発行物の交換

（３）共同研究及び実験の計画の履行

（４）両機関で合意された上記項目以外の活動

第３条この協定は、両機関の代表者の署名日をもって効力を有し、その期間は２００５年３月３１日

までとする。

第４条この協定は、両機関の合意により改訂できる。いずれかの期間からの６ヶ月前の書面の通

告により終了させることができる。

第５条この協定は、両機関になんら財政上の負担を課するものではない。

第６条この協定は、英文で書かれたものを正文とする。

2002年］月］５日

高村民雄

千葉大学環境リモートセンシング

研究センター長

2002年２月２７日

フランクリンカラス＝

コンセプション大学

自然科学・海洋学部長
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5．１２千葉大学環境リモートセンシング研究センターとバンドンエ科大学及び国立総合測量地図

作製庁との間の学術交流及び協力に関する協定

千葉大学環境リモートセンシング研究センターとインドネシア、バンドンエ科大学及び国立総合

測fit地図作製庁は、相互の友好を深め、三期間の間の学術研究の協力を促進する目的をもって、こ

こにこの協定を締結する。

第１条千葉大学環境リモートセンシング研究センターとインドネシア、バンドン工科大学及び国

立総合測量地図作製庁は、相互の学術交流を促進するため協力することとする。

第２条三機関の協力は、前条で規定した協力を促進するため、以下のような活動を通じて行うこ

ととし、その実施の詳細は、別途協議することとする。

（１）研究者の交流

（２）共同研究計画の実施

（３）情報及び出版物の交換

（４）両機関で合意されたその他の活動

第４条この協定は、両機関の代表者の署名日をもって効力を有し、その有効期間は、２００５年３

月３１日までとする。また、有効期間は、三機関の合意に基づき更新することができる。

第５条この協定は、三機関のうちの－機関の書面による６ケ月前の通告により終了させることが

できる。

第６条この協定は、両機関になんら財政上の負担を課すものではない。

第７条二の協定は、英文を正本とする。

2001年７月３０日

ウィディアドニャナ・

メラティー

バンドン工科大学

副学長

2001年７月２６日

トミ－.フイルマン

国立総合測鼓地図作製庁

所長

2001年７月１６日

高村民雄

千葉大学

環境リモートセンシング

研究センター長

５．１３干葉大学環境リモートセンシング研究センターとロシア科学アカデミー国際森林研究所と

の間の研究交流に関する協定（平成12年度）

千葉大学環境リモートセンシング研究センターとロシア科学アカデミー国際森林研究所（以下、

共に「両者」という）は、自然資源及び環境保全へのリモートセンシングの応用に対して特段の配
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噸を払う必要性を確認し、ユーラシアにおける環境モニタリング及び環境保全のために、新しい技

術リモートセンシングの持つ重要性を確認し、以下の協定の締結に合意する。

第１条

両者は、両国の国民及びユーラシアの継続的な発展を推進するために、リモートセンシングの環

境モニタリング及び環境保全への応用について、対等の立場で協力関係を発展させることとする。

第２条

両者は、前条の目的を達成するために、以下のような基本方針にしたがって協力関係の発展に努

める。

（１）リモートセンシングの分野における技術情報及び科学的知識の交換

（２）リモートセンシングによるロシアのタイガ（森林）の環境モニタリング

（３）土地劣化のリモートセンシング指標の開発とロシアとその近隣国の砂漠化図の編集

なお、両者は、双方の協議により上記基本方針の実施に係わる優先順位を決定することができる。

第３条

両者は、前条の基本方針にしたがって以下のような諸活動を促進するように務め、その実施に係

わる詳細は、別途協議する。

研究者の交流

学術・技術に関する情報の公開及び文書の交換

共同研究及び共同実験計画の実施

両者の合意に基づく上記以外の活動
１
１
１
１

１
２
３
４

１
－
１
Ｉ

第４条

この協定は、両者の代表者による署名の日をもって効力を発生し、その有効期間は５年間とする。

第５条

この協定は、両者の合意により改訂できる。

第６条

この協定は、両者になんら財政上の負担を課するものではない。

第７条

この協定は、英文を正本とする。
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所長

Alexanderlsaev

ロシア科学アカデミー

国際森林研究所

６９Novocheremusbkinskaya

ロシアモスクワ

センター長

高村民雄

千葉大学

環境リモートセンシング研究センター

〒263-8522千葉市稲毛区弥生町1-33 ｌｌ７４１８

■５．２研究者の国際交流

5.2.1外国人来訪者、滞在者（敬称略）

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

ＣＯＥ外国人

ＣＯＥ外国人

エルンハルト・ラシュケＧＫＳ（研究センター）（ドイツ）

徐愛淑気象研究所（韓国）

ディープ・シンシカ衛星データ応用研究センター（インド）

PandyThuraiインド熱帯気象研究所（インド）

LeeSangKuk国土研究院（韓国）

ＬｉｍＪｏｏｎｇＳｅｏｎ 国土研究院（韓国）

SagongHosang 国土研究院（韓国）

ChoiChulVong 釜慶大学（韓国）

TuyaSanjaaモンゴル国立リモートセンシングセンター（モンゴル）

モンゴル技術大学（モンゴル）

安徽光学精密機械研究所（中国）

海洋科学研究所

中国科学院大気物日１１研究所（中国）

中国科学院大気物理研究所（中国）

インド海洋科学研究センター（インド）

メリーランド大学（アメリカ）

TugiSu肥ｎＮａｓ－ＶＲＴ

胡歓陵

ＴＨＡＤＡＴＨＩＬ－ＰＡＮＫＡＪＡＫＳＨＡＮ

石贋玉

王庚辰

ＲａｍｅｓｈＫｕｍａｒ

ＲｅｃｈｅｌＰｉｎｋｅｒ

ＭＩＴＮｌＫＬＥＯＮｌＤＭＯＩＳＥＥＶｌＣＥ

巴雅航

Ａｅ－ＳｏｏｋＳｕｈ

ｊｅｏｎｇ－ＨｅｅＫｉｍ

極陽植

ＹｏｏＫｗａｎｇＳｕｐ

ｊｏＳｅｏｎＨｙｕｎｇ

ｊｅｏｎｇＷoo-Sik

KwonChang-Young

周軍

ＣＯＥ外国人研究員

ＣＯＥ外国人研究員

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

ＣＯＥ外国人研究員

研究打合せ

研究打合せ

研究打合せ

（韓国）表敬訪問

表敬訪問

表敬訪問

表敬訪問

炎敬訪問

研究打合せ

中国政府派遣外国人研究員

韓国気象研究所（韓国）

韓国気象研究所（韓国）

徳圃女子高等学校・徳圃芸術高等学校校長

東ソウル大学大学長（雌国）

東ソウル大学（郷国）

束ソウル大学（騨国）

東ソウル大学（韓国）

中国科学院安徽光学柿密磯械研究所（中国）
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DelaSalleUniversity（フィリピン）研究打合せ

DelaSalleUniversity（フィリピン）研究打合せ

NotreDameofMarbelUniversity 研究打合せ

日本学術振興会外国人研究員

研究打合せ

公州大学（韓国）研究打合せ

公州大学（韓国）研究打合せ

青島海洋大学（中国）研究打合せ

研究打合せ

韓国気象庁長（韓国）表敬訪問

韓国気象庁（韓国）表敬訪問

韓国気象庁（韓国）表敬訪問

韓国気象庁（韓国）表敬訪問

JoSeonHyung

CecilGalvez

SusanDoｒａｄｏ

ＮＧＵＹＥＮＨｕｎｇＴｈａｎｈ

ニコライ・ハーリン

郭宗欽

徐明錫

ＭｉｎｇＸｉａＨｅ

ＰＥＴＥＲＧＵＮＩＮ

安明煥

洪允

李熈薫

蝉世墜

５．２２海外派遣

(平成１３年度）

氏名：梶原康司

国名：米国

用務先：OrIando1用務先：OrIandoWorldCenlerMalTiotl（アメリカ・フロリダ州オーランド）およびlCESSUnive応ityor

Calilbmia（アメリカ・SantaBarbam）

期間：平成１３年４月１５日～平成１３年４月２２日

用務：「Aerospace/DefbnseSensingSimulationandcontrols」に参加し，また現地で共同研究者である

ZhengmingWan（InstituteofCompuIationalEarthSystemsScience（ICESS）UniversityofCaIifbmia)と現

地観測の打ち合わせ

氏名：近藤昭彦

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国自然環境省気象・水文研究所及びモニタリング施設

期間：平成１３年６月２日～平成１３年６月１３日

用務：衛星土壌・植物水分測定のための地上検証実験

氏名：本多嘉明

国名：イタリア

用務先：EuropeanSpaceAgency（ESA/ESRIN)、JointResearchCenter（ミラノ）

期間：平成１３年６月４日～平成１３年６月１３日

用務：ＣＥＯＳのWGCVl8thPIenaJyMeetingに参加し，MicheIVerstmete氏(｣ointResearchCentelｿﾞSpace
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Applicationslnstitule/GlobaIVegetationMonitoring粗属)と植生の二方向性反射モデルに関する情報収集

と意見交換

氏名：本多嘉明

国名：マレーシア

用務先：ランビルヒルズ国立公園（マレーシア・ミリ市）

期間：平成１３年６月１５日～平成１３年６月２１日

用務：今年度の秋に実施する観測のための事前調査

氏名：梶原康司

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター、マンダルゴビ

期間：平成１３年６月１６日～平成１３年６月２３日

用務：今年度のモンゴル観測の事前調査

氏名：杉森康宏

国名：イギリス、フランス

用務先：サウザンプト海洋学センター、パリ第６大学

期間：平成１３年６月２５日～平成１３年７月

用務：ＷＯＣＥ・JGOFS研究集会参加、パリ第６大学

４日

ProfAndreMorelと研究打ち合わせ

氏名：梶原康司

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター

期間：平成１３年６月２７日～平成１３年６月３０日

用務：ChangeandSustainabilityofthePastoraILanduseSystemsinTcmperateandCenterAsia

ウム出席

シンポジ

氏名：本多嘉明

国名：オーストラリア

用務先：ScientiaCenterattheUniversitｙｏｆＮｅｗＳｏｕｔｈＷａｌｅｓ

期間：平成１３年７月７日～平成１３年７月１５日

用務：ＩＧＡＲＳＳ２００１に参加・発表

氏名

国名

用務先

:杉森康宏

:韓国

:釜慶大学
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期間：平成１３年７月１１日～平成１３年７月１５日

用務：国際学会ＰORSEC韓国部会会合

氏名：述石雌太郎

国名：中国

用務先：中国長が郊外

期間：平成１３年７月２３日～平成１３年７月２８日

用務：現地綱査

氏名：梶原康司

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター環境観測所（マンダルゴビ）

期間：平成１３年７月２８日～平成１３年８月２５日

用務：楓illI

氏名：本多斑Ｗ１

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター環境観測所

期間：平成１３年８月４日～平成１３年８月２５日

用務：iiMijU

(マンダルゴビ）

氏名：高村民雄

国名：中国

用務先：中国科学院大気物理研究所他

期間：平成１３年８月５ＩＥＩ～平成１３年８月２０日

用務：研究観illLp中科学協力]ＩＦ業に係る共同研究

氏名：近藤昭彦

国名：中国

用務先：河北省に|掴科学院石家庄膿業現代化研究所

期間：平成１３年８月１０日～平成１３年８月１８日

用務：科学研究澱補助金基雛研究Ｂに関する野外調査

氏名：西曜文彦

国名：デンマーク、グリーンランド

用務先：国際雪氷学会シンポジウム（デンマーク科学財団センター）

期間：平成１３年８月１７１]～２６日

用務：国際シンポジウム「雪氷コアによるグローバルチェンジの研究」 において研究発表するため
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氏名：杉森康宏

国鍋：繊国

用務先：国立京成大学

｣０１ⅡＵ：平成１３年８ｊ１２５Ｉ]～平成１３年８月３１１：１

用務：WESTPAC/IOCNcnr/ＧＯＯＳ国際会議出席および研究打ち合わせ

氏名：品川徳秀

国名：ドイツ、イタリア

用務先：、EXA：ドイツ、PBI，Ｌ：ＶＬＤＢ：イタリア・ローマ

ｌＵｌｌＩｌｌ：平成１３年９月２日～平成１３年９月１６日

用務：国際会議DEXA2001DBPL200I、VLDB200Iにおいて研究成果発表及びｌＩＩｌ報収集

氏名：石山隆

国名：中国

用務先：中国科学院新榧生態研究所・地理研究所

期間：平成１３年９月１６日～平成１３年９月３０日

用務：第１１回砂漠工学国際学会及び新瀝ウイグル南部の地表状態調査

氏鍋：本多嘉明

国名：マレーシア

用務先：ランビルヒルズ国立公lHl（マレーシア・ミリ市）

期間：平成１３年９月１０日～平成１３年９月１８日

用務：観測

氏名：本多嘉明

国名：マレーシア

用務先；ランビルヒルズ国立公園（マレーシア・ミリ市）

期１Ｍ]：平成１３年９月２１日～平成１３年１０月８日

用務：観測

氏名：梶原康司

国名：マレーシア

用務先：ランビルヒルズ国立公|KＩＩ（マレーシア・ミリ市）

IU11Ill：平成１３年９ｊ;１１０１]～平成１３年９月２９１］

用務：槻iIIll
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氏名：橋本俊昭

国名：マレーシア

用務先：ランビルヒルズ国立公園（マレーシア・ミリ市）

期間：平成１３年９月２０日～平成１３年９月２６日

用務：観測

氏名：橋本俊昭

国名：オーストリア

用務先：ウイーンエ科大学

期間：平成１３年１０月１日～平成１３年１０月８日

用務：ConfbrenceofOptical3DMeasulmentに出席およびウイーンエ科大学訪問

氏名：西尾文彦

国名：韓国、ソウル市

用務先：漢南大学

期間：平成１３年１０月９日～１１日

用務：アジア・大平洋大学学長会議においてアジアにおける極地研究について講演するため

氏名：建石隆太郎

国名：韓国

用務先：済州島ハイアットホテル

期間：平成１３年１０月３０日～平成１３年１１月３日

用務：「宇宙からの東アジア環境モニタリング」の研究実施

氏名：建石隆太郎

国名：シンガポール

用務先：SingaporelntemationaIConfbrenceandExhibitionCenter

期間：平成１３年１１月４日～平成１３年１１月１０日

用務：The22mdAsianConfe尼nceonRemotesensing（ACRS2001)に参加

氏名：橋本俊昭

国名：シンガポール

用務先：SingaporelnternationalConfbrenceandExhibitionCenter

期間：平成１３年１１月４日～平成１３年１１月１０日

用務：The22MAsianConfbrenceonRemotesensing（ACRS2001)に参加

氏名：本多嘉明

国名：韓国
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用務先：済州島HYATTREGENCYCHEJU

期間：平成１３年１０月３１日～平成１３年１１月３日

用務：IOoAnnuaIWo『kshopofEnvironmentalMonito『ingfmmSpaceofEastAsia(EMSEA)にて発表

氏名：本多嘉明

国名：シンガポール

用務先：SingaporelntemationalConIb爬nceandExhibitionCenter

期間：平成１３年１１月５日～平成１３年１１月１０日

用務：The２２国AsianConfb肥nceonRemotesensing(ACRS2001)に参加

氏名：西尾文彦

用務先：南極地域

期間：平成１３年１１月２８日～平成１４年３月２８日

用務：第43次南極地域観測の実施（第43次南極観測隊長）

～

氏名：下枝宣史

用務先：南極地域

期間：平成１３年１１月２８日～平成１５年

用務：第43次南極地域観１Ｍの実施（越冬隊）

３月２８日

氏名：杉森康宏

国名：インドネシア

用務先：バリ州知耶・インドネシア宇宙開発局・インドネシア科学技術庁．

・国立海洋研

期間：平成１３年１２月６日～平成１３年１２月２３日

用務：PORSEC-2002BALIの主催についての打ち合わせ、ｊSPSの論博学４

ボゴール農業大学

jSPSの論博学生の指導

氏名：橘本俊昭

国名：タイ

用務先：バンコク、アジア工科大学(AIT）

期間：平成１３年１２月４日～平成１３年１２月８日

用務：研究打ち合わせ

氏名：述石随太郎

国名：中国

用務先：中国科学院植物研究所

期間：平成１４年１月７日～平成１４年

用務：研究打ち合わせ

１月１２日
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氏名：梶原康司

国名：ネパール

用務先：カトマンズHotelParkVillage

期間：平成１３年１２月１日～平成１３年１２月７日

用務：ＴｈｅＩ劇RegionalSeminaronGeo-InfbrmaticsfbrAsiaEco-systemManagementにて発表

氏名：本多嘉明

国名：ベトナム社会主義共和国

用務先：ホーチミン

期間：平成１４年１月２２日～平成１４年１月３０日

用務：ベトナム・ホーチミン周辺のプランテーションにて現地観測

氏名：本多嘉明

国名：オーストラリア

用務先：ヘイ、アリススプリングス

期間：平成１４年２月１７日～平成１４年３月１８日

用務：ヘイとアリススプリングスにて現地観測

氏名：梶原康司

国名：オーストラリア

用務先：ヘイ、アリススプリングス

期問：平成１４年２月２２日～平成１４年３月１６日

用務：ヘイとアリススプリングスにて現地観測

氏名：高村民雄

国名：米国

用務先：ハワイ州、マウナロア観測所

期間：平成１４年３月４日～平成１４年３月１４日

用務：研究観測

氏名：建石隆太郎

国名：イタリア

用務先：イタリアＥＵ共同研究センター

期間：平成１４年３月１７日～平成１４年３月３０日

用務：衛星データによる広域土地被覆情報抽出に関する調査研究
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(平成１２年度）

氏名：杉森康宏

国名：韓国

用務先：郷国気象庁、気象研究所釜慶大学校

期問：平成１２年４月３日～平成１２年４月９日

用務：研究指導と講演（気象・海洋への人工衛星資料の応用）

竹内延夫

セネガル

ダカール

平成１２年４月９日～平成１２年４月１６日

国際光学会議出席

氏名：

国名：

用務先：

期間：

用務：

本多嘉明

インドネシア

HotelKartikaChandm、（ジャカルタ市）

平成１２年４月１０日～平成１２年４月１３日

氏名：

国名：

用務先：

期間：

用務： リモートセンシングを用いた経済開発及び環境維持に係るセミナーで講淡

氏名：梶原康司

国名：米国

用務先：マリオットホテル（アメリカ、フロリダ州オーランド）

期間：平成１２年４月２３日～平成１２年４月３０日

用務：「AeroSense」に出席するため

久世宏明

米国

ライス大学（ヒューストン)、レーザ・イメージング・システム社（オーランド）

平成１２年５月２日～平成１２年５月１２日

平成１２年度の01発計画を論議するとともに大学への訪問及びレーザーに関する

氏名

国名

用務先

期間

用務用務：平成１２年度の01発計画を論議するとともに大学への訪問及びレーザーに関する国際会議

への参加を通じて!&新の研究開発状況を調査し本技術開発に関迎のある技術については適用を検討

氏名：建石健太郎

国名：香港

用務先：香港大学

期間：平成１２年５月１４日～平成１２年５月１６日

用務：研究打ち合わせ
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氏名：本多嘉明

国名：米国

用務先：アリゾナ州Tucson、ニューメキシ＝州LasCruces、カンザス州Konaza、モンタナ州

MissoouIa、オレゴン州Ｏｎｅｒ（アメリカ）、Victoria,ＢＣ（カナダ）

期間：平成１２年５月２８日～平成１２年７月１０日

用務：北米において現地観iillIするため

氏名

国名

用務先

期間

用務

:梶原康司

:米国

：アリゾナ州Tucson、ニューメキシ＝州LasCruces、

:平成１２年５月３１日～平成１２年６月１８日

:北米において現地観測するため

カンサス州Konaza（アメリカ）

氏名：高村民雄

国名：オランダ

用務先：欧州宇宙研究技術センター（ESTEC）ノルドバイク市

期間：平成１２年６月１２日～平成１２年６月１６日

用務：雲・放射ミッション協力に係る共同準備会合出席のため

氏名：竹内延夫

国名：タイ

用務先：バンーックとシ・サムロン観測サイト

期間：平成１２年６月１５日～平成１２年６月２１日

用務：放射観測、サイトの関所式出席と装置の修理

氏名：橋本俊昭

国名：米国、カナダ

用務先：モンタナ州Missoou1a、Victoria,BＣ（カナダ）

期間：平成１２年６月２０日～平成１２年７月１日

用務：北米において現地観測をするため

:梶原康司

：モンゴル

氏名

国名

用務先

期間

用務

:モンゴル国立リモートセンシングセンター、マンダルゴビ

:平成１２年６月２４日～平成１２年７月１日

:今年度のモンゴル現地観測を行う前の下準備をするため

－７２－



西尾文彦

ロシア

ロシアアルタイ山脈、ソフイスキー氷河

平成１２年７月９日～平成１２年７月３１日

ロシア・アルタイ山脈における観測研究打ち合わせ

氏名

国名

用務先

期間

用務

氏名：竹内延夫

国名：フランス

用務先：ビシー（フランス）・ワルシャワ（ポーランド）

期間：平成１２年７月１０日～平成１２年７月２３日

用務：第２０回レーザーレーダー国際会議及び第３３回コスパー出席

氏名

国名

用務先

期間

用務

建石隆太郎

オランダ

アムステルダム、ライ国際会議センター

平成１２年７月１５日～平成１２年７月２４日

国際会議ISPRSに参加

氏名：石山隆

国名：ポーランド

用務先：ワルシャワ工科大学

期問：平成１２年７月１５日～平成１２年７月２４日

用務：３３rdCOSPARSCIENTFlCASSEMBIY

氏名：橋本俊昭

国名：オランダ

用務先：RAIIntemationalExhibitionandCongressCenterinAmsterdam

期間：平成１２年７月１５日～平成１２年７月２４日

用務：TheNetherlandsSocietyfbrEarthObservationandOeoinfbnnatics

lSPRSCongressandExhibitionに参加

(NSEOO)主催のＴｈｅｌ９ｔｈ

氏名：本多嘉明

国名：オランダ

用務先：RAIlntemationaIExhibitionandCongressCenterinAmsterdam

期間：平成１２年７月１７日～平成１２年７月２１日

用務：TheNetherIandsSocietyfbrEarthObservationandGeoinfbrmatics（NSEOG)主催のＴｈｅl9tb

lSPRSCongressandExhibitionに参加
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氏名：杉森康宏

国名：英国

用務先：Univel5ityofDundeeAP・ＥＭ.Ｅ学部

期間：平成１２年７月１７日～平成１２年７月２７日

用務：英国UniversityoIDundeeにおける研究会合出席

本多嘉明

米国

ヒルトンハワイアンビレッジ

平成１２年７月２３日～平成１２年７月２９日

IGARSS2000の会議に出席のため

氏名

国名

用務先

期間

用務

氏名

国名

用務先

期間

用務

高村民雄

中国

中国科学院大気物理研究所、敦屋飛行場気象観測所、

平成１２年８月１日～平成１２年８月１４日

日中ワークショップ主催現地観測、研究打ち合わせ

寧夏回族自治区気象研究所

竹内延夫

中国

合肥・チベット・北京・青島

平成１２年８月１４日～平成１２年９月１日

ライダー観測のため現地調査とエアロゾル観測の打ち合わせ

氏名

国名

用務先

期間

用務

建石隆太郎

ロシア

バイカル湖（ロシア)、ウランバートル（モンゴル）

平成１２年８月１８日～平成１２年９月９日

現地調査

氏名

国名

用務先

期間

用務

氏名

国名

用務先

期問

用務

近藤昭彦

中国

中国河北省石家庄市

平成１２年８月２７日～平成１２年９月９日

科研費基盤Ｂに関わる現地調査

氏名：安田嘉純

国名：中国

－７４－



用務先：ウルムチ

jUI1Ill：平成１２年７月２７日～平成１２年８月７日

ji）勝：乾燥地鵬業のリモートセンシング技術の学術交流及び共同研究

氏名：安田嘉純

国名：中国

用務先：中国科学院

jv1lII1：平成１２年８月１８日～平成１２年８月２６１三１

用務：砂漠化防止技術の適用に韮ずく土地利用計画手法にBMする研究

氏名：本多嘉明

国鍋：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター、環境観測所（マンダルゴビ）

期１１恥平成１２年８月２日～平成１２年８月２３日

用務：観測

氏名：梶原康司

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター、蝋境iiMillll所（マンダルゴビ）

｣011111：平成１２年７月２９１]～平成１２年８月２６１］

川務：観iilII

氏名：本多嘉明

国名：タイ

用務先：アジア工科大学、チュラロンコーン大学

Ⅲ｜IHI：平成１２年９月１０１]～平成１２年９月１４１言ｌ

ｌｌｌ務：ＣＥＯＳ情報システム作業部会、合同分科会輔への参jlllし、ＧＯＩＮ活動の

について雛論する。あわせて、分科会に先だって開催される地球観測ワークショ

観iIIlIに係る発表をするため

ＣＥＯＳ輔への移行

ツプにおいて陸域

本多嘉明

スペイン

BarceloSantslPlotel

平成１２年，月２４日～平成１２年，月３０日

EuroptoSeriesのＴＩ】ＣＥＯＳ/SPIESymposiumoJuRcmotcScJUsingに発表、参加

氏名

国名

川務先

jU1llII

m務

氏名：杉森康宏

図名：フランス
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用務先

期間

用務

ニース、モナコ

平成１２年１０月１４日～平成１２年１０月２１日

会合および国際研究集会出席のため

木多嘉明

緯国

KyongjuChosunHote］

平成１２年１０月３１日～平成１２年１１月３日

EMSEA/ＩＳＲＳ２０００に発表・参加するため

氏名：

国名：

用務先：

期間：

用務：

氏名：近藤昭彦

国名：ニュージーランド

用務先：カンタベリー大学、クライストチャーチ

期間：平成１２年１１月１７日～平成１２年１１月２６日

用務：ユネスコ国際水文学計画（IHP）東南アジア地域運営委員会（RSC）とそれに関わる専門

会議出席発表及び資料収集

安田嘉純

中国

中国国家環境保護総局環境情報センター

平成１２年１１月２０日～平成１２年１１月２５日

国際協力事業団事業に係る専門家派遣、在外技術研修講師「環境情報ネットワーク技術」

氏名

国名

用務先

期問

用務

本多嘉明

中国

国家リモートセンシングセンター

平成１２年１１月１９日～平成１２年１１月２５日

中国西部地域環境・災害リモートセンシング技術向上計画短期調査のため

氏名

国名

用務先

期間

用務

建石陸太郎

タイ

ナコンラチャシマ、ジュルデイスカオヤイ、リゾートホテル

平成１２年１１月１８日～平成１２年１１月２２日

第９回熱帯生態系に関する地球環境地域セミナーに参加

氏名

国名

用務先

期間

用務

杉森康宏

インド

インド国

氏名

国名

用務先 ゴア国立海洋研究所
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期間：平成１２年１１月１９日～平成１２年１２月１１日

用務：日本学術振興会論博学生の指導

氏名

国名

用務先

期間

用務

建石陸太郎

台湾

台北国際会議センター

平成１２年１２月３日～平成１２年１２月９日

アジアリモートセンシング会議（ＡCRS）に参加

氏名

国名

用務先

期間

用務

近藤昭彦

中国

石家省農業現代化研究所、水文地質研究所

平成１２年１２月３日～平成１２年１２月１１日

科学研究費基盤Ｂに係る野外観測および研究会参加

:本多嘉明

:台湾

:TaipeilntemationalConventionCenter台北

:平成１２年１２月４日～平成１２年１２月８日

:第２１回「ＡＣＲＳ２０００」に発表・参加するため

氏名

国名

用務先

期間

用務

氏名：梶原康司

国名：台湾

用務先：TaipeiIntemationaIConventionCenter台北

期間：平成１２年１２月３日～平成１２年１２月８日

用務：第２１回「ＡＣＲＳ２０００」に発表・参加するため

氏名：本多嘉明

国名：米国

用務先：CoIumbiaSheratonHotel

期間：平成１３年１月２１日～平成１３年１月２６日

用務：MODISScienceTmmMeetingAgenda（PIeliminaⅣ）にに参加

氏名

国名

用務先

期間

用務

：高村民雄

：米国

:ハワイ州マウナロア観測所

：平成１３年２月１５日～平成１２年２月１９日

:研究観測
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氏名：久世宏明

国名：米国

用務先：サンディア国立研究所,ITTおよびＰＳ］

期間：平成１３年１月２６日～平成１３年２月１日

用務：通産省委託ｴ１１:業（ガス協会）のljl１発実施先を訪問し、平成１２年度I)'１発状況及び'＃１発成果

に関する議論を実施するため

氏名：木多亮明

国名：モンゴル

用務先：モンゴル国立リモートセンシングセンター

期問：平成１３年３月６日～平成１３年３月１０日

用務：来年度の観測計画の最終打ち合わせを行うため

本多嘉明

マレーシア

リーガロイヤルホテル、ランビルヒルズ国立公園ミリ市

平成１３年３月１２日～平成１３年３月１６ロ

サラワク国際シンポジウムに出席・講演

氏名

国名

用務先

期問

用務

氏名：竹内廷天

国名：タイ

用務先：プーケット

期間：平成１３年３月４日～平成１３年３月１０日

用務：ＧＡＭＥ－ＡＡＮ／Radition国際ワークショップに出席して地球規模の気候変IMIが東南アジ

アにおいて環境に負荷をもたらしている実際の調査結果を発表し、合わせて雌新の研究成果につい

て知見を得るため

氏名：高村民雄

国名：オランダ

用務先：ヨーロッパ宇宙機関（ESTEC）

期間：平成１３年３月１８日～平成１３年３月２２日

用務：EarthCarcJSPG会議出席

~、

－７８－



氏名：迷石陸太郎

国名：イタリア

用務先：」ointResearchCentelP

期間：平成１３年３月２６日～平成１３年３月３１日

用務：研究打ち合わせ及び土地被覆ワークショップ

氏名

国名

用務先

期間

用務

西尾文彦

米国

コロラド大学

平成１３年３月２１日～平成１３

AMSR-Eによる検証研究打ち合わせ

３年 ３月２５日
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[６]教育活動

■６．１講義（大学院、学部）

竹内延夫

普遍教育「物理学ＣI電磁気学入門１」

「情報と計算機」（分担）

「地球環境とリモートセンシング」（分担）

工学部画像工学科「リモートセンシングエ学」

自然科学研究科前期課程「隔測センサ工学Ｉ」「特別演習Ｉ」「特別研究Ｉ」

「特別演習Ⅱ」「特別研究Ⅱ」

自然科学研究科後期課程「環境隔測論」「リモートセンシングエ学」「特別演習」

「特別研究」「電子・光システム総合特別講義」（分担）

久世宏明

普遍教育「物理学CII電磁気学入門２」

自然科学研究科前期課程「隔測センサエ学Ⅱ」「特別演習Ｉ」「特別研究ｌ」

「特別演習Ⅱ」「特別研究Ⅱ」

自然科学研究科後期課程「応用環境光学」「特別演習」「特別研究」

「電子・光システム総合特別講義」（分担）

高村民雄

普遍教育「地球環境の行方を探る」（分担）

自然科学研究科前期課程「隔測情報処理Ｉ」「特別演習Ｉ」「特別研究Ｉ」

「特別演習Ⅱ」「特別研究Ⅱ」

自然科学研究科後期課程「地球物質循環論Ｉ」「地球物質循環論Ⅱ」

「特別演習」「特別研究」

杉森康宏

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

｢特別研究Ｉ」「特別研究Ⅱ」「特別演習Ｉ」「特別演習Ⅱ」

｢特別研究」「特別演習」

本多嘉明

普遍教育「地球環境とリモートセンシング」（分担）

自然科学研究科前期課程「像情報処理工学」
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三輪卓司

自然科学研究科前期課程「像質科学」「特別研究Ｉ」「特別演習Ｉ」

建石隆太郎

普遍教育「地球環境とリモートセンシング」（分担）

自然科学研究科前期課程「隔測情報工学」「特別演習Ｉ」「特別研究Ⅱ」

「特別演習Ｉ」「特別演習Ⅱ」

自然科学研究科後期課程「リモートセンシング特論」「特別研究」「特別演習」

｢地球環境科学総合特別講義」（分担）

西尾文彦

普遍教育

普遍教育

自然科学研究科前期課程

自然科学研究科後期課程

｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

｢地球環境の行方を探る」（分担）

｢水文学１」、「特別演習１」、「特別研究１」

｢地球物質循環論２」、「特別演習｣、「特別研究」

｢相関演習」（分担）

近藤昭彦

普遍教育「地球環境とリモートセンシング」（分担）

「地球科学Ｂ（環境情報科学入門)」

自然科学研究科前期課程「水文地形学｣、「特別演習１」、「特別研究１」

自然科学研究科後期課程「水文環境計測論」

筑波大学環境科学研究科「リモートセンシング」

梶原康司

普遍教育「地球環境とリモートセンシング」（分担）

工学部「データベース」

自然科学研究科前期課程「環境データ解析」「特別演習Ｉ」「特別研究Ⅱ」

「特別演習Ｉ」「特別演習Ⅱ」

浅沼市男

普遍教育「地球環境とリモートセンシング」（分担）

自然科学研究科前期課程「リモートセンシング情報判読」「特別演習Ｉ」

「特別演習Ｉ」「特別演習Ⅱ」

｢特別研究Ⅱ」

井宮淳

自然科学研究科前j1jl課程「人工知能論」「特別演習Ｉ」「特別研究Ⅱ」

「特別演習Ｉ」「特別演習、」
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自然科学研究科後期課程「図形表現論」「知識支援処理」

|Ｍ１山階

自然科学研究科前期課程 ｢隔測情報処理11」・「特別演習l」・「特別研究l」・

｢特別演習Ⅱ少「特別研究I]」

石山隆

普遍教育 ｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

本郷千春

普遍教育 ｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

品川徳秀

普遍教育 ｢地球環境とリモートセンシング」（分担）

■６．２修士論文、博士論文

(博士論文）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

竹内延夫（達石隆太郎）

JosaphatTetukoSRISUMANTYO

自然科学研究科人工システム科学専攻

TropicalFo爬stMonitoringUsingSyntheticTropicaIFo爬stMonitoringUsingSyntheticApeITU妃Ｒａdar-TheoriesandAppIications

合成開口レーダによる熱帯森林のモニタリング_理論と応用一

博士(工学）
'翼・
－｣￣ 位

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

谷萩隆嗣（竹内延夫・久世宏明）

朝隈康司

自然科学研究科情報科学専攻

人工衛星を用いたエアロゾル検出方法に関する研究

博士(工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

古谷尊彦（本多嘉明）

近田朝子

自然科学研究科人間・地球環境科学専攻

衛星多チャンネルセンサーを用いた陸域植生モニタリングに関する研究

博士（学術）

－８２－



指導教官近藤昭彦

氏名RuntunuwuEleonora（エレオノラルンッヌウ）

専攻自然科学研究科人間・地球環境科学専攻

論文題名TheimpactanaIysisofglobalclimatechangeandhumanactivitiesonIanｄｃｏｖｅｒａｍｄ ｗate「

balance-土地被覆と水収支におけるグローバルな気候変動と人間活IUIの影響一

学位博士（理学）

(修士論文）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

竹内延夫・久世宏明

安藤勝太郎

自然科学研究科像科学専攻

長光路伝搬による大気中NO2の計測

修士(工学）

指導教官竹内延夫・久世宏明

氏名大堀正人

専攻自然科学研究科像科学専攻

論文題名地上サンプリングとライダー観測による大気エアロゾルの光学特

性に関する研究

学位修士(工学）

竹内延夫・久世宏明

豊島仲介

自然科学研究科像科学専攻

多波長ライダーデータによる千葉地域のエアロゾル特性の研究

修士(工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

竹内延夫・久世宏明

関上優二

自然科学研究科像科学専攻

1.5脚、帯ファイバーリングレーザーを用いた微赴気体センサの|)１１発

修士(工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

指導教員杉森康宏

学生氏名黒岩大悟

－８３－



専攻

論文題目

学位

自然科学研究科像科学専攻

ニューラル・ネットワークを用いた日本近海のクロロフィル鉛直構造推定に関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

建石隆太郎

江幡光彦

自然科学研究科像科学専攻

時系列NOAA/AVHRRPALデ

修士（工学）

PALデータを用いたフェノロジーの広域トレンド解析に関する研究

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

建石陸太郎

島崎康信

自然科学研究科像科学専攻

時系列リニアミキシングモデルによる画素内分類に関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題名

学位

近藤昭彦

細川覚

自然科学研究科生命・地球環境科学専攻

鹿島川流域における地下水の水質分布とその形成要因に関する研究

修士（理学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

梶原康司・本多嘉明

本郷大輔

自然科学研究科知能情報科学専攻

森林における二方向反射特性の取得に関する研究

修士（工学）

指導教官

氏名

専攻

論文題目

学位

梶原康司・本多嘉明

市川博徳

自然科学研究科知能情報科学専攻

ＲＣヘリによるステレオ画像を用いた森林の構造解析に関する研究

修士（工学）
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■６．３その他の活動

(社会教育活動）

石山陸

地形・地質学入門研修「リモートセンシング技術」

（社）全国地質調査業協会連合会主催平成１３年１０月２１日

－８５－



[７］センターの行事

■７．１センター主催のシンポジウム・研究会

（１）第４回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム

共同利用研究の成果発表の場として、第４回CEReS環境リモートセンシングシンポジウムが下

記のプログラムのとおり開催され、活発な研究討議が行われた。発表者数３０名。参加者数は約９

０名であった。

日時

場所

平成１３年１２月４日（火）

千葉大学けやき会館３Ｆレセプションホール

プログラム

9:４０－９:４５あいさつCEReSセンター長高村民雄

9:４５－１２:00-股研究の発表（発表時間10分）

黄砂と火山性エアロゾルの衛星データ解析鹿児胤大学木下紀正

リモートセンシング技術の大気環境動態解析への応用

千葉県環境研究センター鉛田功・内藤季和

多波長ライダーによるエアロゾルの類型化に関する研究東京商船大学村山利幸

スプリットウィンドウデータを用いた大陸規模での可降水量の推定奈良女子大学久慈誠

GMS-5のlＩ似、とＯ７ｌｕｍを用いた巻雲の温度推定法の検証と巻雲の気候値作成

気象研究所井上豊志郎

FY-IIを用いた南アジア城における対流活動の日変化及び水蒸気変1Iillの解析

気象研究所山崎信雄

農林水産リモートセンシングデータベース作成及び大容量データ転送技術に関する研究

農業環境技術研究所斎藤元也

スカイラディオメータの観測船「みらい」への設置と運用に関する諸問題の解決に閲する研究

北海道大学遠藤辰雄

ヤマセ雲の衛星リモートセンシングのための検証観測研究東北大学浅野正二

リモートセンシングデータによる船舶海上風観測値の評価來町(商船大学岩坂直人

鹿児島湾への外洋水の流入についての研究鹿児鰯大学櫻井仁人

大気中に含まれる水蒸気fit分布の移動速度と海上風の相関について大阪大学鈴木敏夫

12:00-13:００昼食（ポスター展示）

－８６－



13:ＯＯ－１４:４０プロジェクト研究の発表（発表時間20分）

低分解能衛星画像データに対する大気補正の研究（課題番号P2001-l）金沢工業大学川田剛之

NOAA/GACデータを利用した雪氷域の経年変動と植生環境の相互作用の解明（課題番号P2001-5）

気象研究所青木廊夫・堀雅裕

マングローブ林林分要素の現地調査法の開発Ⅱ－システムの試作・改良と適用試験一

（課題番号1,2001-6）琉球大学佐藤一紘

東アジアにおける植物生育期間の年々変動が熱・水・炭素収支に及ぼす影響の解析

（課題番号P2001-3）資源環境技術総合研究所山本晋

湿原の蒸発散量とエネルギー収支、炭素フラックスのリージョナル規模での推定手法の開発

（課題番号P2001-3）農業環境技術研究所宮田明

14:４０－１５:１０休憩・ポスター展示

NOAA/AVHRRデータによる三宅島噴煙の検出

千葉大学CEReSの研究紹介

鹿児島大学小山田恵・木下紀正・飯野直子

15:１０－１７:４０－股研究の発表（発表時間10分）

エネルギー積算量の違いが耕作放棄後の草本群落の種類組成、種別の餓的構成とその繁殖能力に及

ぼす影響２千葉大学理学部大賀宣彦

干渉合成開口レーダ(InSAR)による氷河・氷床マッピングのアルゴリズム開発

岐阜大学木村宏

RADARSATデータによるアジア地域の湿地域におけるバイオマス推定アルゴリズムの開発

宇宙開発事業団若林裕之

衛星マイクロ波・可視複合センサによる海氷パラメータ抽出のアルゴリズム開発

東海大学長幸平

衛星データによる森林樹冠密度推定研究長岡技術科学大学力丸厚

ArcView3を用いた、中国食料需給マップの作成山梨大学尾藤章雄

分散配置されたGISデータベースの統合利用に関する研究東京大学小口高・近藤昭彦

熱帯泥炭地からの温室効果ガス効出に及ぼす土地利用変化の影響千葉大学園芸学部犬伏和之

GIS及び衛星リモートセンシングを利用した環境微量汚染毒性物質の流域挙動解析モデル構築に関

する研究一日野)|｜・野洲川・琵琶湖流域を対象として－京都大学清水芳久

TRMM/PRを利用した土壌水分と植生の相互関係の定童的解析東京大学１１ド大幹

モンゴルにおけるADEOSu-AMSRを中心とした衛星土壌水分観測の広域地上検証実験

広島大学開發一郎

分光反射係数ijl'I定による水稲の生育・収趣の推定広島県立農業技術センター谷本俊明

18:00-19:００懇親会

－８７－



（２）第４回「Ｌａｎｄcover／Ａｓｉａ」研究会

下記のプログラムに示すように第４回「Ｌａｎｄcover／Asia｣研究会が開催された。２８名の参加者に

より、アジアにおける土地被覆モニタリングをテーマとして、自由で活発な研究討議が行われた。

日時：２００１年６月８日（金）１０時００分～１６時３０分

場所：千葉大学けやき会館（Keyaki-kaikan）２Ｆ会議室２

プログラム

１０:00-12:００

金子大二郎（松江工業高等専門学校）

水資源不足時代の穀物生産モニタリング法（cropproductionmonitoring）

石山隆（千葉大学）

植生被覆率による分光反射特性とその植生指数（spectralcharacteristicsofvegetation）

佐藤一紘（琉球大学）

マングローブ林林分要素の現地調査法(林内リモートセンシング)の開発

一システムの試作と適用試験一（fieldsurveyofmangrovefbrest）

JosaphatTetukoSriSumantyo（千葉大学）

ＳＡＲデータによる森林モニタリングに関する研究（fbrestmonitoringbySAR）

１３:１５－１５:0O

宇根寛（国土地理院）

グローバルマッピングプロジェクト（globalmappingprqject）

建石隆太郎、朱林（千葉大学）

GlobalLandCover2000（GLC2000）プロジェクトとLandCoverClassiHcationSystem

（LCCS）

佐藤浩（国土地理院）

グローバル土地分類における標準分類システムに関する研究

（IandcIassiflcationsystem）

１５:１５‐ｌ７ｐＯ

Ｔｓ､Purevdo1j（(㈱ベーシックエンジニアリング）

SnowcoverdetectionfiFomAVHRRdatafbrCentralAsianregion

P.Ｍ・Rey,Ａ,Ｍ，Evangelista,Ｍ・Ｓ,Win,MNagaiand」.Shibata

（㈱ベーシックエンジニアリング）

LandcovermappingintheMaebashi-ＴａｋａｓａｋｉｕｒｂａｎａｒｅａｓｕｓｉｎｇＡＬＯＳＡＶＮlR-2

satelliteimagery

金東煕KimDong-Hee（千葉大学）

土地被覆モニタリングにおけるthelmalbandの有効性に関する研究

（landcovermonitoringbythermalband）

－８８－



（３）第３回水文過程のリモート・センシングとその応用に関するワークショップ

表記のワークシヨップを平成１４年１月Ⅲ日に千葉大学けやき会館において開催した。約５０名

の参加者を得て、以下に示す１８件の講演とそれに対する活発な質疑応答が，:５０から１８:00まで行

われた。討議に対して十分な時間がとれなかったことが心残りであるが、最後の総合討論では水文

過程のリモートセンシングに関わる今後の活動方針の議論を行った。その結果、オペレーショナル

・サテライト・ハイドロロジーとして地球環境だけでなく地域の水問題にも貢献できるリモートセ

ンシング技術のあり方を追求していく方向が確認された。

本ワークショップは環境リモートセンシング研究センターと（社）資源協会地球科学技術推進機

構地球科学技術フォーラム・地球観測委員会・水文過程サイエンスチーム、（社)土木学会水理委員

会、水文・水資源学会との共催で行われ、その成果はプロシーディングスとして綴めた。

ｌ）ＡＤＥＯＳＩＩ－ＡＭＳＲ/AMSR-Eの予備的地上検証実験

開發一郎・山中勤.、ウユンバータル・平田昌弘・大石風人・村松加奈子

宮崎真・近藤昭彦・小池俊雄

２）RADARSAT-SAR画像を用いた平地積雪水鐘分布の評価

一新潟県中越地方における事例_

深見和彦・岡田拓也・松浦直・鹿瀬葉子・金木誠・吉谷純一

３）衛星搭載ＳＡＲによる湿雪域の積雪水文パラメータ推定手法の開発に関する検討

田殿武雄・深見和彦・兒玉法彰・ＪＳｈｉ(ICESS,UCSB）

４）降雨の標高依存特性を導入したＴＲＭＭ/ＰＲによる時間・空間平均降雨杜の推定

中北英一・沖村俊郎・鈴木善晴・池淵周一

５）ＴＲＭＭ/ＰＲなどのマイクロ波センサを利用した土壌水分と植生情報の抽出と解析

瀬戸心太・沖大幹・鼎信次郎・虫明功臣

６）G1obalAnalysisoftherelationshipbetweenprecipitationandvegetationdynamicsderivedfiPom

NOAA/ＡＶＨＲＲＮＤＶｌ

ＲＵＮＴＵＮＵＷＵＥＩｅｏｎｏｒａａｎｄＫＯＮＤＯＨＡｋｉｈｉｋｏ

７）小麦・コーンの潅概農地におけるフラックス観測

近藤昭彦・唐常源・沈彦俊・張氷強

８）森林の樹冠上の粗度の季節変化について

西川教

９）森林地における正規化植生指標と葉面積指数、蒸発散の季節変化に関する研究

戎信宏・西川紋・近藤昭彦・中北英一・田中賢治

１０）SeasonalvariationinVegetationlndicesderivedfTominsituTypeVegetationMonito｢ingSystemat

TypicaILandcoversinJapaLFromtheObservationResuItsinPGLIERCandLakeBiwaPrqject‐

HIGUCHIAtsushi,NISHIDAKenlo,KONDOHAkihikqTANAKAKenji，

EBISUNobuhiro,ＩlDAShin-ichi,ａｎｄＮＡＫＡＫＩＴＡＥｉｉｃｈｉ

－８９－



11）ＭＯＤＩＳによる関東地域の植生分類

朴鐘衣・安111燕純・原腿太郎・朱林

１２）VI-Ts法によるユーラシア大陸の地表面状態の季節変化特性に対する－考察

福田祐一郎・樋口篤志・楠山哲哉・福嵐義宏

１３）高解像度衛星データによる微細な土壌環境の抽出

本郷千春・明石懲宗・田村栄作

１４）陸域観測技術衛星ＡＬＯＳの校正・検証および研究成果物作成のi汁画について

田殿武雄・島田政信・五十嵐保・若林裕之・松岡真如・ARosenqvist

l5）LandsaVTMの輝度値確率分布に基づく詳細な地物情報抽出法の提案

---流域内物質収支を支配する土地被概情報把握をめざして

篠田成郎・渡辺美帆・野田幸嗣・マドウスタンＢシュレスタ・前田敏昭・湯浅品

１６）2000年９月東海豪雨の被害推定

中村克行・'１､川進

１７）DevelopmentofRainlhll-Sediment-RunofTModeIintheUpperBlnntasRiver,Indonesia

TAKARAKaoru,ＳＡＹＡＭＡＴａｋａｈｉｒｏ,ＮＡＫＡＹＡＭＡＤａｉｃｂｉａｎｄＴＡＣＨｌＫＡＷＡＹａｓｕｔｏ

ｌ８）HydrologicaIStudiesofChannelModificationsatCauvelyRiver,India

MAMohammedAsIam,ABalasubramanian,ａｎｄＫＯＮＤＯＨＡｋｉｈｉｋｏ

■７．２環境リモートセンシング研究センター談話会（セレスの夕べ）

毎月１回程度、「CEReSの夕べ」と名付けたセンターの談話会を行っている。以下はその要旨で

ある。

StudyonDi脈rentialOpticalAbsorptionSpectroscopy：TechniqueanditsAppIications

20０１年６月２６日（火）

｣ianguoLiu（AnhuiInstiIuteofOpticsandFineMechanics,TheChineseAcademyo｢Sicences）

lntbenrstpaItofspeech,withadescriptionoftheprinciｐｌｅｏｆＤＯＡＳ（、i舵renliaIOpticalAbsomtion

Spectroscopy)，lhedesignandreaIizationoftwodi舵rentkindsofDOASsystemsarepresentedOneisusing

aslotteddiscmpidscanningdevicewithaphotomuItiplier，whichissuitablelbrambientairquality

measurement､llcanmeasure1otaIl6kindsofpoⅡulantssuchasSO2,N0,N02,N比O｣,CIiH`,C7HHandCHzO

etc.，withdetectionIimitsofl-2ppb､Theothe「isusingaUVgratingmonochromatorｗｉＩｈａＰＤＡ（Photon

DiodeArmay）detector,whichisdesignedlbrcontinuouschimneyemissionmoni1oring、Itsmeasuringmnge

IbrSO2､ＮＯ,ＮＯ２andNI-lJarcIiPomIOlo5000ppm･Ｄｉａｇｒａｍｓｏｆｔｗｏｓｙｓｔｅｍｓａｎｄｓｏｍｅｍｅnsuredresullsare

alsoshownrespecliveIy

lnthesecondparIofspeech，recentenvironmentalmonitoringにchniquedevelopmenlsinAnhuilnstituteof

OpticsandFineMechanics，theCASarebrienyintroduced，includingmobiIepol1utionmonitoringlidarand
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someotherpointsampIinganaIyzersfbrairqualitymeasurementofＳＯ２,ＮＯｘ,ａｎｄTSP/ＰＭｌＯ．

Ｇ－ＸＭＬで記述された地理データとそれに対する問合せの実現

200】年７月３１日（火）

品川徳秀（環境リモートセンシング研究センター）

近年、データ表現形式の標準フォーマットとして、ＸＭＬが注目を集めており、電子文普のみな

らず、各種マルチメディアデータや商取引データ、地理データ等、幅広い対象に応用が進みつつあ

る。これら大量のＸＭＬデータをある種のデータベースとみなせば、ＸＭＬデータに対する問合せ

の実現は重要な課題であり、様々なＸＭＬ問合せ言語が提案されてきている。これに対し、ＸＭＬ

問合せ言語を様々なＸＭＬ応用に適用可能とする事を目的とし、その拡張機榊に関する研究を行な

ってきた。本講演では、ＸＭＬと、ＸＭＬによる地理データ記述のための規約であるＧ－ＸＭＬを概説

し、Ｇ－ＸＭＬで記述された地理データに対する問合せの実現について説明を行なう。問合せの記述

には提案を行なってきた拡張可能ＸＭＬ問合せ言語Ｘ２ＱＬを用いる。

実利用リモートセンシングー衛星1丁による２１世紀型農法について-

2001年９月２５日（火）

本郷千赤（環境リモートセンシング研究センター）

農地から発生する温暖化ガスや養分溶脱による水質汚染問題など、農業は環境変動へ負荷を与

える一因である。これに農産物自由化問題が絡み合い、人間生存基盤である農地での食糊生産が窮

地に追い込まれている。このような状況を打開すべ<、１９９９年に３８年ぶりに農業基本法が改正さ

れ、２０００年６月には循環型社会形成推進基本法が制定されるなど、農業保護のために政府は法的

な面から多面的機能の整備を進めている。

このような背景のもと、従来のような肥料の多避投入から環境保全・循環型農業への転換に強く

期待が高まっており、農業は大きな蛎機を迎えている。環境保全型農業を推進するためには、地域

に適した環境管理システムとそれを実施するための農法が必要である。その農法はこれまでのよう

な農家の主観的判断によるものではなく、客観的判断に基づいて地域全体へ処方されることが望ま

れている。この判断ツールのひとつとして衛星データの利用が考えられている。CEReSの夕べで

は、１１$目体や農協、米国における実施例を中心に衛星データを取りいれた新しい精密農法について

紹介する。

光学センサ画像の精密幾何補正法

2001年１０月２３日（火）

橋本俊昭（環境リモートセンシング研究センター）

センサ開発事業者内部のアルゴリズム記述書には書いてあるものの、一般の参考書等にはあま

り詳しく響かれていないシステム補正による幾何補正法についてまず紹介する。

－９１－



次に，精密幾何補正法について紹介する。これは、写真測熾の原理に基づいた手法であり、市販

のＲＳソフトではあまり扱っていない技法を用いている。

時間があれば、写真測赴の原理を応用したｴ1F例も紹介する予定である。

極域科学研究の面白さ－日本南極地域観測隊長になって考えたこと－

2001年１１月１９日（月）

西尾文彦（環境リモートセンシング研究センター）

（１）地球の将来に、－体何が起こるのであろうか？

われわれが危棋する地球環境の未来への透視図として極域における氷に刻まれた地球の気候の歴

史がある。例えば、今から１万年前から現在に至るまで、私たちの地球の歴史において気候はたい

へん安定した時代である。この期間は、文明は栄え、過去１０万年前のどの類似した時間的長さよ

りも、平穏でより安定した気候によって特徴づけられている。グリーンランドの氷床上の幾つかの

場所で堀削されたコアは、急に訪れる寒さや、暖気の一続きのjUllmの連続を示し、それぞれ１００

０年かそれ以上続き１０年の経過を越えて、摂氏１０℃も北ヨーロッパにおいて冬の平均気温が上

昇したり低下したりしている。このような、突然の変化のサインは、大気の不純物の記録やメタン

含有趾、年層の氷板に保存された降雨（雪）趣によって、読み取ることができる。

（２）温暖化の影響による雪氷圏（海氷・氷河・氷床）の変11M）

温室効果ガス増大で起きていると懸念される、地球の温暖化による雪氷圏の変動のモニタリングを

継続して行っていくためには、衛星による観測は最も重要な手法である。可視からマイクロ波まで

の多血【センサーを利用し、多くの雪氷の情報を得ていくことができる。

（３）南極大陸氷床下の湖に微生物が存在するのか。

４千メートルの氷の下に湖が存在するという。百万年以上前の微生物が凍結保存されている。

（４）南極からの贈り物。

極城科学は地球科学の中でも宇宙科学、海域科学のようにフロンティアの要素を多く待ち、宝物

が多くあり面白い分野である。

衛星データと古い時期の土地利用に基づく地盤特性の推定の試み

2001年１１月２７日（火）

中井正一（千葉大学工学部都市環境システム学科）

自然災害の軽減にとって、地盤の性質を正しく把握することは極めて重要である。ここでは、

古い時JIlの土地利用は地形や地銚のlliﾘ約を受けていたとの仮定に基づき、土地利用とその変化から

微地形分類および地盤概要を推定する手法について紹介する。古い時期の土地利用は、明治３０年

代に整備されたｌ/50,000の地形図から求める。また、現在の土地利用は、国土数値情報を利用する

か、または、衛星画像を利用して求める。後者の場合、前者に比べてより詳細な微地形分類が可能

となる。

得られた微地形分類は土地条件図と比較して満足の行く精度を有しており、また、推定される地
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盤性状はボーリング結果と調和的であることを確認している。

Retriewhlofatmosphericnndoce釦ｎｓｕｒｆｎｃｅｐａｍｍｅｔｅｒｓＩＴｏｍＡＤＥＯＳ－ＩＩＡＭＳＲｄｎｔａ：compnrisonof

errDrsofgIobalandregiomulphysical-basedalgorithms、

2001年１２月１８日（火）

LeonidMitnik（SateⅡiteOceanogmphyDepartment，PaciIicOceanoIogicalInstitute，FarEastemBmnch，

RussianAcademyofSciences）

RetrievalofthetotaIatmospheTicwatervapo「contentV，totaIcloudIiquidwatercontentQ，thesea

surItlcewindspeedWandseasurfhcetemperaturet6IromthesimuIatedADEOS-IIAdvancedMicrowave

ScannningRadiometeT（ＡＭＳR）dataintheabsenceofprecipitationisconsideredThebrightness

temperatures（TDJwiththevertical（Ｖ）andhorizontal（Ｈ）polarizationsattheAMSRfrequenciesof6.9,

10.7,18.7,23.8ａｎｄ３６．５GHzwerecomputedfbTtheIadiosondeandrelevant

datacoⅡectedbyresearchvessels、VandQwereretrieved6omTD(238Ｖ）ａｎｄＴＤ(36.5Ｖ）withthe

physicaⅡｙｂａｓｅｄ，iglobaIm（-1.6〈ｔｏ＝〈３１℃)，，'polarm（し＝〈］５℃）ａｎｄ’0t｢opicaIo，（ｔｏ＞＝２４℃）

aIgorithmsunderthcassumptionthatt`valueswerederivedfromthemeasurementｓａｔ６９ａｎｄＩｑ７ＧＨｚｗｉｔｈ

ａｎｅｒｒｏｒｏ皿．ＴｈｅｅｒｒｏｒｓＣｖａｎｄｏｏｗｅｒｅｅｓｔｉｍａｔedatseveraIcombinationsofthedifYbrence△Ｔ３６＝ＴＢ

(36.5Ｖ）‐TB(36.5Ｈ)，IndiometernoisesATando1,､ＡｔＡＴ３６＝３５Ｋ，ＡＴ＝0.3Ｋａｎｄ０１．＝１℃，。ｖ

＝１．５ｋｇ/ｍ２ａｎｄｕｏ＝0.029ｋｇ/m2fbraglobal

aIgorithm，Standardregressiontechniquesｗｅ尼appliedtoretrieveLandWfTomthesimulatedTD，ataIl

channeIs・AcombinationofTD(６９Ｖ)，Ｔ・(69H)，Ｔ･(１０．７Ｖ）ａｎｄ［T`(]０７Ｖ)]zyieldstheminimumLandW

erTorsequalto0.42ａｎｄ0.7℃,ａｎｄＵ６７ａｎｄＯ８５ｍ/sasladiometernoisesincreaseｆｉｒｏｍＯ」ｔｏｏ・ＺＫａｔｖ＝

６．９０ＨｚａｎｄｆｍｍＯ」３ｔ00.27Ｋａｔｖ＝10.7ＧＨｚ．

Contents

Llntroduction（totaIwatervaporcontent,totalcloudIiquidwatercontent,microwaveradiometly,microwave

radiometersandantennas,advancedalgorithms,applicationsofsateⅡitedata)．

2.AMSR-comparisonwithKosmos-243,ＳＳＭ/ＩａｎｄＴＭｌｓａｔｅⅡiIemicrowaveradiometers、

3．Mic『owavespectraofthewalervapor，oxygenandcloudabsorption，dielectricperminivityofIreshand

saIinewater，seasurfaceemissivityandbrightnesstempemtureoftheatmosphere-oceansystemNumericaI

integmationofamadiativetransfbrequation、

4.Global,tropicaIandpolardatabases､Radiosondescollectedduringseaexpeditions・

SPhysical-based,linearandnonlinea「statistica]algorithms,ThephysicaI-basedaIgorithmslbraretrievalofV

andQErTo応oftheglobaLtropicaIandpolaralgo｢ithms，ComparisonwiththeelTorsoftheNeural

Networks-basedaIgorithms・

dExamples､RetrievedVandQfieIdsfiromSSM/Iｄａｔａ（TCHerb,theSouthChinaSea)．

7.AlgorithmsfbraretrievaIoftheseasurfacewindspeedandseasurfhcetemperature、

８Conclusion
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砂漠化地図の作成一フィールドワーカーのＲＳ利用-

2002年１月２２日（火）

小林達明（千葉大学園芸学部緑地・環境学科）

砂漠化対策では従来のトップダウン型のアプローチから、地域の自立を基本としたボトムアップ

型のアプローチが模索されている。その中で、ローカルスケールの砂漠化危険地図は、地域住民の

環境把握、土地利用計画、緑化造林技術適用のツールとして有用と考えられる。本研究では、その

基礎として、衛星画像をもとに中国ムウス砂地の砂漠化状況を分析し、その要因を明らかにするた

めに、過去に刊行された主題図や地域の統計資料からＯＩＳを作成し、砂漠化画像と関連させて解

析を行った。また砂漠化現象が観察された現地に赴き、植生綱査や住民のインタビューを行い、そ

の実態や成因について調査した。

この発表では、フィールドワーカーにとって、ＲＳがどのように役に立つのかということを念頭

に胚いて、以上の研究結果をお話したい。

LidarMeasurementSofAtmospheｒｅｉｎＡＩＯＦＭ

２００２年２月２６日（火）

HuanlingHu（AnhuiInstituteofOpticsandFineMechanics,ChineseAcademyofSciences）

Ｓｏｍｅｌｉｄａ「faciⅡtieswerebuiltfbrmeasurementsｏｆｔｈｅａｌｍｏｓｐｈｅｒｅａｔＡＩＯＦＭ，incIudingL6Z5，Ｌ300,

andAML-llidarsystems・L6Z5Iidarisusedfb「multi-purpose：Mie-scatte｢ingｍｅ【hodwithYAOsecondand

lhirdhannonicwavelengthsof532nmand355nmlbrstlatosphericaerosol，ＵＶ－ＤＩＡＬｍｅｔｈｏｄｗｉｔｈ

ｗavelength-paiTof308nm（XeCIeximerlaser）ａｎｄ３５５ｎｍ（YAGthirdharmonic）mrozoneinstratosphe肥

andwiIhanotherwavelength-pairof308nm（ＸｅC]excimerIaser）ａｎｄ２８９ｎｍ（D2Ramanoutputpumpedby

YAG-266nm）fbrozoneintroposphere,RamanscatteringmethodwithYAGthirdharmonicwaveIengthof

355nmIbrwatervaporinlowertmposphere，andRayleighscalleringmethodwithYAGsecondandthiId

hannonicwavelengthso「532,mand355nmfbrtemperatureinmid‐ａｎｄｕｐｐｅｒｓtratosphe｢ｅＡＩａ｢genumberof

datahavebeenobtainedbyL6251idarplatfbrmlbrtheabovepammeters・ThesemeasurementdatareveaItheir

variationchamacteristicsatHefbi（319.N,117.16゜E)．L3001idarwedevelopedisadual-waveIengthsystemfbr

measurememsofaerosolint｢oposphere､AIargenumberofmeasurementdata

唾vealIhecharacteristicso「troposphericaerosolexlinclionproliles，includingAsiandustepisode，AML-l

mobileIidar,deveIopedTecentlyinAlOFM，isusedfbrmeasuringai「poIlutants:ＳＯ２,ＮＯ２,Ｏ〕,ａｎｄａｅ｢osoIin

mixedIayer．
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IntraseasonaItolnteIPgnnnaulVaIPiabiIityoftheAsin昨AustIPalianMoHusoon

2002年３月２０日（水）

PankaiakshanThadathil（ScientistfiromNationalInstituteofOceanography,India;COEvisitingprofbssorof

CEReS）

DuringSummerMonsoon,ａＬｏｗＬｅｖｅｌＪｅｔ（LL｣）existsinthelndianOcean､TheLLjisbestmani化sted

at850mb（nearIyI・skmabovenomtheseaIeveI）anditemantesnomtheMascareneHighandcrossesthe

equatorhuggingtheEastAfricanhighIandsandthentｕｍｓｔｏｔｈｅＡｒａｂｉａｎＳｅａａｎｄｅｘｔｅｎｄｓｆｎrthereastwards

crDssingIndiaThoughthejetaxisisnearIystabIeinthewestemlndianOcean,overthepeninsularIndia｡the

jetissubjectedtonorth-southdisplacemenLSuchdispIacements（causedbythenorth-southdisplacementsof

theconvectiveheatingzonesoftheSummermonsooncirculation）ａ雁responsiblelbrtheactiveandbreak

phasesinthemonsoonprecipitationoverIndiａ

ＴｈｅｗｏｒｋｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｂｙＤｒ・TbadathiIispertainingtothevariabilityofthecoastaIwindsoflndiacause。ｂｙ

theLLJduringtheactiveandbreakphasesofthemonsoon，
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[８］主要研究設備

８．１超マルチチャンネルデータ表示解析システム

人工衛星に搭ililtされるセンサのスペクトル分解能が向上するのに伴って、センサのチャンネル数

が増えてきている。非常に多くのチャネルを有する多チャンネルセンサが、今後数年の１１１１にデータ

取得を始めるため、早急にその解析手法を確立しておく必要がある。多チャンネルセンサのデータ

解析において困雌であるのは、従来のハードウェア、ソフトウェアではすべてのチャンネルのデー

タを概観する手段を提供できないことである。

本装置は、多チャンネルセンサの各チャネルのデータを同時に表示することが可能であり、同時

に最大６Ｉ４４ｘ５Ｉ２０までの画像は間引くことなく表示が可能である。装世の櫛成は以下のとおり。

（１）マルチビジヨン型液晶表示装置（３０面：６列×５行）

（２）表示装睡iIh:結型計算機（３０台のＰＣを各液晶ディスプレイに直結）

（３）表示制御i汁算機

（４）データサーバ計算機

（５）ネットワーク装腿

ユーザは表示したいデータをデータサーバ計算機にダウンロードし、表示制御計算機のＧＵＩソフ

トウェアによって、表示装腫直結型計算機へのデータのブロードキャスト送信、表示位悩の設定、

表示チャネルの設定等をコントロールする。

８．２マイクロ波FT-lR分光放射計

屋外において熱赤外放射スペクトル（２～１４〃、）を計測するための装世である。標準黒体とそ

の温度制御システム、金反射拡散板も装置に附属されており、絶対熱放射スペクトル、分光放射率

が計測できる。なお、感部の冷却には液体窒素を使用する。近く打ち上げが予定されているＥＯＳ

－ＡＭＩのASTERをターゲットにした地上検証用のグランドトウルースデータの取得に岐適な測

器である。様々な物質の放射率のデータベース作成、放射率の違いを利用した植生と土壌の熱赤外

リモートセンシングに関する基礎実験、等に利用されている。

８．３大気状態高精度解析システム

人工衛星によって取得される広範囲の大気、地表面Ｍｉ報を、より高品質の物理杜に変換するための

地上支援システムであり、(1)大気状態観測装置、(2)システム検定装llvt、(3)大気状態災柵装置の３

つの小システムから榊成される。各装置は以下の機器からなっている。

(1)大気状態観ill1I装悩

マイクロ波放射計、オーレオールメータ、サンフオトメータ

直達日射計、全天赤外放射計、全天日射計、全天分光日射計
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繭分散乱計、エアロソル吸収測定器、放射温度計、データ収集装置

赤外画像作成装極、蒸発散測定装置

(2)システム検定装世

野外分光測定器、日射計検定装世、放射計検定装置

マイクロ波スペクトラムアナライザー、ディジタルオシロスコープ

(3)大気状態集積装置

データ収集・解析用計算機、データ記憶装置

８．４衛星データ受信及び解析システム

本システムは静止気象衛星ＧＭＳ（ひまわり）および米国の海洋大気庁が迎用する極軌道気象衛

星ＮＯＡＡの受信・解析装置および受信衛星データ解析処理記憶装置より構成され、アンテナより

受信されたデータを自動的に一次処理し、記憶装置に保存する。本装置はＧＭＳについては毎時、

NOAAについては１日３～４回受信し、受信データの映像化処理およびいくつかの物理錘への変換

処理を自動的に行う。そして、受信された未処理データと処理後のデータは、平成８年度に導入さ

れた「大容量環境データアーカイブシステム」へ自動的に転送され、大容愈のテープへ保存される。

NOAAの受信範囲は西側ではバイカル湖やチベットの東端、北はカムチャッカ半島、南は南シナ

海までをカバーしている。

システムの構成と受信データの流れを概説する。受信アンテナで衛星からの信号が受信され、受

信されたデータは当センターにある解析室内のダウンーンバータを経由してデータ処理用のワーク

ステーションへ入力され、画像化される。画像化されたデータは輝度値・アルベドあるいは表面温

度などの物理量へ変換され、さらにそれらは地図座標へマッピングされる。一連の処理済みデータ

はデータ解析用のワークステーションへ転送される。ここでは、必要ならば受信後間もない衛星デ

ータを直ちに解析することも可能である。いったん解析用ワークステーションへ転送されたデータ

は、定期的に「大容斌環境データアーカイブシステム」へ転送され保存される。以上の処理の流れ

は、一部を除いてほぼ自動的に行うことが可能である。

学内外の利用者が本装置で受信・解析され保存されたデータを利用できるよう、カタロクデータ

ベースをＷｅｂ上で検索可能なシステムが構築されている(http:"ceres､cr・chiba-uac炉8080/)。

ａ５衛星データ加エ演算システム

センターでは「衛星データ受信・解析装置」で受信・－次加工した衛星データを、「大容量アー

カイブシステム」に自動保存している。さらに、センター以外で受信された膨大な量の衛星データ

を加工した時系列全球データセットも同システムに保存している。これらのデータは、高次の解析

データではなく環境解析のための素材として位置づけられる。一方、センター概設の高度隔測情報

処理装置においては、広域の時系列データセットに対して適応可能な、高度な解析アルゴリズムが

開発されている。衛星データ加工演算システムは、この解析アルゴリズムを適用し、広域の時系列

データを一貫して処理する目的で導入された。これにより、広範な種類のアーカイブデータについ
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て、様々な要求に合致した処理が行える。さらに、本システムを通じ、学内外の研究者が処理デー

タや受信データを既設のネットワークを介して利用することが可能となった。

本システムは、以下の３つの装極で構成されている。

（１）並列演算処理サーバ：高度な解析アルゴリズムを用いた演算負荷の大きな部分の処理を高

速演算機能を用いて行う。UItraSPARC-(II)、主記憶４GB、ｑＩＯＢＨＤＤ、ＤＬＴドライブ、８ｍｍテ

ープ、Ｃコンパイラ。

（２）デイスクアレー：大容量の広域衛星データの演算処理中に使用するための高速大規模ハード

ディスク。ユーザデータ保存用７ZGB、衛星画像処理用l60GBo

（３）並列演算処理クライアント：大量の入出力処理に対して分散処理を行う。

Pentium-III400MHz20台。

８．６大容量環境データアーカイブシステム

人工衛星によりモートセンシングデータおよび現地観測データを利用した環境解析研究に使用す

る、大容鍵のデータ記録システムである。衛星データ受信及び解析システムで受信された衛星デー

タは、自動的に本システムへ転送され、保存される。本システムは、以下の装置から構成される。

(1)主データ記録装置

最大３０OTBの記憶容逓を有する。記録媒体には、非圧縮時で５０ＯＢの記憶容趾をもつり３

テープを使用し、２０００本の媒体が自動倉庫に収納されている。自動倉庫内の媒体は、コントロー

ラ装置のデータベースにより、収納位置・使用状況等の情報が管理される。

(2)主データ記録管理・制御装置

主記憶容量512ＭＢの４CPU並列処理計算機システムに、階層型ファイルマネージメントソフト

ウエアを搭載する。本装置により、アーカイブシステム利用者はデータ利用に際して個々のテープ

媒体を意識することなく、一般的なＵＮＩＸのファイルシステムを扱うのと同様の利用形態をとるこ

とができる。

(3)高速外部記憶装慨

総容丘IOOGBの容赴をもつキャッシュ・ファイルシステムで、主データ記録管理・制御装置に

接続される。高頻度に利用されるデータは本装置上に記録され、毎回テープ媒体を経由せずに高速

に読みだしを行うことができる。

(4)ネットワークシステム

本システムは、lOOBASE/ＴＸによる高速ネットワークでドメインを形成し、ドメイン内でのデー

タ取得はきわめて高速に行うことができる。また、衛星データ受信・解析システムとはＦＤＤＩによ

って独立したドメインを形成して接続されており、受信された大獄のデータが本システムに転送さ

れる際にも、ネットワーク負荷によってアーカイブシステムの利用が影響を受けないように配慮さ

れている。
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８．７高度隔測情報処理装置

この装置は、人工衛星の画像データ、地理情報、地上観測データなど大赴のデータを効率的に解

析・処理するための装置群で、次のような部分から構成される。

(1)サーバ部：FUjitsuS-4/２０Model61ZSX、主記憶192ＭＢ、Ｉ３６０ＢＨＤＤ、１０カセット

8ｍｍテープ・オートチェンジャー×２，Ｃコンパイラ

(2)放射・散乱シミュレーション部：FUiitsuS-4/２０Model６]ＳＸ、主記憶160ＭＢ、２８ＧＢ

ＨＤＤ、FORTRANコンパイラ

(3)広域衛星画像処理部：FUjitsuS-4/２０Model61SX、主記憶160ＭＢ、Ｚ８０ＢＨＤＤ、ＯＩＳ

パッケージ(ＧＥＮＡＭＡＰ）

(4)隔illﾘ画像情報処理部：SiIiconGraphicslndigo2XZ、主記憶６４ＭＢ、ｌＯＧＢＨＤＤ、Ｃ、

FORTRANコンパイラ、植物成長シミュレータ(ＡＭＡP)、リモートセンシング画像処理パ

ッケージ(VISTA）

(5)周辺機器：カラーハードコピー装置、CANONPixeIDio-S、ＬＢＰ(Unity

I200XLO-jCD-ROM書込装置YAMAHACDE100HA)、処理端末：PowerMac7700/AＶｘ４

８．８大気補正用地上設置ライダー

ライダー(Lidar、LlghtDetectionAndRnging、レーザーレーダーともいう）は、指向性のよいレー

ザー光を大気中に照射し、大気中の分子やエアロゾルによる後方散乱光を大口径の望遠鏡で受信し

て解析する装置である。環境リモートセンシング研究センターのライダーでは、IO64nm、756,ｍ、

532nｍ、および355,ｍの４波長を同時に射出・計測を行い、対流圏のエアロゾルについて波長依存

性まで含めた高度分布情報が得られる。光源としては、Ｎｄ:YAO(ネオジウム・ヤグ）レーザー１台

から基本波、２倍・３倍高調波を発生させ、また、別のＮｄ:YAGレーザーにより波長可変の固体レ

ーザーの一種であるチタン・サファイアレーザーを励起して756,ｍを得ている。それぞれの波長

はパルスあたりlOOmjから数IOOmJのエネルギーを有し、繰り返しは１０Hz、パルス幅は６，ｓ程度

である。４波長のビーム径(約３０ｍｍ)と方向を揃えて鉛直上方に射出し、散乱されて戻ってきた光

を直径８０ｃｍのニュートン型望遠鏡で受光する。雲の有無などの条件にもよるが、地上数千メート

ルから１０kｍ程度までのエアロゾルからの光を受けることができる。受信した光は順次、各波長成

分に分けられ、昼間でも観測が可能であるよう幅の狭い(3,ｍ)フィルターを通して光電子増倍管で

電子信号に変換される。４チャンネル、２Gs/ｓの高速デジタル・オシロスコープによって数千パル

スの祇算平均を行う。平均された波形(その形状から、Ａスコープという）はＯＰＩＢによってパソ

コンに取り込まれ、処理される。信号はバックグラウンドを適切に処理した後、大気分子によるレ

イリー散乱光の成分を取り除く方式のライダー方程式の解法（Ｆｅｍａｌｄ法）によってエアロゾルの

プロファイルに変換できる。衛星の上空通過に同期した観測を行うことにより、信頼性の高い大気

補正を行うことが可能となる。また、このようにして得られるエアロゾルの情報を蓄積する二とに

より、エアロゾルの季節変化や高度変化など適切なモデル構築の基礎データが得られる。
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８．９分光光度計・分光放射計等

ｌ紫外・可視・近赤外分光光度計Perkin-E1mer社製ＬａｍｂｄａＩ９

Ｉ８５‐３２００，ｍ:ダブルビーム分散型機器

（1-1）通常の透過スペクトル

（1-2）積分球による反射・透過スペクトル(照射光はスペキュラー、反射・透過光は全角度の光

を集光して111'１定、つまり通常の意味での全拡散反射・透過スペクトル)この装置では、試料が縦

置きなので、粉体等の場合ガラス等のカバーが不可欠となる。

（1-3）拡散反射測定装鯉を用いた拡散反射スペクトル(照射光は装世の光学系で決定されるスペ

キュラー、反射光も装避で限定された集光角度の反射散乱光)。この装置は透過スペクトルの測定

には実質上使用不可。しかし、試料を水平に配極するので、粉体等にもカバー無しで使用できる

が、短焦点の光学系を使用しているため、試料表面の状況が顕著に影響し、再現性のあるデー

タを取得するためには、試料表面の状況の再現性を得るための工夫が不可欠である。

2.近赤外・中赤外分光光度計Perkin-Elmer社製FTIR-2000

近赤外域:I5000cm-I（６６７，ｍ）‐４００ｃｍ-1(25000ｎｍ）

中赤外域:５０００ｃｍ-１（2000ｎｍ）‐400cm-１（25000,ｍ）

シングルビームフーリエ変換型

(2-]）通常の透過スペクトル

（2-1-1）錠剤

（2-1-2）液体

（2-1-3）２２ｍの長光路ガスセルを使用して、ガスの透過スペクトル

(2-2）正反射スペクトル：角度可変正反射測定装置を用いて、３０‐７０°の正反射スペクトル

(2-3）拡散反射スペクトル

拡散反射測定装置を用いて装置によって決定された角度の拡散反射スペクトル。この装置による

データは、近赤外、特にlOOOOcm-I（ｌＯＯＯｎｍ)から長波長側ではLambdaI9によるデータよりは

るかにＳ／Ｎが良い。従って、拡散反射で良い場合には、これで測定するべきと思われるが、良

い事ばかりではなく、並大な欠点もある。それはシングルビームであるために、Ｉ)参照と試料

を測定した時のi1II定室内の状況の再現性が直接データ精度に影響する、２)拡散反射装置では短焦

点の光学系を使用しているために、試料表面の状況が顕著に影響する。これはＬａｍｂｄａｌ９の拡

散反射測定装置を使用する場合と状況は同じである。

＊以上の２機種以外に、紫外・可視・近赤外分光光度計は２機種、赤外分光光度計はｌ機種、

分光蛍光計Ｉ機種等がある。

〕分光放射計

(3-1）可視・近赤外分光放射計AnaIyticaISpeclraIDeviceslnc､製：

FieIdSpecFR：３５０‐２５００ｍｍ、シングルビーム３領域分割（]:350-1000ｎｍ、

IOOO-l700nm、。:’700-2500,ｍ）並行スキヤンニング

2：
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視野角；標準:２５。、オプションレンズ:５.標準白板:lOxIOinches、２x2inches

の２種

入射光測定用アダプター:リモートコサインリセプター(平面に入射する全方向の光を測定するユニ

ット）

(3-2）熱赤外分光放射計OeophysicaIEnvironmentaIResearchCorp・製：ThermalInfmaだ。Intelligent

Spectroradiometer（TIRIS）

2000‐１７０００，ｍ:シングルビーム４領域分割順次掃引型、視野角:約３０．，基iiE黒体等のオプショ

ンは無し。

(3-3）スペクトロラジオメータ：可視赤外分光放射計

illl定パラメータ：分光反射率測定波長：03-3.0ｍｍ

波長分解能：ZnmMS、４，m/ＮＩＲ、ＭＩＲ

モード：デュアル

分光方式：グレーティング

電源：DCl2V＆6Ｖ

GER社(USALIRIS、MarklV

８．１０気象情報受信システム

本システムは、気象庁アメダス、気象レーダー画像、米国気象衛星（GOES)、ヨーロッパの気

象衛星（METEOSAT）などをまとめて、通信衛星経由で配信しているデータをリアルタイムで受

信し、表示、アーカイブするための装置である。これらのデータは、衛星データ受信システムで受

信されたデータの解析を支援するために、また、解析結果を検証するために利用され、リモートセ

ンシングによる東アジア地域の環境問題の研究の推進をはかっている。

８．１１野外型方向性反射観測装置

本装置は野外観測を目的としており、そのため装置全体が可搬となるように設計した。センサの

軌道アームは組立式にし、かつ装置一式を一人で運搬が可能である。観測ヘッドが軌道を移動し（手

動)、様々な観測角度（ほぼ半球を任意のステップで観測が可能）で同一鋤の視野の測定が可能であ

る。センサは超小型でファインダーはないが、その近傍に小型のビデオカメラを取り付け、観測視

野のモニタリングを行う。また絞りを交換することによって観測視野の面積を変えることも可能で

ある。また得られたデータはＰＣに取り込み迅速にデータ処理ができる。なお観測のための電源は

ＰＣを含めて13.5Ｖのバッテリーで駆動する。以下に装置の仕様を示す。

OceanOpticslnc．（ＵＳＡ)、PSD-2000Type

測定波長：300nm-IlOOnm、波長分解能：2.5nm-lOnm

ScanTime:４０ms-4s

iIlIl定パラメータ：Renectance、Radiance
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ＦＯＶ：12.４．巳g正巳

８．１２LKmdMasterシステム

ＬａｎｄMasterシステムは、グランド・トウルースとして股も一般的に利用されている現地写真に

撮影位腿、撮影方向、撮影日時を同時に記録できる機材と、これによって取得された画像↑W報を自

勤的に地図上で管理できるシステムから構成されている。さらに、ネットワークを通じて広範囲に

集められたグランド・トウルース画像を相互に交換することも可能である。

d９
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[ｇ］組織・運営

■９．１予算

■９．２職員名簿（平成１３年度職員名簿）

センター長高村民雄

○データベース研究部門Ｏセンサ／大気放射研究部門

環境データベース研究分野

助教授近藤昭彦

識師梶原康司

地理情報処理研究分野

教授西尾文彦

データベース基礎研究分野（客員）

教授千賀康弘

助教授浅沼市男

センサ分野

教授竹内延夫

助教授久世宏明

大気放射分野

教授高村民雄

Ｏ地球環境情報解析研究部門

植生モニタリング分野

教授杉森康宏

助教授本多嘉明

識師橘本俊昭（平成１４．２まで）

環境情報解析分野

教授三輪卓司

助教授建石峰太郎

○データベース開発運用部

教授（兼）井宮牧

講師岡山浩

助手石山隆

助手本郷千春

肋手品川徳秀

技官池田卓
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ﾕ1Ｆ項 予算額（千円） lili考（受け入れ件数）

校費・旅澱・施設整備費

奨学交付金

受託研究費

民間等との共同研究費

科学研究費補助金

５６

０
５
４
２
０

２
２
４
３
０

２
５
９
７
５

４
５
６
５
７

１
１
２

１

４
４
４
４

１
１
１
１

８
８
７
３

合計 １６９ ９２１．６５



■９．３運営協議会の記録

Ｏ運営協議会概要

平成１３年１０月１５日（懇談会）

議事

（１）平成１４年度共同利用研究について

（２）その他

報告事項

（１）その他

平成１４年

議事

（１）

（２）

報告事項

（１）

（２）

２月１９日

平成１４年度共同利用研究について

その他

CEReSの将来構想について

その他

平成１３年度千葉大学環境リモートセンシング研究センター運営協議会委員名簿

平成１３年４月１日現在

－１０４－

役職 氏名 所属・官職

長
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員
員

巨
貝

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

高村民雄

川村宏

高木幹雄

安岡善文

住明正

和田英太郎

島倉伸

伊勢崎修弘

矢口博久

丸田頼一

竹内延夫

三輪卓司

杉森康宏

西尾文彦

環境リモートセンシング研究センター長

東北大学大学院理学研究科教授

東京理科大学基礎工学部教授

東京大学生産技術研究所教授

東京大学気候システム研究センター教授

総合地球環境学研究所教授

総合メディア基盤センター長

理学部教授

工学部教授

園芸学部教授

環境リモートセンシング研究センター教授
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